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　　　ゲームと福引き　七月十日（金）





　七月に入ると、孝こう太た郎ろう達たちの住むころな荘そう一〇六号室にも夏の足音が近付いていた。表の街路樹からは蝉せみの鳴き声が聞こえるようになっていたし、強まった陽ひ射ざしが窓から差し込んで室温も高い。特に室温に関しては六畳じよう間に七人という高い人口密度が災わざわいして、既すでに真夏もかくやという状じよう況きようになりつつあった。

「わああああぁぁぁぁぁっ!!　『あおきし』が死んだああぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「そりゃあ、それだけ無む茶ちやしてダンジョンの奥おくまで行けば死ぬわな」

「教えろ愚ぐ民みんっ!!　どうやったら『あおきし』を助けられるのじゃっ!?」

「新しく救助用のパーティを結成してだな、『あおきし』達たちの死んだ場所まで迎むかえに行くんだ」

「心得た、やってみる！　愚民はそのままそこで適てき宜ぎアドバイスせよ！」

「分かったから、少し落ち着けって。たかがゲームだぞ」

「落ち着けるかぁっ!!　わらわの『あおきし』が死んだのじゃぞぉっ!?　あああぁぁぁっ、手を抜ぬいて魔ま法ほう使つかいに『ゆりか』なんて名前を付けたのが間ま違ちがいじゃったぁっ!!」

「それは言い掛がかりですぅぅぅぅぅぅぅっ!!」

　そして部屋をより暑苦しくしていたのが、テレビに取り付けられた古ぼけた家庭用のゲーム機だった。

　このゲーム機は幼い頃ころに孝太郎が両親に買って貰もらったもので、現げん役えきを引退した今でも愛着があって捨てられずに一〇六号室まで持って来ていた。それを先日掃そう除じ中のルースが押おし入いれの中から見付け出し、その結果がこの始末だった。

「救助のメンバーは即そく戦せん力りよくが必要だから、育ちの悪い上級職はやめとけ。あと、泥どろ棒ぼうも要いらない」

「装備は!?　装備はどうするのじゃっ!?」

「救助のパーティが二重遭そう難なんっていうのは良くあるパターンだから、余っている装備のうちで一番良いのを着けてくといいぞ」

「なるほど！　よぉし、いくぞぉぉぉぉぉっ！」



















　このゲーム機に興味を示したのが、別の星からやってきたティアだった。初めはおっかなびっくりだったのだが、実際にコントローラーに触ふれた後は、すっかりゲーム初はつ体験の子供状態だった。それ以降、彼かの女じよはゲームの扱あつかいを知っている孝太郎をお供に、ずっと冒険を繰くり広ひろげていた。

『しっかしティアもあんな古いゲームを良くやるわねぇ………』

　そんなティアに呆あきれていたのは早さ苗なえだ。早苗はコントローラーを握にぎり締しめて興奮しているティアに、冷やかな視線を向けていた。

「ふふ。確かに殿でん下かは勝負事が好きなので、元々ゲームの類たぐいが好きなのですが、今回は特別です」

「どういう事なのだ？」

　逆にあたたかい視線を向けていたのがルースとキリハだった。二人はちゃぶ台で一いつ緒しよにお茶を飲みながら、肩かたを並べてゲームをする孝太郎とティアに穏おだやかな視線を向けていた。

「実は殿下の学生時代の研究テーマが、コンピューター史だったのです。ですから殿下はああした初期のコンピューターゲームには格別の興味をお持ちなのです」

「研究テーマって………あの若さで？」

　静しず香かが驚おどろいて目を丸くする。暇ひまだった彼女は、一〇六号室にやってきてルース達とお茶を飲んでいた。

「フォルトーゼの皇族は、昔から文武両道が奨しよう励れいされています。ですから皇位継けい承しよう権けんを巡めぐる試練を始める前に、高等大学院で一つ研究を済ませるのが古くからの慣ならわしなのです」

「それがフォルトーゼのしきたり、という訳か………。どこも厳しいものだな、しきたりというのは」

　キリハはお茶を口にしながら苦く笑しようする。実はキリハにはしきたりについては多少思う所があったのだが、彼女はその事を口にしなかったし、ルースも彼女の微び妙みような表情の変化には気付かなかった。

「へぇぇ、やっぱり皇女様って大変なんだねぇ………」

　静香はしきりに感心しながらお茶をすする。夏の暑さに対たい抗こうしてキンキンに冷やされたお茶は、静香の喉のどを心ここ地ちよく潤うるおしていった。

「殿下は膨ぼう大だいなコンピューターの歴史の中から、ゲームの歴史に注目されました」

　コンピューターを使って遊ぶという事はどういう事だったのか。その原点と、その後の発展を洗い出し、分ぶん析せきして現在の状況と照らし合わせ今後の展望を推測する。ティアの研究は一つのゲームの解説から始まって、メディア論を論じる事で終わっている。この多様性のある研究は、実は高等大学院で高い評価を得ていた。

「ですがフォルトーゼの歴史は二千年を超こえておりますから、現存するもっとも古いゲームでも、この星───地球のゲームよりも遥はるかに先に進んでいるのです。そんな訳で、この星の初期のゲームともなれば、殿下にとっては伝説級の宝物なのです」

「なるほど、ティア殿でんのゲーム好きは単に趣しゆ味みというだけでなく、自らの研究の為ためでもあった訳か」

「そういう事です」

「はぁ～～、お姫ひめ様さまに生まれなくて良かったぁ………」

　キリハとルース、静香の三人がおしゃべりをしている間も、ティアと孝太郎の冒ぼう険けんは続いていた。

「おい、チューリップ、ゆりかＢが死にそうだぞ」

「構わぬ。捨て置く。ポーションが足りぬ」

「なら良いか」

「良くないですぅぅぅぅぅっ!!　ちゃんと回復してくださぁいっ!!」

「嫌いやじゃ」

「なぁんでですかあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ティアと孝太郎の冒険には、いつの間にかゆりかまで加わっていた。三人はああでもないこうでもないと大おお騒さわぎしながら、テレビにかじりついている。

『孝太郎も孝太郎よ。高校生にもなって、何やってんだか………』

　早苗はそんな三人の姿に呆れていた。しかし早苗は本当に呆れているという訳ではなく、自分だけ蚊か帳やの外だという事が不満なのだ。とはいえそれを素す直なおに認めて輪に加われるほど大人でもなかった。

「わたくしは殿下とサトミ様がああしておられる事を好ましく思いますが」

『子供なのよ、二人ともっ。あー、ヤダヤダッ』

　混ざりたいのに混ざれない。そんな訳で早苗はさっきからずっと頬ほおを膨ふくらませ、恨うらみがましく孝太郎の背中を睨にらみ続けていた。その言葉とは裏腹に、結局は彼女が一番子供なのだった。

「魔ま法ほうを使い果たした魔法使いなど、そなたと同じで何の役にも立たん」

「役に立ちますぅっ!!　ちゃんと宿屋に泊とめて魔法を回復させて下さいっ!!　それに私だって役立たずじゃありませぇんっ!!　私は本当に魔法少女なんですぅっ!!」

「魔法少女なぁ………」

　必死に力説するゆりかに、孝太郎が白い目を向ける。

「な、なんですか？」

「お前もいい加減、現実を見たらどうだ？」

　孝太郎の興味がゲームから外れ、ゆりかに注がれる。その冷やかな視線を浴びて怯ひるみながらも、ゆりかは必死に反論した。

「現実ですっ！　私が魔法少女なのは紛まぎれもない現実ですっ！」

「大体だなぁ、お前の言ってた敵なんてちっとも来ないじゃないか。もう七月だぞ？」

「来ますぅっ！　絶対来るんですぅっ！」

　そんなゆりかの必死の訴うつたえに真しん実じつ味みを感じた孝太郎は、ある事を思い出した。

「………それはもしかして、来月のコミハってやつと関係があるのか？」

　コミックハートネットワーク、略してコミハ。それは開かい催さいが来月に迫せまった漫まん画が関係のイベントで、会場でコスプレしても良いイベントとしては世界最大級のものだった。孝太郎はゆりかが必死になるのは、それに合わせてコスプレ仲間が集結するからだ、と考えていた。

「関係ありませんっ!!　どうしていつもそっちへ話が行くんですかぁっ!!」

『どうしてって、どう見てもコスプレだからじゃない』

　早苗が口を挟はさむ。早苗の目には同情にも似た、優やさしい光が宿っていた。

「そっ、そんな可哀かわい想そうな人を見る目をしないで下さいっ!!」

『だって可哀想なんだもん』

「まぁ待て、早苗」

『孝太郎？』

「ゆりか、いつも通りじゃお前も納なつ得とく出来んだろう。そろそろお前にも分かるようにしてやる」

　そう言うと孝太郎は自分の服の中に手を突っ込んで、ごそごそと探さぐり始めた。

「なんじゃ？　何が始まるのじゃ？」

　興味を惹ひかれたのか、ティアもコントローラーを投げ出してちゃぶ台の方へ這はい寄よって来る。

「お、あったあった………」

　孝太郎は内ポケットから二枚の写真を取り出し、ちゃぶ台の上に置いた。すると残る六人───ゆりか、早苗、ルース、ティア、静香、キリハ───が一いつ斉せいにその写真を覗のぞき込んだ。

「あぁっ、これ私の写真ですぅ！」

『それとあの子だ。なんてったっけ』

「体育祭で優勝なさった、サクラバ様ですね」

「体育祭………嫌な事を思い出した………屈くつ辱じよくじゃ………」

「良く撮とれてるわねぇ、この写真」

「して孝太郎、この二枚の写真がどうだというのだ？」

　孝太郎が見せた写真はゆりかと晴はる海みのものだった。孝太郎はその二つの写真を交こう互ごに指さしながら、こんな事を言い出した。

「仮にこの二人のうち、どっちかが魔法少女だとします」

『フンフン、それで？』

「仮にじゃなくて、私は魔法少女ですっ!!」

「落ち着けよ。試ためしに考えてみるだけだって」

「うー、納得いきませんがぁ………」

　孝太郎の話にゆりかは納得がいかないようだったが、渋しぶ々しぶ引き下がった。ゆりかが引き下がったので孝太郎は先を続けた。

「この二人のどっちかが魔法少女で、どっちかが一いつ般ぱん人じんだとします。ここで皆みなさんに質問です。魔法少女はどっちだと思いますか？」

　すると、ゆりかを除く五人の手が一斉に片方の写真を指さした。

『順当に行くとこっちよね』

「パーソナルデータからも、精神面の強さが窺うかがえる」

「負けを認めるようで甚はなはだ不ふ愉ゆ快かいだが、この二人ならこやつしかありえんじゃろう」

「このかたはミステリアスな雰ふん囲い気きを持っていらっしゃるような気が致いたします」

「ごめんなさいね、虹にじ野のさん………」

　五人が指さしていたのは晴海の写真の方だった。この時の五人の手の動きには全くと言って良いほど迷いは感じられなかった。

「うぐっ」

　それに対し、迷っていたのはゆりかだった。

「ずっ、ずるいですよぅ、こんなのぉ………」

　これが晴海でなければ、ゆりかは迷わず自分の写真を指さしたのだろう。しかし相手は他ほかならぬ晴海。ゆりかにとって憧あこがれの女性だった。それを引き合いに出だされてしまえば、ゆりかにはどうしようもなかった。

「わ、私も、こ、こっちが魔法少女だと、お、おもいますぅ………」

　ゆりかの震ふるえる指が、ゆっくりと晴海の写真へ向かう。ゆりかの声も指と同じリズムで震えていた。もちろんその表情は苦々しく歪ゆがんでいる。

　ゆりか自身も思っているのだ。魔法こそ使えないけれど、晴海の方がずっと魔法少女に相応ふさわしい素す敵てきな女性なのだと。だから断腸の思いで、ゆりかは自分ではなく晴海の事を指さしたのだった。

「なっ、そういう事なんだよ、ゆりか。お前が魔法を使えるかどうかなんて二の次なんだ」

「分かってる………私だって、分かってるんです………向いてないんです、この仕事………」

　ゆりかは力無く俯うつむいたまま、ゆらりと立ち上がった。

「せめて敵が来てくれていたら………戦う所を見て貰えていたら………そうしたら信じて貰えるのにっ………早く攻せめて来てっ、ダークネスレインボーのみんな………早く平和を乱して、私を助けてぇっ………しくしくしくしく………」

　その頬を滝たきのような涙なみだが濡ぬらしていく。

「………あいとゆうきをしんじてる～♪　たいせつなのはいのちときずな～♪」

　スッ、パタン

　そしてゆりかはぶつぶつと何か歌のようなものを口ずさみながら、押し入れの中へと消えていった。

「………こう言っては何だけどさ、里さと見み君。そろそろ信じてあげても良いんじゃないのかなぁ？」

　押し入れからはすすり泣きの声が聞こえている。静香はそれが可哀想に思えてならなかった。

『敵が来てくれたら良かったとか、平和を乱してとか言ってるうちは、駄だ目めなんじゃない？』

　同情的な静香に比べ、早苗の感想はドライだった。

「仮にも愛と勇気、正義の魔法少女だからなぁ………」

　これが晴海ならば、決して敵が来てくれていたら等とは言わないだろう。結局のところ、ゆりかの問題は彼女自身の人格面に集中していた。どうしても正義のヒロインの言動とは思えないのだ。

『ところでさ、孝太郎』

「あん？」

　早苗に呼ばれ、孝太郎はちゃぶ台の上の写真を手に取った所で動きを止めた。

『そんな写真、どこで手に入れたの？』

「ど、どこだって良いだろっ！」

　孝太郎は二枚の写真を素す早ばやくポケットにしまいこんだ。

『良くないっ！　ゆりかの写真はコス研に見せたのと同じやつだったけど、晴海の写真なんてどっから持って来たのよっ！　いやらしいわねっ！』

「そっ、そんなつもりはないっ！」

『だったら吐はきなさいっ！　あんた何時の間にそんなもの撮ったのよォッ！　あたしの写真なんて撮ってくれた事もないくせにぃぃぃぃぃっ！』

　怒おこり始めた早苗は、いつも通りに孝太郎の首を絞め始める。

「お、お前の写真なんか撮っても、心しん霊れい写真が出来上がるだけっ、だろぉっ！」

『それでもなんかずるい気がするのぉぉぉっ!!　きぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ、く～～～や～～～し～～～い～～～!!』

「やっ、やめろ、さなえっ」

『あたしの写真を撮れぇぇぇぇぇぇっ、ドちくしょぉぉぉ～～～っ!!　むしろ下心丸出しでぇぇぇっ、可愛かわいいねぇ早苗ちゃぁんっ、もっと大だい胆たんなポーズに挑ちよう戦せんしてみようよってゆえぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!』

「くっ、くぬやろぉっ！」

　首を絞しめる早苗に対抗して、孝太郎は握り締めた右手を彼女の顔に近付けていった。その手の中にはいつもの『悪あく霊りよう退散』のお守りが握られている。

『おおっとぉっ!!　何度も同じ手には引っ掛からないよーだ!!』

　しかし早苗はまるでボクシングの選手がするように頭を前後に振ふり、器用に孝太郎の拳こぶしをかわしていく。

「お、おの、れぇぇぇぇっ」

　孝太郎は首を絞められているので動きが鈍にぶい。それにこれまで何度も同じようにお守りで吹ふき飛とばされているので、いい加減早苗も学習していた。

「あらあら、いつも仲良しねぇ、里見君と早苗ちゃんは」

「わたくしには本物の御ご兄妹きようだいのように見えます。一人っ子なのでとても羨うらやましいです」

　静香とルースはそんな二人を笑え顔がおで見守っていた。部屋の中での争いには厳しい静香なのだが、この二人に関してはほったらかしにしていた。静香の中ではこれは争いのうちには入っていないのだ。

「フンッ、二人とも精神年ねん齢れいが同じなだけじゃ。単に子供なのじゃっ」

　不満げなのはティアだ。彼女はいらついた様子でそう吐き捨すてると、再びゲーム機のコントローラーを手に取った。しかし心なしか、ティアには先さき程ほどまでのような楽しげな様子はなかった。

「………なるほど、ややこしい事になったものだ」

　ティアと早苗を交互に見ながら、キリハは楽しそうに微笑ほほえむ。孝太郎を真ん中に置いて、ティアと早苗の意地がぶつかり合っている。キリハにはそれがはっきりと感じられていた。

『にゃっはっはっはっはっぁ！　乙女おとめのはぁとを傷付けた罪は重いっ！　このまま気絶させてやるぅっ！』

「そっ、そうは、いくかぁっ！」

　ボンッ

「ふぎゃっ!?」

　しかし結局軍配は孝太郎にあがった。孝太郎は右手だけでなく、左手にもお守りが握っていた。右手にばかり気を取られていた早苗は、それによって呆あつ気けなく吹き飛ばされた。

『家内安全』

　早苗を吹き飛ばした左のお守りには、輝かがやく金糸でそう刺し繍しゆうされていた。

「ふふん、何度も同じ手で行くとは限らんのだ、愚おろか者ものめ」

『く、くっそぉぉぉぉっ、二個も使うなんて、卑ひ怯きようよ………ぐふっ………』

　早苗は顔から煙けむりを上げながら畳の上にばったりと倒たおれた。

「おばあちゃん、ありがとうっ！」

　孝太郎は早苗の様子など気にも留とめず、両手のお守りを眺ながめながら田舎いなかの祖母に感謝していた。

「さて、そろそろお買い物に行こうかな」

　静香は孝太郎達たちのじゃれ合いが決着したのを見届けると、残ったお茶を飲み干して腰こしを上げた。いつもの事なので、彼女も早苗の事は心配していなかった。

「あ、わたくしも参ります！　御ご一いつ緒しよさせて下さい」

　するとルースも立ち上がり、素早く電話の横に置いてあった孝太郎の財さい布ふを手に取った。

　この一〇六号室では、実はルースが財布の紐ひもを握っている。これはルースが孝太郎から信しん頼らいされている為だ。だからもし彼女が侵しん略りやく者しやであったなら、孝太郎はあっけなく部屋を明あけ渡わたしていたのかもしれない。

「あ、買い物ですか、大家さん、ルースさん」

「うん。そろそろ駅前のスーパーでタイムサービスが始まるから」

「近所の奥おく様さま達たちに負けないように頑がん張ばって参ります」

　笑顔で頷うなずく静香とルースを見て、孝太郎も腰を上げた。

「荷物持ちに付き合いますよ。今日は暇ですから」

「ちょ、ちょっと待てぇい愚ぐ民みん!!　わらわを放って行く気か!?　そなたは決死の冒険に挑いどもうという主人を放って、買い物に行こうというのかっ!?」

　そんな孝太郎に慌あわてたのがティアだった。彼女は手にしたコントローラーを振りつつ、買い物に出ようという孝太郎を引き留めた。しかし孝太郎は首を横に振った。

「悪いな、チューリップ。続きは帰ってきたらな。ゲームばかりでは生活は立ち行ゆかんのだ」

「………う～～～」

　するとティアは不満げな視線で孝太郎を見上げた。それはこれまでのティアのただ刺とげ々とげしいだけの視線とは違ちがい、どことなく甘あまえるようなニュアンスが含ふくまれていた。

「宜よろしいのですか、サトミ様？　なんでしたらわたくしだけで行っても構わないのですが………」

　ルースはそんな主人の様子に気付いていた。そして気付いていない孝太郎を部屋に残すべく説得を試みる。

「駄目ですよ。家事を女の子に任せきりだなんてバレたら、親父おやじにどやされますから」

　だが孝太郎はルースにばかり家事を押おし付つけようとは考えていなかったので、意見は変わらなかった。

「………」

　孝太郎が意見を変えなかったのを見て、ティアは無言で孝太郎に背を向けた。

「これは、そういう意味じゃないんですけれど………」

『孝太郎、お買い物に行くのっ!?』

「おう」

『あたしもいくっ!!　たこ焼き食べたいっ!!』

　ルースはなおも説得を試みたのだが、買い物と聞いて元気に復活した早苗のおかげで話はうやむやになってしまった。

「それじゃ、行きましょうか」

「………はい」

『たこ焼き、たこ焼き！』

「早苗、お前は食い物の事ばっかりだなぁ………」

『良いのっ！　育ち盛りなんだからっ！』

「死んでる、死んでる」

　そうして静香を先頭にして孝太郎と早苗は一〇六号室を出て行ってしまう。そんな孝太郎達をチラッと見てから、ルースは一人でゲームを続けるティアの背中に呼よび掛かけた。

「それでは行って参ります、殿でん下か」

「………ん………」

　ティアの返事は短い。ルースはこの時ティアがどんな顔をしているのかが気になったのだが、ゲームを続けるティアの表情は見えなかった。

　───殿下………。

　そうしてルースは後うしろ髪がみ引ひかれる思いで一〇六号室を後にした。すると六畳間に残ったのは、ゲームを続けるティアと、冷たいお茶を湯ゆ呑のみに注ぎ直しているキリハの二人だけとなった。

　部屋にはしばらくティアのゲームの音だけが響ひびいていた。しかし孝太郎達が買い物に出て十数分が経過した頃ころ、キリハがそっと口を開いた。

「………付いて行かなくて良かったのか、ティア殿どの？」

　そんなキリハの一言に、ティアの手は止まってしまっていた。

「フ、フンッ、何な故ぜわらわがそのような事をせねばならぬっ！　わらわはゲームで忙いそがしいのじゃっ！」

「そうか。ならば良いのだが………」

「余計なお世話じゃっ！」

　ティアは内心の動どう揺ようを隠かくすかのようにキリハを怒ど鳴なりつけ、すぐにゲームを再開した。その言葉通り、コントローラーを握にぎる手の動きは忙しい。

　───しかしな………。

　しかしキリハには、この時のティアがゲームを楽しんでいるようには見えなかった。





「しかしチューリップの奴やつがゲーム好きだとは知りませんでした」

『子供なだけよ』

「まぁまぁ、早さ苗なえちゃん」

　孝こう太た郎ろう達はまとまって商店街を歩きながら、ティアの事を話し合っていた。既すでに買い物は終わり、その荷物は孝太郎の腕にぶら下がっていた。今はスーパーのレジで貰もらった福引き券を使うべく、商店街の端はしにある福引き所を目指している所だった。

　吉きつ祥しよう市と春はる風かぜ市、二つの市が合がつ併ぺいするまではシャッター通りとまで言われていたこの商店街も、近所に建った新市庁舎と整備された幹線道路のおかげで幾いくらか賑にぎわいを取とり戻もどしていた。その増えた客をガッチリ逃にがさないように、商店街では福引きキャンペーンの真っ最中だった。

「殿下がゲームに興味をお持ちなのは、お母様の影えい響きようが強いのです」

『ティアの………お母さん？』

「はい。殿下のお母様、現皇こう帝ていのエルファリア陛下が学生の頃に行った研究テーマが考古学だったのです。その影響で、殿下は過去のコンピューターの研究を始められたのです」

　幼い頃からエルファリアの研究の詰つまったコンピューターを弄いじっていたティアにとって、コンピューター史を研究テーマに選んだのは自然な流れだった。母親の研究の中にはたびたび過去のコンピューター技術に関する話が出て来ていたし、ティア自身がコンピューターの扱あつかいに長たけていたのだ。

「でも、その中からゲームを研究のテーマにしたのはティアちゃんの趣しゆ味みなんでしょう？」

「はい。それはその通りです」

「勝負事が好きだもんなぁ、あいつ………」

　そして膨ぼう大だいなコンピューターの歴史の中で、ティアが興味を持ったのがゲームソフトだった。元々血の気の多いティアなので、これもまた自然な流れだった。孝太郎も血の気が多い方なので、このティアの気持ちは良く分かった。

「ですがそれは殿下の不安の裏返しでもあります。本当の殿下は、内気で心優しいお人ひと柄がらであらせられます」

「………えっ？」

　続いてルースの口から飛び出したのは、孝太郎にとって意外な言葉だった。

　───あいつが内気で心優やさしいだって………？

　孝太郎にとってのティアのイメージは傲ごう慢まんでわがままな少女でしかない。ルースの言葉はその正反対だったのだ。

「………フォルトーゼの皇位継けい承しようのシステムがああしたものである以上、古来より皇家には権力闘とう争そうがつきまとって参りました。フォルトーゼで有名な『青騎き士し』の伝説ですら、権力闘争の狭間はざまより生まれ出いでた伝説なのです」

　話し続けるルースの目は真しん剣けんで、そして悲しげだった。その瞳ひとみを見て、孝太郎はルースの語っている事が真実なのだろうと感じていた。

「実際、殿下は現皇帝の実子であらせられますが、第七皇女とライバルが多うございます」

　フォルトーゼは皇帝の子であるかどうかではなく、いずれかの皇家に生まれれば等しく皇位継承のチャンスが与あたえられる。ただ、誰だれよりも早く試練を突とつ破ぱすれば良いのだ。それだけに皇家同士のライバル意識は強い。

「その上穏おん健けん派は路線で軍部との折り合いの悪いエルファリア陛下の周りでは、常にきな臭くさい噂うわさが絶えません」

「お母さんの………」

「ですから殿下は幼い頃から常に自分の力を誇こ示じし続けなければなりませんでした。御ご自じ身しんの身と、お母様の身を守る為ために。ゲームだろうが、喧けん嘩かだろうが、決して負ける訳にはいかなかったのです」

　日々戦い続けるティアをずっと横で見守って来たルースだけに、その言葉には重みがあった。

　───それが本当なら、力ちから尽ずくで何もかも守るか………。

　ルースの話を聞き、孝太郎はティアの気持ちが少しだけ理解出来たような気がした。

「恐おそらく殿下が御自身の専用艦かんに『青騎士』と名付けたのも、同じ理由なのだと思います。『青騎士』の伝説にあやかって、お母様を守りたいのでしょう」

「『青騎士』か………」

　ティアが武器を持ち出す時に、必ず口にするその名前。そこにはこんな理由が潜ひそんでいたのだ。

　───買い物について来ないで、あのまま一いつ緒しよにゲームしてやってた方が良かったのかな………。

　孝太郎はふとそんな事を思った。ティアがゲームの主人公に『あおきし』と名付けていたのを思い出したのだ。だがその次の瞬しゆん間かん、孝太郎は慌てて首を横に振った。

　───いやいやいや、ここで仏心を出してどうするっ！　俺おれはあいつを追い出さなきゃならないんだぞ！　あいつの気持ちとか気にしている場合かっ!!　なれあってどうする!!

　そうやって孝太郎が自分の感情に戸と惑まどっていると、ルースは何故か孝太郎に笑顔を向けた。その笑顔には夕焼けの赤い光がかかり、独特の優しい印象があった。

「ですがこの星へやって来て、殿下は少しだけ変わられました。時々ですが、年とし頃ごろの女の子の顔をなさるようになりました。これも全すべてサトミ様のお陰かげです」

「お、俺ですか？」

「はい」

　目を丸くする孝太郎に、ルースは笑顔で頷いた。

「サトミ様はフォルトーゼとは利害関係がありません。本来は戦う必要はありませんし、暗殺される心配もありません。サトミ様は殿下にとって初めて出会った、信頼出来る相手なのです」

「そりゃあ俺はあいつの地位やなんかはどうでもいいですけど、一〇六号室に関しては利害関係にありますよ？」

『………孝太郎、ティアは多分、喧嘩が出来る相手が欲ほしいんだと思うな』

　それまでずっと黙だまっていた早苗が口を挟はさむ。しかしそう言った時の早苗は何故か不ふ機き嫌げんだった。彼かの女じよは言葉少なにそう言うと、ぷいっと顔を背そむけてしまう。

「多分、サナエ様の仰おつしやる通りだと思います。対等にものを言い合える相手など、これまで殿下にはおりませんでしたから」

「喧嘩相手か。それなら分からないではないなぁ」

　孝太郎自身に置おき換かえれば、賢けん治じがいるかどうかという事だ。対等な相手がいるかどうかで、生活の張り合いは変わってくる。

「ですから………わたくしとしましては、サトミ様にはこのまま何としても一〇六号室を守り続けて頂きたいのです」

「へっ？」

『なんでっ!?』

　ここでルースの口から飛び出したのは意外過ぎる言葉だった。先程も孝太郎はルースの言葉に驚おどろかされたが、これはそれ以上だ。ティアの味方の筈はずのルースが口にする言葉としてはあまりに不適当。これには孝太郎や早苗だけでなく、静しず香かも目を丸くしていた。

「それはどうしてなの、ルースさん？」

　唖あ然ぜんとして言葉が出ない孝太郎と早苗の代わりに静香が質問する。するとルースは軽く目を細め、ゆっくりと言葉を確かめるようにして理由を口にした。

「殿下が一〇六号室の支配権を得るという事は、フォルトーゼに帰るという事。それは気の休まらない暮らしに戻るという事です。その前に今しばらく、殿下には普ふ通つうの少女としての生活をして頂きたいのです」

　それはティアの家臣としてではなく、幼おさな馴な染じみとして出た言葉だった。そこにはルースがティアにとって究極の味方であるからこその強い願いが込められていた。ルースはティアに皇帝となる以上に、幸せになって欲しいと願っていたのだ。

「ふぅん、責任重大だね、里さと見み君っ！」

　バンッ

　静香は笑顔を作ると孝太郎の背中を叩たたいた。

「下手に負けるとティアちゃんが帰っちゃうわよ？　だからしっかり頑張らないと！」

「もとより負けるつもりなどありません。あの部屋は俺の部屋です」

　ルースからティアの事情を聞いた時には、孝太郎は負けてやっても良いかなと考えなくもなかった。しかしルースの本音を聞いた今では、その逆の事を考えていた。

　───良いんだ、このまま戦えば!!　あの部屋は俺の部屋なんだっ!!

　ルースが言うように今すぐ孝太郎が負ける事がティアの為にならないのなら、悩なやむ事など無い。これまでのままで良いのだ。そうすれば誰にとっても良い結果となる。

「良く言った里見君っ！　流石さすがは日本男児！　私も陰ながら協力するわ！」

「ふっふっふっふっふ、なっはっはっはっはっは！　そうだったそうだった、俺はどうかしていたぞ！　負けてやろうかなーなんて、日本男児の生き様ではなかった！」

　元々込み入った事を考えるのが苦手な孝太郎。方針が決まった今では、すっかりやる気を取り戻していた。

「………どうか、これからも殿下をよろしくお願い致いたします、サトミ様」

　そんな孝太郎に向かって、ルースは日本式に深々と頭を下げた。そして彼女が再び顔を上げた時、ずっと笑っていた筈の彼女の瞳に薄うすく涙なみだが浮うかんでいた。その涙は夕日を浴びてオレンジ色に輝き、孝太郎の心にくっきりと刻みこまれる。それはルースの言葉に理解を示した孝太郎への感謝と、幼馴染がもうしばらく自由に暮らせる事への安あん堵どによって、あらわれたものだった。

「コ、コテンパンにやっつけますけどね」

「はい。是ぜ非ひそうなさってください」

　───綺き麗れいな人だな、この人は………。

　その表情に、その瞳に、その涙に。孝太郎は思わず見み惚とれていた。そして彼女がこんな風に笑っているのだから、自分の選せん択たくは間ま違ちがっていないのだろうと感じられた。それはそんな、心が洗われる様な笑顔だった。

『孝太郎………あんた………』

　そんな中、早苗だけが表情を曇くもらせていた。それは孝太郎の胸の中で起こりつつある変化を敏びん感かんに感じ取っての事だった。

　早苗は少し前からおかしいと思っていた。出会った頃の孝太郎とティアは一緒にゲームで遊ぶような関係では無かった。だが体育祭の最後に二人で静香や賢治から逃げ回まわったあたりから、いつの間にかそうなっていたのだ。そしてそういう二人を見ていると、早苗は何故か不安に駆かられる。

『なんであたしは………こんなに………』

　早苗の胸がズキズキと痛む。それは最初、小さな胸の痛みだった。しかしそれを痛みだと理解した時から、日増しに痛みは強くなった。そして孝太郎の変化を感じ取った今、痛みはナイフで刺さすような勢いで胸をえぐった。

　そして胸が痛むようになった日から、早苗は孝太郎にお守りで吹き飛ばされる事が嫌いやで仕方がなくなった。吹き飛ばされるたび、拒きよ絶ぜつされているような気がするのだ。自分が孝太郎にとっては部屋に取り憑ついた悪霊でしかないと、思い知らされる気がして。それが現実だと分かっているというのに。

『………孝太郎に悪あく霊りようだって思われたって良いじゃない！　これまではそうやってみんな追い出して来たんだから！』

　早苗はそう自分に言い聞かせる。けれど何度言い聞かせても気持ちは晴れなかった。





「あったあった、ここだここだ。ルースさん、こっちこっち」

「はいっ、サトミ様」

　孝太郎達が福引き所の仮設テントに着いた時、係員以外には人の姿は見えなかった。おかげで待たされる事無く福引きが出来そうだった。

『ふぅん、スピードくじじゃなくてガラガラか』

「商品は一等から五等まであるのね」

　この場所に用意されていたのは、取っ手を回して玉を出だすタイプのスタンダードな福引きだった。出てくる玉は金銀銅白赤の五種類。景品も同じく五種類。金の一等は温泉の宿しゆく泊はく券けん、銀の二等は液えき晶しようテレビ、銅の三等は自転車、白の四等は果物の缶かん詰づめセット、赤の五等は参加賞のポケットティッシュとなっている。

「商店街の福引きにしては景品が豪ごう華かだなぁ………」

「いらっしゃい、兄さん姉さん。ひとつ回していかれますかい？」

　福引き所の係員は妙みように軽いノリの男だった。着ている派手な赤い法はつ被ぴのせいもあり、やたらと軽けい薄はくなイメージがあった。

「うん、そのつもり。でも俺じゃなくてこの子がやるから。………ほら、ルースさん」

「きゃあっ!?」

　孝太郎は物もの珍めずらしそうに福引き所を見回していたルースの手を引っ張り、強ごう引いんに彼女を福引き機の前に立たせた。

「サ、サトミ様？」

「折せつ角かくだからやって行きなよ、ルースさん。俺らはともかく、ルースさんにはそう何度もある事じゃないんだしさ」

「………え、えっと………」

　ルースは急に前に引っ張り出された事にも戸惑っていたのだが、本当は孝太郎に掴つかまれたままの右手が一番彼女を戸惑わせていた。先さき程ほど涙なみだを見せてしまったという意識もあって、余計に孝太郎の手の感かん触しよくが生々しく感じられ、頬ほおが赤らむのを止められなかった。

「この姉さんは兄さんの彼女かい？　可愛かわいい彼女で羨うらやましいねぇ」

「でしょー。俺もこの子が彼女なら文句は無いんだけど」

「そううまくは行きませんか」

「なははははははっ、その通りっ！」

「現実は厳しいですなぁ、わははははははっ！」

　孝太郎と係員はそんな風にして笑い合ったのだが、当のルースは笑い飛ばせるような心境ではなかった。元々名門貴族のお嬢じよう様さまとして生まれ、女子校の士官学校で育ち男性との付き合いが全く無かったルース。当然手を握られたのは初めてで、しかも相手は孝太郎で嫌きらいな相手という訳ではなかった。

「………わた、くし………は………」

　その結果、ルースは顔を真っ赤に染めたまま身体を硬こう直ちよくさせ、呆ぼう然ぜんと目の前の孝太郎を見上げて立たち尽つくす事となった。

「ルースさん？　どうしました？」

　そんなルースの顔を孝太郎が覗のぞき込む。すると至し近きん距きよ離りで見つめ合うような形になり、ルースをより一層追おい詰めていく。

　───このまま………背せ伸のびしたら………キ、キス………できてしまう………。

　爆ばく発はつ寸前のルースの思考回路がそんな事を考え始めた時、近くにいた静香がルースから孝太郎の手をもぎ取った。

「里見君、ルースさんが困ってるじゃないの！」

　───あっ………。

　すると途と端たんにルースの思考回路が冷えていく。

「女の子の手を気軽に握っちゃ駄だ目めよ！」

「あ、す、すいません。どうもマッケンジー相手の癖くせが抜ぬけなくて」

「ふっ、福引きっ、そう、福引きをやらないとっ！」

　頭が冷えていくにつれ、ルースは自分が考えていた事が恥はずかしくて仕方が無くなる。おかげで再び思考回路は暴走状態へと駆け上あがっていった。

「姉さん、福引き券は三回分だから、三回まわしてくんな」

「はっ、はいっ!!」

　ガラガラガラガラガラ

　恥ずかしさで頭がいっぱいのルースは、力の加減無しにぐるぐると福引き機を回す。ぐるぐると回る福引き機は、空回りをするルースの思考回路の様子を良く表していた。

　コンコンコンッ

　普通は一個ずつ出てくる福引きの玉が、速過ぎる回転に負けて三個立て続けに飛び出してくる。飛び出して来た玉の色は金銀銅。

　カランコローンカランコローン

「おめでとうございま～～～すっ!!　一等温泉宿泊券、二等液晶テレビ、三等自転車、トリプル当選で～～～す!!」

　係員の声と、手に持った鐘かねの音が商店街に響き渡わたる。ルースの日ひ頃ごろの行いの良さのおかげか、飛び出した玉はどれも大当たりだった。

「す、すげぇっ!!　ビギナーズラックって奴か!?」

「一等から三等まで総なめ!?」

『ルースッ、あんたちょっとすごいじゃないっ!?』

　この思わぬ事態に孝太郎、静香、早苗の三人は興奮してルースを口々に褒ほめ称たたえる。

「まっ、まわすっ！　さ、さんかいっ！　まわしますっ！」

　ガラガラガラガラガラ

　しかしルース自身は未いまだに空回りを続けており、福引きが終わった事にさえ気付いていなかった。





　大おお騒さわぎだった福引きが終わり、孝太郎達たちの姿が福引き所から姿を消した後。そこへ何故かスーパーの店員が駆け込んで来た。その店員は孝太郎達のレジ打ちを担当した人物だった。

「アニキー、首しゆ尾びはどうだったスか？」

　福引き所に駆け込んだスーパーの店員は汗あせだくだった。丸々と太った彼かれは、スーパーから走ってきただけでハァハァと大きく息を乱していた。

「おう、ハチ！　喜べ、何もかも上う手まくいったぞ！　計画通りだ！」

　そんなスーパーの店員を福引き所の係員が笑え顔がおで出で迎むかえる。痩やせ型がたの係員の前に太った店員が立つと、お互たがいの体形がコントラストとなり、彼の痩せた印象を一層強めていた。

「それじゃ旅行券は無事彼らに渡ったんスね！」

「そうだ。あとは連中が罠わなにかかるのを待てばいい」

「流石さすがッス、アニキー！」

　スーパーの店員と福引き所の係員とは知り合いだった。そして二人は何事かの成功を喜びあっていた。

「もっとも、液晶テレビと自転車まで持っていかれたのは誤算だったが………」

「えええぇぇぇぇぇっ!?　持って行かれちゃったんスかぁぁぁぁぁっ!?」

「誤算だった。福引きをやった子のツキが尋じん常じようで無かったという事だな」

「そんなぁ………この偽にせ福ふく引びきが終わったら、おいら達たちの部屋にテレビと自転車が来るって期待していたのに………。偽の福引きなんだから、一等はともかく、残りは空クジで良かったじゃないスかぁ～～～」

「リアリティだリアリティ！　福引き所に景品が並んでなきゃ様にならないだろう！」

「リアリティではテレビは見れないッス！　自転車にも乗れないッス！」

「だがまさか百個中二個の当たりを両方とも持っていかれるとは思わんだろう………」

「いるんスねぇ、神様に愛されている人間って………」

　二人は思わず顔を見合わせガックリと肩かたを落とした。だが係員の方がすぐに首をぶんぶんと左右に振ふり、気合いを入れ直した。そして顔を伏ふせたままの店員の肩を叩く。

「気を落とすな、ハチ！　こんな事どうという事はない！」

「でもアニキー！　テレビがー！　自転車がー！」

「忘れたのか？　俺おれ達たちの『海だワッショイ幽ゆう霊れい捕ほ獲かく大作戦』が成功すれば、テレビだろうが自転車だろうがいくらでも買えるっ！」

「そ、そうだったッス!!　元々その為の偽福引きだったッス!!」

「その為の犠ぎ牲せいだと考えるんだ、ハチ！　既に賽さいは投げられた！」

「はいっス！　落ち込んでいる暇ひまはなかったっス！」

　そう、この福引き所は孝太郎達に温泉の宿泊券を渡す為に作られた、真っ赤な偽にせ物ものだったのだ。

　孝太郎達の生活を調べ上げた彼らは、まずスーパーにアルバイトとして潜もぐり込んだ。そこで孝太郎達が買い物にやって来るのを待ち、レジで偽の福引き券を手て渡わたした。そして最後に偽の福引き所で彼らに一等が当たるように仕向けた。

　それもこれも、全ては疑われる事無く彼らを旅行に行かせる為の計画だったのだ。

「ククククク、これで地脈依い存ぞん型がたの地じ縛ばく霊れいなら幽ゆう霊れいだけが町を離はなれられずに家に残る。仮に移動範はん囲いの広い憑ひよう依い霊れいでも、宿しゆく泊はく先さきで俺達の罠が待ち構えている」

「ワルっすねぇ～～、アニキー」

　彼らの目的は早苗の捕ほ獲かくだった。早苗が旅行にくっついていくなら現地で罠を張って捕獲。ついていかないなら孝太郎達が家を空けた隙すきに捕獲。どちらにしろ彼らの都合で日時と場所が指定できるので、無策に捕獲しようとするよりも何倍も勝算があった。

「あの馬ば鹿かみたいに高密度で安定した幽霊をとっ捕つかまえて、貧びん乏ぼう暮しを脱だつ出しゆつだっ!!」

「チマチマとした雑ざ魚この悪霊退治からは卒業ッス!!　セレブの仲間入りッス!!」

　そして彼らは捕まえた早苗を売うり払はらい、お金に換えようとしていた。

『えいえいおー！　えいえいおー！』

　彼らはゴーストハンター。幽霊退治のプロフェッショナルだった。





「喜んでいる所に水を差すようで申し訳ないのだが、実は大変残念なお知らせがある」

　大当たりに浮かれた孝こう太た郎ろう達を出迎えたのは、大おお真面目まじめな顔をしたキリハだった。

「キリハさん？」

「ゆりかが倒たおれた」

　一〇六号室へ入ると、ゆりかが和室の真ん中で倒れていた。

「わぁああぁぁ～～～～～～っ、ゆっ、ゆりかぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　大の字で目を回しているゆりかを見た孝太郎は、慌あわてて六畳じよう間に駆け込んでいく。

「この陽気なのに、無理して押おし入いれの中に入ったのが祟たたったらしいな」

　ゆりかが倒れたのは、夏が近付き灼しやく熱ねつ地じ獄ごくと化した押し入れの中に閉とじ籠こもっていたからだった。七月上じよう旬じゆんとはいえ、連日の強い日差しが押し入れの中をサウナへ変えていたのだ。

『バッカじゃないの。ちょっと考えれば分かるでしょうに』

「どうして虹にじ野のさん、暑いのに出て来なかったのかしら………不思議ねぇ………」

　早さ苗なえは呆あきれ果はて、静しず香かは首を傾かしげる。二人ともゆりかが落ち込んで押し入れに入った事をすっかり忘れているようだった。

「おいっ、しっかりしろ、ゆりかっ！」

「しゃ、しゃとみしゃん………？」

　孝太郎がその肩を揺ゆさぶると、薄っすらとゆりかの目が開いた。汗だくのゆりかは前まえ髪がみが顔に貼はり付つき、彼女の視界を塞ふさいでいた。孝太郎はそっと手を伸のばし、その前髪をどけてやった。

「しゅ、しゅみましぇん………」

「お前という奴やつは、どうしてこう駄目なんだっ！」

「ら、らいじょうぶ。ほうっておいてくらしゃい。しばらくしゅれば、らおりましゅ」

「そういう訳にいくかっ！」

　孝太郎は再びゆりかを寝ねかせると、看病の用意を始めた。押し入れからタオルを何枚も引っ張り出し、洗面器に水と氷を入れ、冷蔵庫の中から飲料水のボトルを取り出す。そんな孝太郎の姿を、半分回ったままのゆりかの目が追い続けていた。

「ゆりか、頭痛がするとか、そういう事はないか？」

　孝太郎は冷たく冷えた濡ぬれタオルで汗まみれのゆりかの顔を拭ぬぐいながら、心配そうにゆりかの瞳ひとみを覗き込んだ。

「へ、へいきれしゅ。らいじょうぶ」

「水は？　喉のどは渇かわいてないか？」

「そえは、もうちょっとしらら………」

「そうか………。ゆっくり休め、ゆりか」

「あい………」

　ゆりかは呂ろ律れつが回っていなかったが、受け答えはハッキリしていた。そんな彼女の様子に孝太郎はホッと胸を撫なで下おろした。

　───しゃいきん、らんかしゃとみしゃんがやさしいれしゅぅ………。

　自分に笑いかける孝太郎を見ながら、ゆりかはそんな事を考えていた。

　───あいかわらずまほうはしんじれもらえらいけろ、まえよりずっとらいじにしてくれているようにゃきがしましゅぅ………。かんちがいれしょうか………？

　実のところ、それはゆりかの勘かん違ちがいでも何でもなく事実だった。確かに孝太郎は本当にゆりかを大事にするようになっていたのだ。

「馬鹿な事をして、桜さくら庭ば先せん輩ぱいに心配をかけるんじゃないぞ？」

「ふぁい………わかりましゅたぁ………」

　体育祭以降、孝太郎はゆりかに対する接し方を改めていた。それは図はからずもゆりかが晴はる海みの友人となったからだった。

　ただのはた迷めい惑わくなコスプレイヤーなら放っておく事も出来たのだが、晴海の友人であるならそういう訳にはいかない。ゆりかに何かがあれば晴海に心配をかける事になるからだ。

　そこで孝太郎は魔ま法ほう少女うんぬんは別にして、ゆりかを晴海の友人として扱あつかう事にしていた。だからゆりかが倒れれば看病するし、空腹を訴うつたえれば何かを食べさせる。純じゆん粋すいにゆりかの為ためではないのだが、結果的に孝太郎は彼女に優やさしくなったのだった。

「お前という奴はもう………」

　ぱたぱたぱた

　孝太郎は近くにあった団扇うちわを手に取り、溜ため息いき混じりにゆりかを扇あおぎ始める。

「しゅみましぇん、おてしゅうおかけしましゅぅ～～」

　涼すずしい風を受け、ゆりかは小さな笑顔をこぼす。その顔を見て、孝太郎はゆりかは大だい丈じよう夫ぶそうだと判断した。するとそんな二人の所へルースがやってきた。

「ゆりか様はご無事なのですか？」

　人間が出来ているルースには自じ爆ばくしたゆりかも心配の対象となるようで、彼女は軽く眉まゆを寄せてゆりかを覗き込んでいた。

「大丈夫だと思いますよ。元々頑がん丈じようなヤツですし」

「ごしんぱいをおかけしましゅぅ～～～」

「いいえ、無事で何よりです。折角福引きが当たったのに、ゆりか様が本格的な病気では、あまり喜べない所でしたから」

　ルースはポケットから福引きで当たった宿泊券の入った封ふう筒とうを取り出し、にっこりと微笑ほほえむ。

「それは何なのじゃ？」

　ルースが部屋に戻もどって来た事で、ティアはずっと握にぎり締しめていたコントローラーを放して倒れたままのゆりかの所へやってきた。

「殿でん下か、夕食のお買い物に行ったスーパーで福引き券を貰もらったのですが、それで温泉の宿泊券が当たったのです」

「福引きとな？」

　お姫ひめ様さま育ちで福引きが分からないティアは、真横に居た孝太郎を見上げる。

「スーパーの売り上げを伸ばす為のキャンペーンで、買い物客がくじ引きでプレゼントを貰えるんだ」

「ほー。なるほどのう………」

　ティアはルースから宿泊券を受け取ると、しげしげと眺ながめ始める。

「そうだ、みなさん一いつ緒しよに温泉へ参りませんか？」

　その時、ルースが笑顔でそんな事を言い出した。

「折角ルースさんが当てたのに、私達が付いて行っちゃって良いの？」

　ゆりかの様子を見ていた静香が確かく認にんすると、ルースは大きく頷うなずいた。

「六名様御ご招しよう待たいとなっていますけれど、わたくしと殿下では二人にしかなりません。それに旅行となれば人数が多い方が楽しゅうございますし、わたくし達は地球にはまだ慣れない部分もございますれば」

「こやつらを連れて行こうというのか!?」

　ティアは宿泊券から視線を上げ、目を丸くする。

「はい。日頃の争いを忘れて、リフレッシュするにはちょうど良いかと存じますが」

　ルースはそんなティアににっこりと微笑みかける。するとティアはしばらくルースの顔を見つめた後、部屋にいる人間を順番に眺めていった。ルース、早苗、静香、ゆりか、キリハ。そして一番最後に孝太郎の顔を見たティアは、僅わずかに赤らんだ顔をプイッと背そむけた。

「………そ、そなたが当てた宿泊券じゃ。好きにするが良い」

「ありがとうございます、殿下」

　ルースはティアにお礼を言うと、今度は孝太郎達に話しかけた。

「それで皆みなさん、いかがでしょうか？　温泉へ一緒に行っていただけませんか？」

「そういう事なら、御ご一いつ緒しよしちゃおうかな♪」

『行く行くっ!!　温泉入りたいっ!!』

「我にも異存は無い。久方ぶりに骨休めがしたいと思っていた所だ」

　すぐさま静香、早苗、キリハが同意する。

「あろ～～～、わらしもいっていいんれしょうか～～～」

　倒れたままのゆりかが心配そうに手を上げる。日頃つまはじきになる事の多いゆりかにとって、確かめずには居られない内容だった。

『無理なんじゃない？　六名様御招待なんだし』

　早苗はそう言いながら部屋の人間を順番に数えていく。早苗、孝太郎、ルース、ティア、静香、キリハ、これで既すでに六人。ゆりかの行く余地は残っていなかった。

「しょんにゃ～～～～～～」

　早苗の答えに、ゆりかがだくだくと涙を流し始める。

「まほうしょうじょはおんせんにはいるにゃということれすかぁ～～～～！　えぐぅっ、えぐえぐぅっ！」

「だったら俺おれが行かなきゃ良いんだ。旅行は女の子だけで行って来ると良い」

「さっ、さとみしゃんっ!?　いいんれすくわっ!?」

　思わぬ孝太郎の優しい言葉に、ゆりかはガバッと跳はね起おきた。

「であったころからやさしいひとらとおもっれましゅたぁぁぁぁっ!!」

　そしてゆりかは目をキラキラと輝かがやかせ、孝太郎の手を握り締めて上下に揺さぶり続ける。

「現金な奴め………」

『えええぇぇぇぇっ!?　良いじゃない、ゆりかを置いてけば!!』

「そうもいかないだろ。良く見ろよ、宿泊券に六人一部屋って書いてあるだろう？　いくらなんでも女の子ばっかりの部屋に俺が一緒には泊とまれないって」

「ほんとだ。里さと見み君良く見てるわねぇ………」

　宿泊券には小さく六人で一部屋と書かれていた。だから孝太郎は最初からそのつもりだったのだ。

「………ふむ、少し良いかな」

　そんな時、じっと考え込んでいたキリハが一同の話を遮さえぎった。

「我はこの七人で問題無く出かけられると思うのだが」

「でもキリハさん、泊まれるのは六人ですよ？」

「分かっている。だから客として泊まるのは六人だ。我と孝太郎、ティア殿でんにルース、そして静香とゆりかだ。これで六人。問題はないだろう」

『ちょ、ちょっと待ってよっ!!　あたしはっ!?　あたしはどうなるのよっ!?』

「………我には幽霊が宿しゆく泊はく料金を取られるとは思えないのだが」

　この部屋に居るのは七人だが、実のところ実際に宿泊料金が必要なのは六人だけなのだった。

『あははははははっ、そ、そっか。あたし幽霊だった。すっかり忘れてたや』

「良かったですね、サトミ様。これで全員で行く事が出来ます」

　ルースが孝太郎に笑顔を向ける。しかし孝太郎はなおも首を横に振った。

「ルースさん、やっぱりそういう訳には。仮にもみんな嫁よめ入いり前な訳ですし」

『いいじゃない。いつもと大して変わらないって』

「変わる変わる」

　実のところ、普ふ段だん一〇六号室で寝ているのは孝太郎とゆりかだけだ。そのゆりかにしても押し入れの中に住んでいるので、厳密には同じ部屋という訳ではない。

「良いんじゃない、里見君。部屋が一緒なぐらい」

「大家さんまで！」

　良識の二本柱のもう一人、静香までそんな事を言い出して孝太郎は焦あせり始める。

「それとも里見君、このメンバーの誰だれかに不ふ埒らちな事をして無事でいられるつもりなの？」

「うっ」

　キリハ、ティア、ルース、静香。この四人に関しては妙な事をすると生きてはいられないだろう。幽霊の早苗は論外。ただのコスプレイヤーのゆりかだけが例外になるが、孝太郎はゆりかに関しては色んな意味で手を出したくなかった。それに誰に手を出そうと、残る五人に袋ふくろ叩だたきにされる公算が高い。

「そ、それはその通りですがっ」

「ほらねっ？　決まりっ！」

　孝太郎が反論できずにいると、静香が強引に話をまとめにかかった。

「あ、ちょっと大家さんっ！」

「夏休みは海と温泉を満まん喫きつよっ!!　あぁ～～、こないだ新しい水着買っておいて良かったぁぁぁっ!!」

　静香は両手を胸の前で組み合わせ、目をキラキラと輝かせる。その心は既に夏休み、そして来きたるべき温泉旅行に飛んでいた。

「水着？　どういう事でしょう？」

　ルースが首を傾げる。すると目を輝かせている静香に代わって、キリハが説明を始めた。

「この温泉旅館は海辺に建っているらしい。宿しゆく泊はく者しやは旅館を出て三分で海で泳げるというのがセールスポイントになっている」

「海水浴………」

　するとルースがフッと表情を曇くもらせた。

「どうしました、ルースさん」

「サトミ様、あ、いえ………些さ細さいな問題なのですが、わたくしは水着を持っていないのです」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫っ！　私が昔買ったままずっと着てない水着がいくつもあるから、それをあげるわ！」

『なら、問題無しだね』

「ありがとうございます、シズカ様」

　問題は解決し、ルースは静香に笑顔で頭を下げた。しかしそれでもルースはどことなく表情が晴れない。普段ならこういう事に気付かない孝太郎だが、今回は珍めずらしくピンときた。

　───やっぱり自分の水着で行きたいんだろうな。ルースさんも女の子だし………。

　そしてもっと珍しい事に、孝太郎は何とかしてあげたいと思った。日頃お世話になっていたし、苦労の多いルースを労ねぎらってやりたかった。それには先さき程ほど聞いたフォルトーゼのお家事情の話の影えい響きようも大きかった。

「ルースさん、俺が新しい水着をプレゼントしますよ」

　幸い五千円の家賃が効いていて、孝太郎の生活には若じやつ干かんの余よ裕ゆうがあった。ルースに水着を買うぐらい、どうという事は無かった。

「えっ………」

　ルースが弾はじかれたかのように孝太郎を見る。そして言葉の意図を探さぐるようにルースの視線が孝太郎の顔を彷徨さまよう。

「俺っ、海でルースさんに際きわどい水着を着せて、やらしー目で眺めたいんですっ！」

「や、やらしー目でって………」

　途端にルースの頬が赤らむ。同時に福引き所でルース自身が孝太郎にキスしようかと妄もう想そうした事を思い出してしまい、恥ずかしさが何倍にも膨ふくれ上がった。

『あんた何言ってんのよっ!!　そんな事が許されると思ってんの!?』

「当たり前だっ!!　むしろ十代の若者の義務だっ!!」

　しかしルースはこの時、孝太郎の瞳の奥おくが言葉ほどには欲望に濁にごっていない事に気付いていた。

　───サトミ様は………わたくしの為に、わざとあんな事を………。

　それに気付いた瞬しゆん間かん、ルースの恥はずかしい気持ちは一気に掻かき消え、それがまるごと嬉うれしい気持ちに入れ替かわった。

「お前達の水着姿は見ると畳を取られそうだがなっ、ルースさんは違ちがうっ！　若者の迸ほとばしる情熱を込めたやらしー視線で、舐なめるように愛めでたいのだっ！」

「あ、あの、わたくしのこの貧弱な身体で、ご満足いただければよろしいのですが………」

　そしてルースは胸の奥に現れた温かい気持ちに衝つき動かされて微笑んだ。これはルースにとっても珍しい事だったのだが、孝太郎の好意に甘あまえてしまいたくなったのだ。

「だから、その………水着の事、是ぜ非ひよろしくお願い致いたします………」

「あ、うえっ、えぇっ!?」

　これに慌てたのは逆に孝太郎の方だった。セクハラ気味に話す事でルースに気を遣わせないように話をまとめようとしていたのに、ルースは欠片かけらも嫌いやがる事無く素す直なおに受け入れてしまったのだ。

「ふふ。意外に良い所があるではないか、孝太郎。見直したぞ」

「流石さすがは里見君っ、日本男児！」

　キリハと静香は、二人のやりとりの意味に気付いていた。キリハはその大人びた観察眼で、静香は福引きの前に聞いた話を思い出した為だった。

「お、俺はただ───」

「良いから良いからっ、照てれ臭くさいのは分かってるからっ!!　ルースさん、明日早さつ速そく買いに行きましょ!?」

「あ、はいっ」

　───やれやれ………もっと上手くやらんとなぁ………。

　二人に見破られてしまった孝太郎は内心で大きく溜め息をつく。こういう事はバレた方が恥ずかしいのだ。

「あ、えっと………」

　そんな時、孝太郎はティアが両手の指先をもじもじと擦すり合あわせながら、自分の事をじっと見ている事に気が付いた。

「どうした、チューリップ」

　孝太郎が尋たずねると、ティアは頬ほおをカッと赤らめて俯うつむいてしまう。そしてその格好のまま、ティアは絞しぼり出だすようにして囁ささやいた。

「そ、その………わ、わらわも、み、水着、が………」

　───あっ、そうか………。

　ルースに水着が無いのなら、当然ティアにも無い。それが道理だった。

『そうか、残念だったな』

　ほんの数時間前なら、孝太郎はそう言ったのだろう。だが、この時の孝太郎はそう言わなかった。

　恥ずかしそうに孝太郎を見ているティア。そんなティアの様子に気付き、何かを期待するように孝太郎を見ているルース。そして何より、ティアの背後にあるゲームの画面を見てしまったのがいけなかった。

　テレビに映っていたのはキャラクターのステータス画面。キャラクターの一人、『ゆりかＢ』のヒットポイントが一桁けたになり死にそうになっている。魔法は使いきったまま。それは孝太郎達が買い物に出かける前とまったく同じ画面だった。

　───チューリップの奴、あのままずっと………。

　そして一度それに気付いてしまうと、孝太郎には冷たくあしらう事が出来なかった。

「………そ、そうだな、明日までに『あおきし』を助け出したら、お前の分もプレゼントしてもいいぞ」

　普ふ通つうの女の子のように。

　孝太郎の頭の中では、先程のルースの言葉が繰くり返かえし響ひびいていた。

「なっ、何な故ぜわらわだけ差別するのじゃっ!?　ルースにはそんな条件無かったではないかぁっ!!」

「お前はいつもわがまま放題なんだから当たり前だっ！　それともチューリップ、『あおきし』を助け出す自信が無いからそんな事を言うのかぁ？　ん～～～？」

　それでもこうして意地悪をしてしまうのは、孝太郎の照れ隠かくしだった。

「言ったなぁっ!?　今すぐ『あおきし』を助け出して、わらわに挑ちよう戦せんした事を後こう悔かいさせてやるわっ!!」

　だがそれは、ティアも同じだったのかもしれない。彼かの女じよは興奮した様子でテレビに向き直ると、勢い良くコントローラーを手に取った。

　───変だ………俺はどうかしてる………。どうしてチューリップに水着を買ってやるなんて事になってるんだ………？

　ティアの小さな背中を眺めながら、孝太郎はこの状じよう況きように戸と惑まどっていた。しかし孝太郎はこうするしかなかったとも思うのだ。それは孝太郎が初めてティアの事を普通の女の子として見たからなのだが、孝太郎自身にその認にん識しきは乏とぼしく、ただただこの状況に戸惑うばかりだった。

「サトミ様、殿下………」

　そんな二人の様子に、ルースは思わず涙なみだぐんでいた。

　この二人が本当に主従になってくれたなら。ずっとティアと二人だけで頑がん張ばって来たルースは、そんな風に期待せずにはいられなかった。

「ふ、ふかくれしゅぅぅぅ………こうなるらら、みずぎは買わずにおくべきれしたぁぁぁぁ」

「………お前の分は意地でも買わんぞ」

「はうううぅぅぅぅぅぅぅっ、しょっ、しょんにゃ～～～～」

「こら愚ぐ民みんっ！　早く来いっ！　そなたの主人の雄ゆう姿しを、間近で見届けるが良いっ！」

「素直に手伝えって言えよな………ったくもう………」

　ルースの気持ちも知らず、孝太郎とティアは再びテレビの前に並んで座すわった。そして二人は激しく言い合いながらゲームを進めていく。

「フォルトーゼの礎いしずえ、夜明けの女め神がみよ、どうか殿下の未来に御ご加か護ごを………」

　そんな二人の後ろ姿を見ていると、ルースは胸がいっぱいになってしまい、しばらくは何もする事が出来なかった。

『………』

　そしてもう一人、胸がいっぱいになってしまっている者がいた。それは早苗だ。だがその感情の向きはルースとは正反対だった。

　───孝太郎は………やっぱり………。

　孝太郎、ティア、ルース。今の三人の姿を見ていると、早苗は言いようの無い不安に苛さいなまれる。何とかしないといけないとは思うのだが、具体的にどうすればいいのかが分からなかった。

　───あたし、一体どうしちゃったんだろう………？

　だから結局はルースと同じように、早苗は孝太郎達の姿を見つめ続ける外ほかは無かった。
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　ティアとルースが地球にやってくるのに使ったのは『青騎き士し』と名付けられた大型の宇宙戦せん艦かんだった。この『青騎士』は皇族の試練に挑いどむティアの為に数年がかりで作られた専用艦かんで、ティア達を地球へ運んだ後はずっと地球の周りを回り続けていた。

　全長一キロメートルに及およぶこの大型の宇宙戦艦には見ただけで分かる大きな特とく徴ちようがある。それはスカイブルーの装そう甲こう板に覆おおわれた船体が、人の形をしているというものだった。そのカラーリングと独特のデザインは、確かに『青騎士』の名に相応ふさわしいものだった。

「ひ、広いっ!!　広過ぎるっ!!　一〇六号室が山ほど入るぞっ!!　チューリップ、ここは何なん畳じようだ!?」

「愚民っ、もっと他に驚おどろく所があるじゃろうっ!!　ティア殿下がいつも仰おつしやっている『青騎士』ってこれの事だったんだねとかっ、流石はティア殿下、素す晴ばらしい船に乗っていらっしゃるとかっ!!」

　その『青騎士』のブリッジに孝こう太た郎ろう達の姿があった。孝太郎達は各おの々おの外出用の夏の私服に身を固め、旅行鞄かばんを抱かかえている。これからみんなで温泉旅館へと向かう所なのだ。

「サトミ様ぁっ、このブリッジはおよそ五百畳ほどの広さがあるんですよっ♪」

　ブリッジは『青騎士』の頭部にあたる部分にある。だが身長一キロに及ぶ巨きよ人じんの頭の中なので、そこは驚くほど広かった。

「ルースッ、そんな事に素直に答えんでいいっ!!　それ以前にそなたは何故そんなに浮うかれておるのじゃっ!?」

「ごっ、五百畳だってぇっ!?　チューリップッ、お前こんなに広い所に住んでるのに、なんで一〇六号室なんか欲ほしがるんだっ!!　ずるいぞぉっ!!」

「だから試練じゃと言うておろうがぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　広いブリッジに孝太郎とティアの声が響き渡わたる。

　ブリッジの広さはおよそ三十メートル四方といった所で、白く美しい陶とう磁じのような建材で作られていた。その広い空間の中にオペレーター用の席や操そう舵だ士の席などが多数用意されており、さながら映画で見るような軍隊の作戦司令室の雰ふん囲い気きがあった。

「くそぉっ、お前も姫様ならこの広い家で我が慢まんしろよっ!!」

「姫ひめだと分かってるならその言こと葉ば遣づかいと態度を何とかせいっ!!」

「いやだ！　それは絶対いやだっ！」

「だったらわらわも嫌じゃっ!!　意地でもあの部屋に居い座すわってやるっ!!」

　ゴンッ

　孝太郎とティアの額が激げき突とつして大きな音を立てる。その様子はただ事ではないのだが、孝太郎とティアの間ではしばしばある事なので誰も気にしていなかった。

『ふぅん、あの怪あやしい光る壁かべの向こう側ってこうなってたのね』

「転送用ゲートなのは分かっていたが、まさか軌き道どう上とはな………」

　孝太郎達たちがここへやって来たのは温泉へ向かう為だった。ティア達が『青騎士』と一〇六号室を行き来するのに使っている光る壁を利用すれば、電車やバスを使うよりもずっと早く目的地へ着く事が出来るのだ。

「ええぇぇっ!?　ここって宇宙なんですかぁぁぁっ!?」

「それにしてはあれじゃない？　ふわふわしないっていうか、空を泳げないというか」

「それは人工重力のおかげです。『青騎士』の力で、人工的にブリッジの床ゆか方ほう向こうへの重力を作りだしているんです。なんでしたら人工重力を切りましょうか？」

「それはまた今度。髪かみの毛けのセットや服の着付けが乱れそうだし」

「左様ですか。それでは皆みな様さま、しばらくそのままおくつろぎください。その間にゲートの再設定を行いますので」

　そう言うとルースは壁かべ際ぎわに並んだオペレーター席のパネルを操作した。ゲート───光る壁の再設定をする為だった。

　ティアとルースが普段移動に使っているゲートと、彼かの女じよ達が武器を呼び出すのに使っている空中の穴は同じ技術で作られている。だから本来はゲートも武器を呼ぶのと同じ速度で作る事が出来る。しかしそこを人が通るとなると、武器を呼び出すよりも遥はるかに高い安全性が求められる。武器ならやり直しが効くが、人ではそういう訳にはいかないのだ。

　そんな訳でゲートを別の場所へ開くにはそれなりの時間を要する。だが一度開いてしまえば行き来は自由自在。ゲートとはそういう技術だった。

「あとは少々待てば、旅館の近くにゲートが開きます」

「ん、御ご苦く労ろう」

　操作を終えて戻って来たルースをティアが労う。するとルースは笑え顔がおを浮かべてティアの隣となりの席へ腰こしを下ろした。

　孝太郎達七人がいるのはブリッジにある作戦会議用の席だった。本来は指揮官や艦かん長ちよう、作戦参さん謀ぼう達が星図や敵のデータを見ながら作戦を検討する為の場所なのだが、今は完全に女の子達の語らいの場となっていた。そこには緊きん張ちようの欠片も見当たらず、作戦データが表示されるべきモニター兼けんデスクには大量のお菓か子しが広げられている。加えてキリハの埴輪はにわがお茶を淹いれて各人に配って回っている。それはフォルトーゼの軍人達が見たら嘆なげくような状況だった。

「時にティア殿、少々素そ朴ぼくな疑問があるのだが」

　ルースが座ったのを見計らい、キリハはまんじゅうをかじる手を止めてそう切り出した。

「何じゃ？」

「宇宙戦艦が、というよりは大質量の戦せん闘とう用の構造物全ぜん般ぱんに言える事だと思うのだが、人の形をしていて大丈夫なのか？」

　キリハの質問は単純だった。巨きよ大だいな構造物が複雑な形をしていれば、それだけで強度が大おお幅はばに落ちる。本来は大きければ大きいほど、シンプルなデザインが求められるのだ。であるにもかかわらず、この『青騎士』は一キロメートルを超こえる大きさだというのに人の形をしている。これは戦闘兵器としては非常に大きな弱点を抱えているとも言えるのだ。

「良い質問じゃ。実のところその通りじゃ。この形は弱点以外の何物でもない」

「ならば何故？」

「ルース」

「はい、殿下」

　詳くわしい話はルースが引ひき継ついだ。これでも一応ルースは軍人で、ティア以上にこの艦に詳しいのだ。

「基本的にこの姿は弱点です。構造材の強度だけでは関節部分を支えるのがやっとで、戦闘機動などはとてもではありませんが出来ません」

『カルシウムが足りないんだ、この子』

　バンバン

　話を聞いていた早さ苗なえがデスクを叩たたく。

「早苗ちゃん、そういう問題じゃないと思うけど………」

「しかしわたくし達の文明は百五十年ほど前に重力と慣性の制せい御ぎよに成功しました。そのおかげで、船そのものの強度は問題にならなくなったのです。重要なのはジェネレーターの出力なのです」

「なるほど。エネルギー障しよう壁へきがあって、船体の慣性質量の制御が出来るなら、船の形自体にはそれほど意味は無いという事か。このレベルの武器を物理構造で防げるとも思えぬし」

　フォルトーゼの科学は物の重さをコントロールできるレベルにある。だから攻こう撃げきを受ける時には重くして、動かす時には軽くする。そうすればエネルギーの続く限りはどんな形をしているかは問題にならない。

　それにフォルトーゼの武器は強力過ぎるので、どのみち通常の装甲では防ぎようがない。どれだけ強固な合金を作っても、大出力のビーム砲ほうが防げる訳ではないのだ。だから防ごうとすれば装甲以外の方法が必要になってくる。

　どちらにしろ重要なのは形ではなく使えるエネルギーの総量。ジェネレーターの出力が勝負の分かれ目となるのだった。

『カルシウム不足を根こん性じようで補うんだ』

「う～～ん、それもちょっと違うんじゃないかなぁ………」

「とはいえ、この船は人の形をしておりますから、ジェネレーターのサイズが若干小さめになっております。表面積も広くなってしまい、フォースフィールドの効率もあまり良くありません。その意味では他の皇女の専用艦と比べるとやや劣おとると言わざるを得ません」

　ジェネレーターの出力が問題である以上、ジェネレーターが大きい方が強い。だが『青騎士』は人の形をしているので、同じクラスの普通の宇宙戦艦に比べるとどうしてもジェネレーターが小さくなってしまうのだ。

「かといって、効率だけを求めて球状の戦艦になど乗れまい？」

　ティアが憮ぶ然ぜんとした顔を作る。理想の形が理想の強さではない事に苛いら立だっているのだ。

　限られた大きさでジェネレーターを出来る限り大きくしようとすると、自然と宇宙戦艦の形は球状になる。この場合、表面積も小さくなるので身を守るにも都合が良い。

　だがティアはそんなものに乗りたくはなかった。

「美意識の問題という事か」

「そうじゃ。式典の時の国民へのアピールもあるしのう」

「そうですかねぇ。わたしはまぁるい宇宙船って可愛かわいいと思いますぅ」

　ゆりかはフルーツ味のキャンディを指先でころころと転がしながらそんな事を言いだした。しかしそれを聞いたティアは眉まゆを吊つり上あげる。

「ゆりかっ、趣しゆ味み人のそなたと一緒にするでない!!　わらわは嫌じゃ、そんな無様な宇宙戦艦なぞっ!!　他の皇女達の物笑いの種になるわっ!!」

「でっ、でもでもぉ～、負けちゃうよりはぁ、まぁるい方が良いかなぁ～なんてぇ！」

「お前のような負け犬と一緒にするな!!　それにこの船には青騎士の御加護がある。誰と戦おうと負けはしない!!」

「………ま、まけ、いぬ………？　あぁ～～～」

　バタッ

　ゆりかはその言葉の重さにショックを受け、力なくデスクに倒たおれ込む。

「分かってはいるんですぅ、分かっては………」

　ゆりかも薄うす々うす分かってはいるのだ。自分から負け犬オーラが溢あふれ出していると。しかしそれを認めて生きるのは酷ひどく辛つらい。涙はとめどもなく溢れ続けた。

「ゆりかじゃないが、俺もチューリップなら丸い球も似合う気がする」

　泣き続けるゆりかをほったらかしにして、孝太郎は腕うで組ぐみをしながら何度も頷く。

「黙だまれぇい愚民っ!!　宇宙空間に放ほうり出して欲しいのかっ!?」

「角が取れて良いと思うんだがなぁ………」

「そんな上う手まい事言いおってぇ!!　喧けん嘩かうっとんのかぁぁぁぁぁぁっ!?」

「殿下っ、お気を確かに!!」

　孝太郎に噛かみ付つきそうになったティアを、ルースが必死に引き留とめる。だが孝太郎の次の一言がティアを逆上させた。

「それにほら、尖とがったおもちゃは子供に渡さない方が良いって言うじゃないか。呑のみ込んだりしたら大変だぞ？」

「殺すっ!!　そこになおれ愚民っ!!　今すぐ叩き殺してやるっ!!」

「わぁ～～～!?　来たぁぁぁぁぁぁ!?」

　ルースが止めているから大だい丈じよう夫ぶとタカをくくっていた孝太郎だが、その予想に反してティアが飛びかかって来た。デスクに飛び乗ったティアは両りよう腕うでを広げて猛もう禽きん類るいのように孝太郎に襲おそい掛かかった。

「死ねぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

「殿でん下かっ、落ち着いてっ!!」

『やだ孝太郎っ、こっちこないでよ!!　喧嘩ならそっちでやって!!』

「こうなったら仕方ないっ、必殺ゆりかシールドォッ!!」

「きゃあああぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　ゴスッ

「あ、すまぬ」

「………ひ、ひどい………ぐふっ………」

「虹にじ野のさんっ、虹野さんっ!!　大丈夫!?」

「だ、だめれしゅうぅぅぅぅ」

「お前の犠ぎ牲せいは無む駄だにしないぞ、ゆりか」

『………ねぇ、孝太郎、あんたって時々、ひっどい事するわね。ゆりかだから良いけど』

「そうかぁ？」

「ふむ、このどら焼きは美う味まい。ゆりか、汝なんじも食べるか？」

「いまはなにをたべても、ちのあじがするとおもいましゅぅぅぅ」

　ブリッジは大混乱だった。おかげでゲートが使えるようになった事に彼かれらが気付くのは、しばらく後になってからの事だった。





　孝こう太た郎ろう達が宿しゆく泊はくする事になる旅館・つづれ屋は江え戸どの昔から代々続く老舗しにせという触ふれ込みだったが、バブル期以降に乱立したリゾートホテルに客を奪うばわれて経営は低てい迷めいしていた。そんなつづれ屋の状況につけこんだのが、問題のゴーストハンターの二人組だった。彼らはつづれ屋に高額の報ほう酬しゆうを約束して協力を取り付けた。

　この日の二人は従業員の格好をしており、本物の従業員に代わって旅館の入り口に立っていた。そして彼らは揉もみ手てをしながら奇き妙みようなほど明るい笑顔を浮かべ、やってきた孝太郎達を歓かん迎げいした。

「いやー、遠いところをようこそいらっしゃいました」

「いらっしゃいましたッスー」

　痩やせ型がたで背の高い男と、太った背の低い男の二人組がそうしている姿はあからさまに怪しいのだが、旅館に泊まるという事がそんなに日常的ではない孝太郎達はまるでそれに気付かないでいた。

「予約していた里さと見みです」

「お世話になりまーす」

　先頭にいた孝太郎と静しず香かが代表して挨あい拶さつすると、ゴーストハンターの二人はすぐに従業員としての仕事を始めた。

「承うけたまわっております。では代表者の方はこちらで宿帳にご記入をお願いします」

「はい」

「残りの皆様はこちらへおいで下さいッスー。すぐにお部屋に御ご案あん内ないするッスー！」

『はぁ～い！』

　よほど旅館の従業員マニュアルが徹てつ底ていしているのか、いざ仕事が始まると二人には不自然な所はなかった。程ほどなく孝太郎達は宿泊する部屋へと通された。

「騙だまされてるッス、騙されてるッス」

「計画通りだ。やるぞ、ハチ」

「はいッスー！」

　孝太郎達を部屋に案内した後、二人は顔を見合わせてほくそ笑えんだ。ここまでは全すべて彼らの計画通りに進行していた。そしてこのまま計画通りに進めば、彼らは大金を手にする事になる。

「三億円だぞ、三億円。気合い入れろ、ハチ！」

「ハイッス～～～！」

　彼らの目は、将来への希望と色いろ濃こい欲望とでギラギラと輝かがやいていた。





　裏でそんな事が進行しているとは露つゆ知らず、孝太郎達は自分達の泊とまる部屋の様子に戸惑っていた。

「せ、狭せまい………」

『孝太郎、本当にここに泊まるの？』

「そういう事になるが………」

「これじゃウチの部屋のが広くない？」

「静香、狭く見えるのは家具のせいだ」

『測定したホー！　広さは一〇六号室と変わらないホー！』

「いや、実際にも狭いぞ」

「殿下？」

「何故ならゆりかが押おし入いれから出ているからだ」

『その分を差し引くとこの部屋は五畳じよう半だホー！』

「こんな場所に来てまで押し入れの中に居たくないですぅぅぅぅぅぅぅぅっ!!」

　孝太郎達を戸惑わせていたのは部屋の狭さだった。畳に直すとぴったり六畳。一〇六号室の和室と全く同じ広さだった。そこに荷物を抱えた孝太郎達七人と埴輪が二体いるので、部屋の狭さは尋じん常じようではなかった。しかも直前に居たのが『青騎士』の五百畳ブリッジだったので、感覚的には更さらに狭く感じられていた。

『福引きの一等がこれって、セコ過ぎない？』

「恐おそらく二等の液えき晶しようテレビの方が値ねが張る筈はずだ」

「ひなびた宿屋とは言うけれどね～～～」

「この宿がつぶれそうな理由が分かった気がしますぅ～～～」

「これでは何の為ために泊まりに来たのか分からぬ」

　全員の不満が爆ばく発はつしていた。もうちょっとゆったりできると思っていた所に、いつもと同じかそれ以上に狭い部屋に押し込まれてしまったので、そう感じるのも仕方のない事だった。

「済みません、皆みなさん。わたくしがお誘さそいしてしまったばっかりに………。こんな事なら殿下と二人だけで来ていれば………」

　それに責任を感じていたのがルースだった。福引きで当てたのが彼女なら、誘ったのも彼女。生き真面目まじめな彼女は肩かたをすぼめて申し訳無さそうに頭を下げていた。

「いっ、いやっ、そんな事はありませんよルースさんっ！　来ないなら来ないで部屋の狭さは元のままだった訳ですしっ、海で遊べるようになっただけでかなり嬉うれしいですっ！　なっ、チューリップ！」

「そっ、そうじゃぞルース！　別に不自由になった訳ではないし、海で遊ぶついでに泊まる場所としてなら上出来じゃっ！」

　いつもはぶつかり合う事の多い孝太郎とティアだが、しょんぼりしているルースを前にすると団結してフォローへ回った。

「………本当でございますか？」

「も、もちろん！　なっ、チューリップ！　一いつ緒しよに泳ぐのが楽しみだなっ！」

「お、おうっ！　わらわの華か麗れいな泳ぎをそなたにも伝授してくれるわっ！」

「それは宜よろしゅうございました」



















　ルースの表情がいくらか和やわらぐ。それを見た孝太郎とティアは安あん堵どしかけたのだが、それを遮さえぎるように早さ苗なえが妙みような事を言いだした。

『でも孝太郎、この部屋先客が居るわよ』

「先客？」

　孝太郎は首を傾かしげる。孝太郎には手て違ちがいで宿しゆく泊はく客きやくが重なるほど宿が繁はん盛じようしているようには見えなかったのだ。けれどそれがもし本当なら部屋を変えて貰もらう必要もあるだろう。そこで孝太郎は早苗に更なる説明を求めた。

「どういう意味だ？」

『んー、霊れい気きが薄うすくてあたしにも良く見えないんだけど、首に絞しめられたような跡あとが見えるから、自殺か他殺の幽ゆう霊れいだと思う』

　早苗は眉み間けんにしわを寄せて部屋の天てん井じよう付近を睨にらみ付けている。それはまるで近眼の人間が何とか遠くのものを見ようとするかのような姿だった。

「ゆっ、ゆうれいぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　そんな早苗の説明に真っ先に反応したのがゆりかだった。顔を恐きよう怖ふに歪ゆがめたゆりかは自分の荷物を放り出し、大おお慌あわてで押し入れに駆かけ寄よっていった。

「嫌ぁぁぁぁぁぁっ、幽霊嫌いやああぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　どすん、ばさっ

　ゆりかは押し入れの中に入っていた布団ふとんを引っ張り出すと、代わりに彼女自身がそこへ飛び込んでいった。

　すぱぁんっ

　そして力ちから一いつ杯ぱい押し入れのふすまが閉じられる。

『あぁん、ゆりかぁっ、大丈夫だってっ！　あんなに存在が希き薄はくじゃ、ラップ音すら出せないからっ！』

「嫌ああぁぁぁぁっ!!　幽霊が居るだけで嫌なんですぅぅぅぅぅぅっ!!」

『いつも幽霊のあたしと一緒じゃない』

「それは早苗ちゃんが幽霊だって忘れてただけですぅぅぅぅっ!!　いやあああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　早苗の説得にも応じず、ゆりかは押し入れの中でガタガタと怯おびえ続ける。

「駄だ目めだわ。よっぽど怖こわいみたいね」

　静香がふすまを開けようとしても、ゆりかが内側から力一杯押さえ付けていて開かなかった。腕わん力りよくはゆりかよりも静香の方が上なので強ごう引いんに開ける事も出来るのだが、それをするとふすまが壊こわれるので静香はそこで引き下がった。

「ゆりか様………」

　再び責任を感じたルースの表情が曇くもりかける。それに気付いた孝太郎は素す早ばやく彼女の手を取った。

「じゃっ、早さつ速そく泳ぎに行きましょうかっ！」

「サ、サトミ様!?」

「そうじゃそうじゃ！　その為に来たのじゃからなっ！」

　孝太郎が取ったのとは反対側の手をティアが掴つかむ。

「サトミ様、殿下っ、急にどうなさったんですか？」

「いやぁ、ルースさんの水着姿が見たいなぁ！　可愛いんだろうなぁ！」

「わらわよりは幾いくらか劣るが、ルースも可愛いのだぞ！　わらわと並ぶと一層絵になるのじゃ！」

　孝太郎とティアはルースが余計な事を考えないうちに強引に海へ連れ出すつもりだった。

「チューリップの水着は見ないでも良いや」

「殺すぞー、愚民。今はそれどころではないが、後できっちり殺すぞー、ぐみーん！　覚えておけよー！」

「わすれたー♪」

「コラァァァァァァァッ!!」

「で、殿下？　サトミ様？」

　そして二人は妙な言い合いを続けながらも息の合った見事な連れん携けいを見せ、戸惑うルースを連行していく。

『あぁん、ちょっと待ってよ孝太郎ぉっ！　あたしも行くよぉっ！』

「あっ、ちょっとみんなっ!?　虹にじ野のさんはどうするのよ!?」

　早苗はすぐに孝太郎の後を追ったが、静香は部屋を出ようとしている孝太郎達と押し入れとを見比べながらどうするのかを決めかねていた。

「大丈夫だ。落ち着いたら出てくる。ゆりかも子供ではない」

「でも………」

「心配いらない。カラマとコラマをここに残す」

「それなら安心ね。お願いね、カラマちゃん、コラマちゃん」

『ホー！』

『任せるホー！』

　そうキリハに説得されると静香は意見を変えた。静香も十代の健康な女の子。海で遊びたいのが本音なのだ。それにカラマとコラマが残ってくれるというのなら、無責任にゆりかをほったらかしにする訳でもない。

「それじゃ虹野さん、私達は海へ───」

　ぱぁん

「おっ、おっ、おいていかないでくださいぃぃぃぃっ!!　幽霊の居る部屋にひとりぼっちなんて嫌いやですぅぅぅぅぅっ!!」

　しかし静香が海へ行くと決めた途と端たん、ゆりかは押し入れから飛び出して来た。ゆりかは怖がりつつも、しっかりと部屋の様子を窺うかがっていたのだ。

「里見さぁんっ、待ってぇっ、里見さぁんっ!!」

　ゆりかは自分の海水浴の道具を掴むと、大慌てで孝太郎達を追った。

「あー………えーとぉ………」

　突とつ然ぜん後に残された静香は、どうしたものかと呆あきれ半分に頬ほおを掻かく。ゆりかの絵に描かいたような駄目人間ぶりに、さしもの静香も呆れずにはいられなかった。

「………静香、我らも行こう」

「ええ」

　そして静香は同じように呆れているキリハと笑顔を交かわすと、一緒に孝太郎達を追っていった。





　ビーチに着いた孝こう太た郎ろうが真っ先にしたのは、額に滲にじんだ汗あせを拭ぬぐう事だった。夏休みになり本格的に夏に突とつ入にゆうした事もあって、照りつける太陽の輝きは一番厳しい時期に差さし掛かっていた。おかげで気温は高く、陽ひ射ざしに焼かれた砂が下からも孝太郎の事を焼いていた。

「あつ、あつつ」

　そんな中、孝太郎は一人で海水浴の準備をしていた。つま先立ちになりながらビニールシートを敷しき、ビーチパラソルを立てる。男の孝太郎は女じよ性せい陣じんとは違って、着き替がえがあっという間に済んでしまった。そこで暇ひまになった孝太郎は、先に準備を始めていたのだった。

「よし、こんなとこかな」

「あれっ、里さと見み君じゃない!?」

　孝太郎が一通り準備を済ませた時、孝太郎を呼ぶ声があった。

「えっ、どこどこ!?　あぁ、ほんとだ!!」

「コータロー君やっほ!!!」

「奇き遇ぐうねぇ里見君、君も遊びに来てたの!?」

　するとすぐに水着姿の少女達が孝太郎の傍そばに駆け寄ってきた。その人数は六人。孝太郎にはおなじみの、コスプレ研究会の少女達だった。

「こんにちは、皆さん。そうなんです。実は友達が近くの旅館の宿しゆく泊はく券けんを当てたんで、連れ立って遊びに来たんです」

「へぇぇぇぇ………やっぱり里見君と私達は赤い糸で結ばれてるのね？」

「あっはっはっは、だと良いんですけどね」

「あたし、コータロー君なら本当に彼かれ氏しにしてあげても良いよ？」

「わたしもわたしも！」

「………コス研の方を彼女にすると、お金がかかりそうで心配です」

「ウッ、流石さすがはコータロー君、痛い所を突つくわね」

「里見君、一人暮らしだもんね～」

「俺おれがもう少し裕ゆう福ふくになった時に、まだその気があったらお願いします」

「待たせる男の子はモテないわよ？」

「その自覚はあります」

　そうして孝太郎とコス研の少女達は笑い合った。

「ところでコス研の皆さんは何な故ぜここへ？　やっぱり皆さんで遊びにいらっしゃったんですか？」

　ひとしきり笑った後、孝太郎は気になっていた事を尋たずねた。するとコス研の会長が代表してその質問に答えた。

「部活動半分、遊び半分って所ね。実は例のコミハが明々後日しあさつてに迫せまってるのよ」

「あー、そういえば先月伺った時にそんな事を仰っていましたね」

　コミックハートネットワーク、通つう称しようコミハ。コス研の少女達はそこでコスプレをしようと以前から準備を進めており、孝太郎は先月その衣装チェックを手伝いにコス研を訪おとずれていた。野球一筋だった孝太郎がコミハの知識を持っているのはこのせいなのだった。

「だから会場に近いこの辺のホテルに泊まって、海水浴も楽しんじゃおうってワケ」

「なるほど、良い作戦ですね」

「でしょう？　それにここなら桜さくら庭ばさんとも会えるしね」

「桜庭先せん輩ぱい、ですか？」

　そこで思わぬ名前が出た。桜庭晴はる海み、孝太郎の所属する編み物研究会の会長をしている人物だった。不思議そうに首を傾げる孝太郎に、コス研の会長が事情を説明した。

「実はね、この近くに桜庭さんの家の別べつ荘そうがあるのよ。先月桜庭さんとお喋しやべりした時に、夏休みの話になってね。彼女ここへ静養に来るって言うもんだから、私達もここへ泊まる事にしたの」

「そうだったんですか。いつも先輩の事を気にかけて下さって、ありがとうございます」

　事情を聞いた孝太郎は、コス研の少女達に向かって丁てい寧ねいに頭を下げた。

「いいなぁ………あたしもこういう風に後こう輩はいに大事にされたいなぁ………」

「ゆりかちゃんに期待しましょ、ゆりかちゃんに」

「………望のぞみ薄だわね」

　晴海とゆりかが体育祭で優勝して以降、コス研の少女達は晴海の事を気にかけるようになっていた。それは孝太郎とゆりかの共通の友人であるからというのが一番の理由なのだが、以前からいつも一人の晴海が気になっていたという理由もあった。そんな訳で、事ある毎ごとに彼かの女じよ達たちは晴海にも声をかけるようになっていたのだ。

「さっき連れん絡らくしたら、後で顔を出だすって言ってたわ」

「ゆりかの事といい、先輩の事といい、いつもありがとうございます」

「良いのよ別に。桜庭さん可愛いから、あわよくばコス研に引き込みたいしねっ♪」

「ははは、しっかりしてますね」

「コス研も編み物研も、お互たがいに勢力が小さいじゃない？　チャンスは有効活用しないとね」

「じゃあその時は皆さんもこっちに入って下さいね？」

「里見君もしっかりしてる事」

　そして孝太郎達は再び笑い合った。

「ところで会長、わたし達もこっちへ移って来ませんか？　遊ぶには人数が多い方が良いですし」

「それもそうねぇ。副会長、ナイスアイデアだわ！」

「恐れ入ります」

　副会長の言葉に頷うなずいた会長は、すぐに孝太郎に向き直った。

「里見君、そういう訳だから一度失礼するわね？　私達の荷物を取りに行ってくるから」

「はい、お待ちしています」

「さぁみんな、行くわよ！」

『はぁ～～い！』

　そうしてコス研の少女達は、来た時と同じように元気に去っていった。





　孝太郎がコス研の少女達を見送った数分後、着替えを済ませた一〇六号室の面々がビーチに姿を見せた。

「すっげぇ………何だあの子達………」

「モデルか何かか？」

「イベントか、撮さつ影えいかもしれないな」

「うわっ、あの子の胸っ、どういう発育をしてるんだ!?」

「あの背の小さい子もなかなか………」

　彼女達が姿を見せた途端、ビーチの男達の視線は一気に釘くぎ付づけとなった。それだけでなく、ビーチにいた多くの女性達の刺とげ々とげしい視線も一緒に突き刺ささっていた。

『おーい孝太郎ぉ！　おっまたせー！』

「里見君、用意してくれてたんだ？　ありがとう～～～！」

「ふむ、愚民にしては気が利きくではないか」

「お、お待たせしました、サ、サトミ、様………」

「少し落ち着け、ルース」

「里見さんっ、私の替かえの下着が何ど処こへ行ったか知りませんかっ!?」

　見た目だけなら美少女揃ぞろいなので、彼女達は自然とビーチの視線を集めていた。しかしルース以外はそれを気にした様子はない。そんな事を気にするようなタマではないのだ。ただルース一人だけが、ビーチの興奮気味の視線に晒さらされてぎくしゃくと歩いていた。

『どぉ～～だぁ～～孝太郎ぉ～～！　早さ苗なえちゃんのあまりの愛らしさにときめいたかぁっ！』

「それにしても倉くら野のさん、胸が大きくて………破は裂れつしそう………うらやましい………」

「静しず香か、胸は大きくてもあまりいいものではない。なかなかこの体形に合う衣装が無くて困るし、余計な注目も集めてしまうのでな」

「そう言えば、さっきから皆さんこっちを見ていますぅ～～」

「それはわらわの気品に惹ひかれての事じゃろう。結構な事じゃ」

「サ、サトミ様っ、助けて下さいっ!!　まっ、周りの方々がこっちを見てっ、あのぉっ!!」

　ルースは周囲の視線から逃にげるように、残る五人は孝太郎に水着姿を誇こ示じするように近付いてくる。理由は様々だが、ルース以外の五人は孝太郎が自分達の水着姿に驚おどろいてくれる事を少なからず期待していたのだ。

「どぉ!?　嬉しいでしょ里見君!!　ビーチの羨せん望ぼうの的、可愛い女の子六人独ひとり占じめよ!?　───って、アレ？」

　が、しかし、そんな彼女達の目もく論ろ見みは見事に崩ほう壊かいする。ビーチの男性の視線が彼女達に集中する中、ただ一人孝太郎だけが別の方向を向いていたのだ。

「そっかぁ、そんなに大きな別荘があるって事は、先輩は相当なお嬢じよう様さまだったんですねぇ」

「さ、里見君、お嬢様って、そんな………」

「俺が住んでた家より広い別荘を持っている人の事は、普ふ通つうはお嬢様と呼ぶんです。それにそんなそれっぽい格好もしてるし」

「こ、これは、だ、だって………！」

　孝太郎が見ていたのは、サマードレスに身を包つつみ日ひ傘がさを差した桜庭晴海だった。晴海はいかにも避ひ暑しよ地ちのお嬢様然とした姿をしており、この灼しやく熱ねつの陽射しの中にあっても、彼かの女じよの周囲だけは不思議と涼すずしげな空気を作りあげていた。

「似合ってますよ、お嬢様っぽくて。なははははははっ」

「もう………里見君の意地悪ぅ………」

　そしてその涼しげな空気の中で、彼女の頬だけが熱く火ほ照てっていた。

『お、おのれ、孝太郎………あたし達の事は完全に無視かぁっ!?』

「桜庭先輩!?　どうしてここに!?」

「またしても貴様かっ、サクラバハルミィッ!!」

「あの人って確か、里見君の部の先輩の───」

「桜庭晴海。二年Ａ組所属、編み物研究会会長。幼おさな馴な染じみの松まつ平だいら賢けん治じを除けば、現時点でもっとも孝太郎と親しい人物だ」

　この予想外の展開に、五人の少女達は孝太郎への不満を爆発させた。状じよう況きようとしては完全に逆さか恨うらみなのだが、五人ともそんな事はどうでも良かった。

「サトミ様っ、あのっ、どうかっ、そっぽ向いてないで助けて下さいぃっ!!」

　しかしやはりここでもルースだけは周囲の視線から逃げ惑まどっていた。

『孝太郎のバァカァァァァァ!!　おたんち～～～んっ!!　ここへ来る間のあたし達のドキドキ感を返せ～～～～っ!!　コラアアァァァァァァァッ!!』

「おわあぁっ!?　なっ、なんだぁっ!?」

「里見君っ!?」

　体当たり気味に突っ込んで来た早苗に、孝太郎はビーチの砂に押し倒される。そして孝太郎が砂の熱さを感じるよりも早く、早苗とティアが襲いかかった。

「埋うめるのじゃあぁぁぁぁぁっ!!　埋めてしまえぇぇぇぇぇっ!!　このような不忠者っ、満潮で溺おぼれ死じねば良いのじゃぁぁぁっ!!」

『もはやドキドキしろとは言わんっ!!　せめてこっちを見ろっ!!　社交辞令を言えっ!!　新しい水着がとっても可愛いねって、ニッコリ微笑ほほえめぇぇぇぇぇぇぇっ!!』

「だああぁぁぁぁぁぁぁっ!!　なっ、なんでだぁぁぁぁぁぁっ!?」

　不意を突かれた孝太郎はティアによって完全に押さえ込まれた。その隙すきに早苗が孝太郎に砂をかけ始める。

「こっ、このっ、チューリップの一人ぐらいでぇぇぇぇっ!!」

「わっ、わっ、わぁっ！」

　しかしそこは小こ柄がらなティアなので、孝太郎は彼女ごと強引に起き上がろうとした。

「そうはいかないわよっ、里見君っ!!」

「大家さんっ!?」

「早苗ちゃん、私も手伝いますぅっ!!」

『ゆりかっ、あんたは穴を掘ほりなさいっ!!　得意の墓ぼ穴けつを掘るのよっ!!』

「ふええぇぇぇぇぇん、なんか嫌だよぉぉぉぉぉぉっ!!」

「我も手伝おう。カラマ、コラマ、掘くつ削さくを開始しろ」

『はいだホー！』

『任せるホー！　穴あな掘ほりは得意だホ！』

　だが騒そう動どうに残りの面々が加わると、形勢は一気に孝太郎不利に傾かたむいていく。

「傷付いた乙女おとめのプライドを思い知れぇっ♪」



















「いだっ、いだだだだだだっ、お、大家さんっ、楽しそうに関節を極きめないでっ!!」

　鼻歌交じりの静香が孝太郎の脚あしを取り、複数の関節を同時にロックする。

「良くやったシズカッ!!　褒ほめてつかわすっ!!」

「もっと張り切っちゃおうかなっ、えいやっ♪」

　実のところ静香はさほど孝太郎に怒おこっていた訳ではないのだが、楽しそうなのでこの騒さわぎに参戦していた。折せつ角かく遊びに来たのだから、沢たく山さん楽しんで帰りたかったのだ。

「いだだだだだっ、やり過ぎっ!!　やり過ぎっ!!」

　孝太郎は逃げ出そうと必死にもがいたが、格かく闘とう戦にめっぽう強い静香が相手では手も足も出なかった。そしてティアと静香が孝太郎を捕つかまえている間に、残るメンバーがあっという間に砂すな浜はまに大きな穴を掘った。

「さ、里見君が埋められていく………ど、どうしよう………」

「あのぅ、殿下、余り手て荒あらな事はしない方が………」

　そんな一同を止めようとしていたのが、晴海とルースだった。しかし晴海は突然の出来事に驚き尻しり餅もちをついたままで、未いまだにショックから立ち直れずにいた。その為止めようとしていたのは実質ルース一人だった。

「ルースさん!?　たっ、助けてルースさんっ!!」

　今となっては彼女だけが孝太郎の頼たのみの綱つなだった。孝太郎は必死に彼女に助けを求めた。

「サトミ様、しばしの御ご辛しん抱ぼうを！　今すぐに───」

「ルース!!　そなたはここへ何をしに来たのじゃっ!?」

　だがティアがルースを一いつ喝かつすると、彼女はビクッと身体を震ふるわせて動きを止めた。この時ばかりはティアは強気だった。ビーチの雰ふん囲い気きに呑のまれてどことなく及および腰ごしのルースを相手に、完全に主導権を握にぎっていた。

「な、何って………」

「自分が着ているものを思い出せっ!!　そなたはどんな思いでそれを選んだっ!?　それを今日、どんな思いで身に着けたっ!?　なのにお前はこの馬ば鹿か家臣を許すというのかっ!?」

「身に着けて───」

　ティアの言葉に、ルースはハッと息を呑んだ。そして自分とティアの水着に目をやる。さほど高価ではないけれど、お互いに良く似合った可愛かわいらしい水着。孝太郎にプレゼントして貰った水着だった。

「褒めずとも良いっ!!　チラッと見てニヤけるだけでも構わぬっ!!　じゃがこのアホ家臣はどうじゃったぁぁぁぁぁぁっ!?」

　すぐにルースの胸の中に、それを買って貰った時の気持ちと、旅行を待まち侘わびて過ごした毎日の気持ちが蘇よみがえってくる。そして何より、先さき程ほど水着に着き替がえた時の気持ちが蘇る。

「わらわは許せぬっ!!　このままでは女のプライドが許さぬっ!!　ルースッ、そなたはどうなのじゃぁぁぁぁっ!?」

「わたくしは………」

　そしてルースが最後に思い出したのは、ついさっきの孝太郎の姿。孝太郎はルースとティアを見なかった。見ずに、別の女性と話をしていた。孝太郎がプレゼントしたのだから、ちょっとぐらい気にしていても良さそうなものなのに。

　───わたくしは………!!

　その瞬しゆん間かん、ルースの中で何かがプツンと音を立てて切れた。

「………埋めましょう殿下、徹てつ底てい的てきに。いえ、ただ埋めるだけでは生なま温ぬるい。二度と這はい出す事のないように、手足を縛しばりましょうっ！」

　ルースが孝太郎を見つめる瞳ひとみは、いつの間にか爛らん々らんと輝いていた。それはまるでティアの怒りが乗り移ったかのようだった。

「良く言ったルース!!　よきに計らえっ!!」

「仰おおせのままに、マイプリンセスッ!!」

　そしてルースは嬉き々きとして孝太郎を埋める作業に加わった。ルースは素早くロープで孝太郎の手足を縛り、身体の自由を奪うばっていく。その動きには迷いや容よう赦しやは一いつ切さい感じられなかった。

「わああぁぁぁぁっ、ルースさんまでっ!?　どうしたんですかぁっ!?　俺ぇっ、ルースさんに何か酷ひどい事しましたかっ!?」

「時には何もしない事が罪なのですっ!!　人が良いのも大たい概がいにして下さいませぇっ!!」

「なっ、何故ぇぇぇぇっ!?　どうしてですかぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　孝太郎は何とか逃げ出そうと必死にもがいたが、一いつ致ち団結した六人が相手では抵てい抗こうにすらならない。

　こうして孝太郎は、いくらも経たたないうちに成す術すべもなくビーチに埋められたのだった。





　ざざーん

　孝こう太た郎ろうの目の前までやって来た波が、ゆっくりと海の方へ戻もどっていく。満ち潮になったおかげで、先程から少しずつ波なみ打うち際ぎわが孝太郎の方に近付いて来ていた。

　身体が砂の下にある孝太郎が自由になるのは首から上だけ。身動きの取れない孝太郎は、寄せては返す波を眺ながめながら、しきりに首を傾げていた。

「………うーん、なんでこうなったんだろう？」

　何度考えてみても、孝太郎には自分が埋められてしまった理由が分からなかった。孝太郎としては泳ぐ準備をした後に、普通に晴はる海みと話をしていただけなのだ。

「それとも、もっと前に何かやってたんだろうか………？」

　孝太郎は途と方ほうに暮れる。まだ女性とまともに付き合ったことの無い孝太郎には、少女達の微び妙みような女心が理解出来なかった。別に好きになった相手ではなくても、近くにいる人間にちょっとぐらい興味を持って欲ほしいのが女心というものなのだ。

「………分からん………」

　そうやって孝太郎が何度か首を傾げた時、孝太郎の顔にスッと影かげが落ちた。

「里さと見み君」

「桜さくら庭ば先輩！」

　孝太郎に落ちた影は、晴海が差し出した日傘によるものだった。いつの間にか孝太郎の近くへやって来ていた彼女は、そうやって彼かれを襲おそう日差しを遮っていた。

「先輩、良い所へ！　助けて下さい！」

「………どうしようかな？」

　晴海は孝太郎の傍にしゃがみ、にっこりと微笑ほほえむ。

「意地悪を言わないで助けて下さい」

「でも、そこから出してしまうと里見君はどこかへ行っちゃうから………もう少しお喋りしてくれたら、出してあげても良いですよ？」

「先輩、いつもより意地悪ですね」

「ふふ、多分夏休みの海水浴場だから、ちょっとだけ浮うかれているんだと思います」

「そりゃあ当たり前ですね」

　真夏の太陽の下だからか、晴海の表情も明るく輝いている。

　───案外、ゆりかと友達になったのが良かったのかもな………。

　孝太郎はそんな晴海の様子を良い傾けい向こうだと考えていた。だが反対に、お喋りに興じる孝太郎達たちを悪い傾向だと考える者達もいた。

「お、おのれサクラバハルミ、一体どこまでヒロイン体質なのじゃぁっ!!」

『孝太郎も孝太郎よっ!!　あんな分かりやすい女に引っかかってぇっ!!』

「殿でん下か、いかが致いたしましょう？」

「埋めるだけでは生温かった!!　愚ぐ民みんにはきついお仕置きが必要らしいなっ!!」

　ティアとルース、そして早さ苗なえの三人はパッと見てそれと分かるほど怒りの炎ほのおを燃やしていた。

「じゃあ次はどうするの？」

　静しず香かはそれに便乗して楽しんでいた。彼女もまた、海へやって来て開放的な気分になっている人間の一人だった。

「………ここはスイカ割りだな」

　本気なのか冗じよう談だんなのか区別が付かないのがキリハだった。彼女はいつもどおりの表情のまま、両手で抱かかえた大きなスイカを一同に示した。

「あっ、面おも白しろそう！」

「割れるのはスイカが先か、孝太郎が先か、運命のカウントダウン」

　そう言ってキリハはニヤリと笑い、一本の木刀を取り出した。

『乗った！』

「何やら分からぬが、よきに計らえ」

「や、止めましょうよぉ、妙な事をしたら桜庭先輩が可哀かわい想そうですぅ～～～」

　そんな一同を止めようとしていたのがゆりかだった。ゆりかは孝太郎を砂に埋め終わったあたりで晴海の姿に気付き、それ以降は孝太郎と晴海の邪じや魔まをしないように大人しくしていた。

「そなたの意見など聞いておらぬっ！」

「ひぃ～～～ん!!　逃げてぇっ、桜庭先せん輩ぱい逃にげてぇっ!!」

　だが所しよ詮せんはゆりか。ティア達の迫はく力りよくに負け、呆あつ気けなく引き下がる事となった。そこで踏ふみ止とどまれないのが我らが魔ま法ほう少女・レインボーゆりかなのだ。

　一方、孝太郎と晴海は近くで陰いん謀ぼうが進んでいる事とも知らず、仲良くお喋りを続けていた。

「里見君、汗だらけですよ。やっぱり砂の中だと暑いですか？」

「あっ、良いですよっ、ハンカチ汚よごれちゃいますから」

　晴海はポケットから取り出したハンカチで優やさしく孝太郎の顔の汗を拭っていく。

「はぁい、綺き麗れい綺麗しますよ」

「先輩………」

「ふふふ、何だか里見君のお母さんになった気がします」

　孝太郎は良い匂においのするハンカチが自分の汗で汚れていくのが気になったのだが、当の晴海が気にした様子は無かった。

「さくらばせんぱ～～い、一緒にスイカ割りし～～ましょ～～♪」

　そこへ大きなスイカを両手で抱えたティアがやってくる。身体の小さなティアがそうしていると、スイカで完全に上半身が隠かくれてしまっていた。

「スッ、スイカ割りですかっ？」

　突然声をかけられた事に驚いた晴海は言葉を詰つまらせた。もともと他人が苦手である上に、孝太郎と二人きりで完全に油断していた。その分晴海の驚きは深い。

「はいっ、さくらばせんぱい！　一緒に夏の思い出作りましょ～～♪」

「は、はい………」

　そして更さらにスイカに迫られると、晴海は思わず頷いてしまった。

「誰だれだ？　チューリップか？」

　地面すれすれの視点の孝太郎からではティアの顔が見えない。声から判断するしかないのだが、ティアはらしくない言葉遣いをしている為にいまひとつ確信が持てなかった。

「………そうじゃ、わらわじゃ愚民」

　ドスッ

　聞きなれたティアの声と共に、孝太郎の頭のすぐ横にスイカが置かれる。その時の音や振しん動どうからも、スイカの大きさや重さがありありと孝太郎に伝わった。スイカはどう見ても孝太郎の頭の三倍近い大きさがあった。そしてスイカの後ろからティアの顔が現れる。ティアは孝太郎の耳元に口を寄せると小声で囁ささやいた。

「クックックック、そなたにも一緒に想おもい出で作りをして貰うぞ」

「何のつもりだっ、チューリップ!?」

「なぁに、ただのスイカ割りじゃ。パカッと割るだけじゃ、パカッとな。クククククククッ」

　晴海に見えないように孝太郎に笑いかけるティア。その笑え顔がおは、かつて無いくらいとびきり邪じや悪あくだった。





　そうやって孝太郎が小さな陰謀に巻き込まれた頃ころ、彼らから少し離はなれた場所でもう一つの陰謀が動き始めていた。

「アニキ、あの子達スイカ割りを始めたみたいッス」

「良いぞ、今なら全員の注意がスイカに向いている。ターゲットを捕ほ獲かくするチャンスだ」

「やるッスか？」

「当たり前だ。やらなきゃ俺おれ達たちが路頭に迷う」

「残りの財産全部使っちゃったッスもんねー」

　その陰謀の主は、例の二人組のゴーストハンターだった。彼らは少し離れた岩場から、双そう眼がん鏡きようを使って孝太郎達の様子を窺っていた。

「あの幽ゆう霊れいを捕まえて売れば、俺達も晴れてセレブの仲間入りだ」

「テレビと自転車買えるッスー」

「そういう事だ。ついてこい、ハチ」

「どうするッスか？」

「多少遠回りになるが、海の中から近付こう。そうすれば接近に気付かれにくいし、仮に気付かれても海面下に荷物が隠せるから怪あやしまれない」

「流石はアニキッスー！　ゴーストハンターなんて正義っぽい事やってるのに、悪い事にばっかり知ち恵えが回るッスー！」

「黙だまれハチ！　俺は今でも正義の味方だ！　俺が悪いんじゃない、全すべては貧びん乏ぼうが悪いんだっ！」

「ナイスフィーリングッスー！」

　そして二人は怪しげな道具や機械をいっぱい抱えて海へ入っていく。彼らの目的は幽霊の捕獲。スイカ割りの様子を遠巻きに眺めている、早苗の捕獲だった。





「えいっ！」

　ボコ

　思い切って晴海が木刀を振ふり下おろすと、これまでの三回とは違ちがった手て応ごたえが返ってくる。これまでの三回はどれも固いものにぶつかって弾はじかれるような手応えだった。それが今回はもう少し柔やわらかいものにぶつかって、切っ先が軽くめり込んだかのように感じられる。しかも孝太郎の悲鳴も聞こえない。

「やった!!　桜庭先輩っ、やりましたよっ!!」

　その代わりにゆりかの声が聞こえてくる。それを耳にした晴海は慌あわてて目め隠かくしを取った。

「里見君っ、里見君っ!!　大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　晴海はスイカを割るまでに、三回孝太郎の頭を殴なぐっていた。孝太郎は気にする事は無いと言っていたのだが、それでも晴海が気にしない筈はずも無かった。だから目隠しを取った晴海は孝太郎の姿を求めて首を巡めぐらせた。

　しゃくしゃくしゃく

「おっ、よくひえれれうまいぞ」

　しかし晴海の心配をよそに、問題の孝太郎は目の前で真っ二つになったスイカに早さつ速そくかじりついていた。孝太郎はすっかりスイカの味に気を取られていて、心配そうにしている晴海には全く気付いていなかった。

「よ、よかったぁ………」

　ティアや早苗だったらここで怒ったのだろうが、そこは晴海。元気そうな孝太郎の姿を見て、安あん堵どのあまりその場にへなへなと腰こしを下ろしていた。

「はふははへんはいもはべてふだはい」

「ちょ、ちょっともう少し落ち着いてから頂きます」

　晴海の安堵は深く、孝太郎にスイカを勧められてもすぐには食べる事が出来なかった。

「ちっ、もう成功したか………」

『にゃはははっ、非力な晴海じゃ、孝太郎を真っ二つに出来なかったわね』

　そこへ不満そうな顔のティアと早苗がやってくる。スイカを食べるのが一段落した孝太郎はそんな二人に苦情の声を上げた。

「終わったんだからそろそろここから出せ」

　しかし二人は孝太郎の要求に首を横に振った。

「嫌じゃ」

『次は静香の番だから』

「なっ、なにぃっ!?」

　二人の言葉に孝太郎は目を剥むいた。格かく闘とう技ぎには定評のある静香。その彼女が木刀を握るとなると、果たして自分の頭はどうなってしまうのか。灼熱のビーチの中で、孝太郎の背筋に寒いものが走った。

「ちぇぇぇぇぇすとぉぉぉぉぉっ!!」

　ぶぅんっ

　しかも当の静香はやる気全開で、海に向かって木刀の素す振ぶりを繰くり返かえしていた。その気迫といい、木刀の切っ先のスピードといい、尋じん常じようなものではなく、誰が見ても孝太郎の危機は明らかだった。

「さ、里見君っ、今助けますからっ!!」

　晴海もそのように感じた一人で、孝太郎を助け出そうとビーチの砂を掘り始めた。だが孝太郎の上半身が幾いくらか見え始めた所で邪魔が入った。

「さくらばせんぱい、こちらへどうぞ～～～次のスイカ割りの邪魔になりますから～～～」

「きゃあっ!?　でもまだ里見君がっ!!」

「良いんですよぉ、桜庭先輩。里見さんの事は私達に任せてくださいぃ」

「虹にじ野のさんまでっ!?」

　猫ねこ撫なで声ごえのティアとゆりかが晴海を捕まえて引きずっていく。ティアはともかく、ゆりかが協力しているのはティアが怖こわいからというだけでなく、晴海をどこかへ逃がしたいという気持ちがあったからだった。

　そしてティア達と入いれ替かわりにやって来たキリハが割れたスイカを回収し、ルースが新しいスイカをセッティングする。

「こりゃいかん、なんとかせねばっ！」

　焦あせった孝太郎は砂の下からの脱だつ出しゆつを試みた。幸い晴海が少し掘ってくれた事もあり、縛しばられたままの腕うでが何とか砂の上へ出た。

「よしっ！」

『はーい、残念でしたー』

「そのまま大人しくしていて下さいね、サトミ様」

「わあぁぁぁぁぁぁっ！」

　しかしそんな孝太郎を早苗とルースが埋め戻していく。

「いい加減にしろっ、早苗っ！」

『やだよ～だ♪』

「それにさっきから一体何を怒ってるんですかっ、ルースさんっ！」

「それをわたくしの口から言えというのですかっ!?　冗談ではありませんっ!!　その裏切りは万ばん死しに値あたいしますっ!!」

「諦あきらめるのだな、孝太郎」

「裏切りってなんなんだぁぁぁぁぁぁっ!!」

　早苗とルースによって再び埋められる孝太郎、ティアとゆりかに引きずられていく晴海。静香は楽しげに木刀を振り回まわし、キリハは笑顔で成り行きを見守りつつスイカをかじっていた。誰もが自分達のやっている事に集中していて、周囲の様子を忘れていた。存分に海を満まん喫きつしていると言った方が良いだろう。

「今だっ、ハチッ!!」

「はいっスー!!」

　ゴーストハンターの二人が行動を開始したのは、まさにそんな時の事だった。





　海から上がったゴーストハンターの二人は、そのまま真まっ直すぐに孝太郎達に近付いて行った。彼らの手には大きな虫取り網あみが一つずつ握られている。それはゴーストハンター御ご用よう達たしの幽ゆう霊れい捕ほ獲かくグッズで、虫と同じような感覚で幽霊を捕まえられる優すぐれ物ものだった。彼らはそれぞれ網を両手で構え、一気に早苗との距きよ離りを詰めていく。

「ん？」

　そんな二人に最初に気付いたのは再び砂に埋められようとしていた孝太郎だった。だがその孝太郎にしても、虫取り網を手にした二人がまさか早苗を捕まえようとしているなどとは想像できず、最初は変わった人もいるもんだと眺めているだけだった。

「待ってるッスー、おいらの可愛い子こ猫ねこちゃんっ、今捕まえてあげるッスー!!」

「カネー!!　ビデオを撮影して大儲けっ!!　カネー!!　その身体を売り飛ばして大儲けぇっ!!」

　しかし二人が近付いてくるにつれて怪しい事この上ない言動が耳に届くようになり、孝太郎に一いち抹まつの不安を抱いだかせた。そしてその不安を、彼らの興奮して血走った目と荒あらい鼻息が一回り大きくする。

「おい、みんな、後ろから誰か来てるぞ。ちょっと落ち着いてくれ」

　孝太郎以外は誰も彼らの接近に気付いていない。だから孝太郎は警告を口にしたのだが、信じたのは晴海一人だった。晴海は孝太郎の言葉を聞いて、素す直なおに自分の肩かた越ごしに背後を振り返った。

「あっ………」

　すると怪しい風ふう体ていの二人組が目に入った。そしてそんな二人の姿を見た晴海は身を固くする。彼女が最も苦手とする、変質者のようにしか見えなかったのだ。

『そんな事では騙だまされないよーだっ♪』

「浅あさ知ぢ恵えよのう、愚民っ!!　嘘うそならもっと上う手まい嘘をつくのじゃっ!!」

「お仕置きですっ、絶対にお仕置きですっ」

　しかし晴海の傍そばにいた早苗、ティア、ルースの三人は孝太郎の言葉を逃げ出す為ための方便だと考え、全く信じなかった。その場にいた中では唯ゆい一いつゆりかだけがすぐに後ろを見た。晴海の表情の変化に何事かを感じ取ったのだ。

「誰でしょうか、あれ………」

　しかし能天気なゆりかは、近付いてくるゴーストハンター達を危険だとは考えなかった。

「気をつけろ孝太郎！」

「みんなっ！　誰かそっちに行くわよっ！」

　少し離れた所にいたキリハと静香は、孝太郎達に迫るゴーストハンターの事に気付いていた。とはいえ完全に不意を突つかれた格好だったので、彼かの女じよ達たちには咄とつ嗟さに声を上げるぐらいの事しか出来なかった。

「なんじゃ？」

『誰かって誰？』

「何かあったのでしょうか」

　そこでようやくティア、早苗、ルースが後ろを向く。

「もぉらったあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「かもーん、マイエンジェルッスー!!」

　だがその時にはもう、ゴーストハンターの二人は振りかぶった網を全力で振り下ろしていた。

『きゃああぁぁぁぁぁぁっ!?』

　しかし頭上から迫る網に気付いた早苗は、素す早ばやく真下の砂の中へ消えた。日ひ頃ごろから孝太郎との泥どろ仕じ合あいで慣れているので、早苗は不意打ちには滅めつ法ぽう強かった。

「きゃあんっ!!」

「なっ、なんですかっ!?」

　早苗が網を避さけたおかげで、とばっちりを受けたのが晴海とルースだった。二人は頭上から降ふって来た網をかわす事が出来ず、そのまま頭から網を被かぶってしまった。

「手応えありだっ!!　やったぞハチッ!!　娘むすめ一人捕まえるぐらい、俺おれにかかれば大した事はねえっ!!」

「おいらも捕まえたッス!!　これであーんな事やこーんな事がし放題ッスー!!」

　ゴーストハンター達の顔が喜びに輝かがやく。この時の彼らの脳のう裏りに浮かんでいたのは、早苗を売うり払はらった後のゴージャスな生活だった。大好きなお酒を浴びるほど飲み、テレビと自転車を新しくする。二人の目に映る未来は明るく輝いていた。

　………のだが。

「ってハチ、おいらもって？」

「アニキ、捕まえたのはおいらッスよ？」

　その時になってようやく、二人は自分達がそれぞれ一人ずつ幽霊（？）を捕まえている事に気が付いた。狙ねらっていた幽霊の少女は一人だった筈なのに。

「おんやぁ～？　これはどういう事だ？」

「アニキー、おいらにはこの幽霊、人間に見えるッス」

「俺の方もだ。ってハチッ、ターゲットを逃のがしたぞっ!!」

「しまったッスー!!　間ま違ちがえたッスー!!」

　二人は自分達のミスに気付いたのだが、早苗はもう逃げ出した後だったので手て遅おくれだった。

「いっ、嫌いやああぁぁぁぁぁっ！　助けて下さいっ、里見くぅぅぅぅん！」

「へっ、変質者ぁああぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　そしてもっと悪い事に、網で捕とらえた少女達が大声で叫さけび始めた。海からやってきた怪しい風体の二人組が、尻餅をついた二人の少女を網で捕まえている。彼らの目は血走り、鼻息は荒く、全身から海水を滴したたらせている。それはどこからどう見ても、変質者の所業以外の何物でもなかった。

「何をしとんじゃぁぁぁっ、お前らあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ボコッ

　晴海とルースの悲鳴を耳にした瞬間、孝太郎は無む理り矢や理り砂の中から飛び出していた。孝太郎の手足にはルースによってロープが巻かれていたのだが、強ごう引いんに砂から飛び出した時に千切れていた。それは二人の危機に際して現れた、火事場の馬ば鹿か力ぢからだった。

「先せん輩ぱいとルースさんが泣いてるじゃないかぁっ!!」

　砂から這い出した孝太郎は、強きよう烈れつな怒りの視線をゴーストハンター達に向けた。するとゴーストハンターの二人は慌てて虫取り網から手を放し、言い訳の言葉を並べたて始めた。

「まっ、待ちたまえ少年!!　俺達が狙っているのはこの子達じゃない!!」

「そ、そうッス!!　もっと別の、ホラ、そっちの小さな子なんスッ!!」

「そうなんだ少年!!　俺達はそっちの小さな子を捕まえてあれこれして売り飛ばしたいだけなんだっ!!」

「信じて欲しいッス!!　おいら達は普通の女の子に興味は無いッスー!!」

　だがこの彼らの言い訳は孝太郎の怒りに油を注ぐ結果となった。

「おっ、お前らぁっ、変質者ってだけじゃなくっ、ティア狙いの幼女専門かぁぁぁぁぁぁっ!?」

　孝太郎はゴーストハンターの二人が言っているのが早苗の事だとは考えなかった。二人に早苗の姿が見えているとは思わなかったからだ。それは孝太郎だけでなく、その場の全員の共通認にん識しきだった。

「こやつら、わっ、わらわを狙っておったのかっ!?　やはり民間人の中に紛まぎれていても、わらわから溢あふれ出る高貴さは隠し切れなんだかっ!!」

　結果的にティア以外の誰もがこう考えた。この二人は幼い少女を誘ゆう拐かいして酷い事をしようとしている、許し難がたい変質者である、と。

「おのれぇぇぇっ、変質者ぁぁぁっ!!　お前らが誰を狙っているかなんて知るかぁぁぁっ!!　変質者はゆりか一人だけで十分過ぎるほど間に合っているぅぅぅぅっ!!」

「さっ、里見さんっ、せめてコスプレイヤー扱あつかいして下さいっ!!　変質者はあんまりですぅぅぅぅっ!!」

　不意打ちのように飛び出した孝太郎の本音に、ゆりかは滝たきのような涙なみだを流し始める。

「………そっかぁ………私ってぇ、里見さんからすると変質者なのかぁ………」

　思わぬ所からやって来た急所への一いち撃げきに、ゆりかはそのまま力無く泣なき崩くずれた。

「何もかも、嫌になっちゃったなぁ………久ひさし振ぶりに実家へ帰ってみようかなぁ………」

「落ち着くんだ少年っ!!　俺達は社会平和と、俺達自身の生活の為に彼女が必要なだけだっ!!」

「そうッス!!　決してやましい気持ちは無いッスー!!」

「くそぉっ、生活の為にって、お前ら常習犯かぁっ!?　そのうえ桜庭先輩とルースさんを泣かすとは言語道断っ!!　今すぐ海へ叩たたき込んでっ、サメの餌えさにしてくれるっ!!」

　激しい怒りに駆かられた孝太郎はじりじりとゴーストハンター達との距離を詰めていく。それに合わせてゴーストハンター達は後ろに下がっていった。だが、いくらもしないうちに二人はそれ以上下がれなくなってしまった。

「どこへ行こうと言うのかなぁ、あなた達は………？」

「はっ!?　う、後ろにも!?」

　彼らの背後には、木刀を手にした静香の姿があった。その眉み間けんには深いしわが刻まれており、額には青筋が浮かんでいた。目つきは鋭するどく、まるで親の敵でも見ているかのような憎ぞう悪おが込められていた。

「いかんっ!!　ハチッ、逃げるぞっ!!」

「だ、駄だ目めッス!!　アニキ、すっかり囲まれてるッスー!!」

　泣き崩れているゆりかと、尻餅をついている晴海とルースを除く、残りのメンバーが完全に二人を包囲していた。孝太郎は両手の拳こぶしを固く握り締しめ、静香は木刀を大上段に構え、ティアは『青騎き士し』からビーム砲ほうを呼び寄せ、キリハは二体の埴輪はにわに攻こう撃げきを命じた。そして再び姿を現した早苗も近くにあった岩とスイカを宙に浮かべて二人を狙い始める。

「どうしたの、里見君!?　何があったの!?」

　そこへ更に孝太郎の味方が姿を現した。それはコスプレ研究会の六人の少女達だった。彼女達は孝太郎達と合流すべく、自分達の荷物を抱えてやって来た所だった。

「みなさんっ!?　実は変質者が現れましてっ!!　危ないから離れていて下さい!!」

「変質者ですって!?」

「居るのよね、そういうのって」

「許し難い！」

「女の敵よっ！」

　事情を知ると、彼女達も包囲の輪に加わった。その手には中身の詰まったペットボトルや、金属製の水すい筒とうが握られている。いざとなればそれを投げつけようというつもりなのだ。

『変質者だってよ』

『おいマジかよ』

『あの子達たち可愛かわいいからなぁ………』

『マジありえねーって』

　またそれだけでなく、ビーチに居た他の海水浴客もゴーストハンター達に向かって激しい敵意を向け、逃にげ場ばを塞ふさぐようにして取り囲み始めた。絶体絶命、もはや彼らには逃げ場は残されていなかった。

「だ、だめか………」

「万ばん事じ休きゆうすッスー」

　この期きに及ぶと、二人は説得や抵抗を諦めた。そしてゆりかと同じように涙を流し始める。

「───ところであなた達、私達はスイカ割りをやっていたのだけど、一いつ緒しよにやっていかないかしら？」

　そしてその時の静香の爽さわやか過ぎる笑顔は、ゴーストハンターの二人にとって決して忘れられない夏の思い出となった。
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　思う存分スイカ割りを楽しんだ後、孝こう太た郎ろう達はコス研のメンバー達と一緒に日が暮れるまで遊んだ。おかげで宿に戻った時にはみんなクタクタに疲つかれ切きっていた。そんな訳で孝太郎達は疲れを癒いやすべく温泉の真っ最中だった。

「はぁ～～～～～生き返る～～～～～」

　露ろ天てん風ぶ呂ろのお湯に浸つかると、孝太郎には身体から疲れが溶とけだしていくかのように感じられた。加えて日に焼けた肌はだが温泉の湯に触ふれてちりちりと軽く痛む。だがそんな痛みも苦痛を感じるほどではなく、疲れた身体を癒すアクセントの一つでしかなかった。

「部屋は狭せまいけど、温泉は広くて良いなぁ………」

　ここの温泉は男湯と女湯が別になっている。おかげで孝太郎は少女達とは別々に温泉に入る事になったのだが、他に客がいなかった為に広い湯船を独どく占せんする事が出来た。日頃身の周りが騒そう々ぞうしいので、この静かで広い温泉は孝太郎にとっては大きな魅み力りよくだった。

「しかし今日は楽しかったなぁ………。変質者はともかく、散々遊んだもんなぁ………」

　孝太郎は石造りの温泉に身体を寄りかからせ、今日の出来事を思い出していた。変質者（？）を追おい払った後、孝太郎達はコス研と晴はる海みを加えた総勢十四名で一緒に遊んだ。泳いだのはもちろんの事、ビーチバレーにバーベキューにと大おお忙いそがしだった。

「先輩もみんなと仲良くしていたみたいだし、結構結構」

　身体の弱い晴海は泳ぐ事はしなかったが、ゆりかやルース、コス研の中で運動が得意でない面々と一緒に波打ち際で遊んでいる姿が見られた。また孝太郎と一緒にほんの少しだけビーチバレーに参加したりもした。

　───楽しいのが一番だよな、やっぱり………。

　いつも一人でいる事の多い晴海が多くの人間の中に居る。その事が孝太郎には一番嬉うれしかった。そんな訳で、晴海が別べつ荘そうへ帰った後も孝太郎は上じよう機き嫌げんだった。

『………!!』

『………!?』

　女湯の方から一〇六号室の少女達の声が聞こえてくる。壁かべ越ごしで良く分からないが、全員で何か騒さわいでいるようだった。

「ふふふ、あいつらまたやってるな………？」

　いつもなら他のお客に迷めい惑わくをかけるなと怒りだす孝太郎だが、この時は違った。不思議と穏おだやかな気持ちで少女達の声を聞く事が出来た。それだけ昼間遊んだのが楽しかったし、クタクタに疲れていたのだ。

「お前ら、ほどほどにな………」

　そうして孝太郎はお湯に浸かったまま、軽くうつらうつらとし始めた。





　男湯で孝太郎が居い眠ねむりを始めた頃。女湯では特別な話題が飛とび交かっていた。女湯の方も一〇六号室の少女達以外の客の姿は無く、加えて普ふ段だんは常に傍にいる孝太郎が男湯の方に行っている。おかげで彼女達の話題は自然と普段出来ないような内容へと転がっていった。

　最初の話題は孝太郎への愚ぐ痴ちだった。真っ直ぐな男だが、ここぞという時には平気ですっとぼけた事をする。そんな内容の不満を、全員でこぞって並べ立てていた。

「………じゃから本当の事を言えば、わらわはそれ程ほど皇位というものに執しゆう着ちやくしてはおらぬ。母上を守れるなら、別に皇こう帝ていになぞなれずとも良いのじゃ」

　次の話題はそこから派生した内容だった。孝太郎の思わぬ抵抗もあって、なかなか進まない彼女達の侵しん略りやく。一〇六号室へやって来て既すでに四ヶ月、誰もが焦り始めていた。だが誰も諦めようとはしない。誰もが引き下がれない理由を持っていたのだ。だから話題は自然とそこへ移っていった。

「じゃが現在の皇帝である母上を守るには、ただの皇女では足りぬ。皇帝に相応ふさわしき力を持つとアピールせねば、わらわの行動に国民の支持が得られぬ。それでは高い組織力を持つ軍部に丸めこまれるのがオチじゃ」

『じゃああんたは皇帝になりたいからじゃなくて、お母さんの為に一〇六号室が欲しいんだ？』

　珍めずらしく茶ちや化かす事なく話を聞いていた早さ苗なえ。いつになく真しん剣けんな視線がティアに注がれていた。

「そうじゃ。じゃから決して引き下がれぬ」

『ふぅん、あたしと似たようなもんだね』

「そなたと？」

　そして真剣なのはティアも同じだった。流石さすがに自分自身の本音は茶化した気分では語れなかった。今の彼女は小さな身体を湯の中に浸ひたしたまま、じっと早苗の言葉に耳を傾かたむけていた。



















『うん。あたしは一〇六号室でパパとママを待ってなきゃいけないんだ』

　早苗は温泉のふちに腰を下ろし、足を軽く揺ゆらしながら話し始める。しかし幽霊の彼女の足がお湯を掻かき回す事は無い。まるでそこにお湯など無いかのように、彼女の足はぷらぷらと揺れ続けていた。

『パパとママが戻ってきた時に、あそこにあたしが居なかったら困るじゃない？　だからあたしだって絶対に負けられない。あそこがあたしの家なんだから』

「そうか、そなたも父母の為に………。ならば引き下がれまいな」

　ティアの視線は優しい。今の彼女には普段の攻こう撃げき性せいは見られなかった。たっぷり遊んで疲れ切っていた事も、プラスに働いていたのかもしれない。おかげで早苗の方も最近ティアに感じ始めていた反感を忘れていた。

「そ、それを言うなら私だって引き下がれませんよぉ！」

「そなたが？」

『うっそぉ～～』

　ティアは目を丸くし、早苗は即そく座ざに否定する。

「嘘じゃありませんっ！　ちゃんと理由があるんです！」

　いつもならここで引き下がるゆりかだが、比ひ較かく的てき真面目まじめな雰囲気のおかげか、強気の姿勢を崩さなかった。彼女は軽く興奮気味で、お湯の中で玩もてあそんでいたタオルをぎゅっと握り締めていた。

「興味があるな、聞かせてくれ、ゆりか」

　その隣となりでキリハが微笑む。温泉に入って重力から開放されたおかげで、その胸はいつもよりはるかに大きく見える。キリハはそれをそっとタオルで覆おおい隠しながら、穏やかに微笑んでいた。

「は、はい」

　思わぬ所から支持が得られた事で、逆に少し動転してしまうゆりか。しかしすぐに気を取り直し、自身の事情を話し始めた。

「実は私が魔法少女をやっているのは、命の恩人の代わりなんです」

「命の、恩人………？」

　ゆりかの正面でお湯に浸かっている静しず香かが不思議そうな顔をする。今の彼女は髪かみを解いているので、一見静香だとは分かりにくい。彼女はその長い髪を揺らして首を傾かしげる。コスプレで命の恩人とはどういう事なのかと漠ばく然ぜんとした疑問を持っていたのだ。

「はい。私が危ない目に遭あった時に、その人が助けてくれたんです。でもその代わりにその人が大おお怪け我がを負ってしまって………」

　ゆりかは悲しそうに目を伏ふせる。その人物に怪け我がをさせてしまった事に責任を感じているのだ。

「それでそなたが代わりに魔法少女とやらを始めたという事か？」

「そうです」

　ゆりかはこっくりと頷うなずく。

「だからこの世界の平和は私が守ります。家族と会えなくなったのは寂さびしいけど、私がやらなくちゃいけないんです」

『家族と会えなくなったってのはどういうこと？』

「魔法少女なんてものが家庭の中に居たら家族に迷惑をかけます。だから危険が及およばないうちに家を離れました。先代もそうして一人で頑がん張ばって来たそうです」

『へぇ………見上げた心こころ掛がけだわね………』

　───コスプレで実家に迷惑がかかる前に、自立しようっていうのね………。そしてコスプレを始めたきっかけは恩返し、と。ただの駄目っ子かと思ってたけど、根こん性じようだけは本物だわね………。

　日頃ゆりかには否定的な早苗も、この時ばかりはゆりかの根性を見直していた。

「なるほどのう。きちんとゆりかなりの理由が、という所か」

　ティアも似たような意見で、ゆりかの言葉を素直に受け入れていた。そしてティアはゆりかに向かって軽く頷くと、今度はキリハに目を向けた。

「それでキリハ、そなたはなにゆえに地上へ出て来たのじゃ？」

「それは以前話した筈だが。奪うばわれた物を奪い返す。それだけの事だ」

　キリハはそう答えたが、ティアはその答えでは満足しなかった。

「数百年以上も地下に居たのに、突とつ然ぜん地上侵略を考えたのには理由があろう？　何な故ぜ今だったのじゃ？」

「手厳しいな………」

　キリハは軽く苦く笑しようする。キリハはティアの真っ直ぐな視線を受け、誤ご魔ま化かすのを諦めた。

「………実は地上の近代化と共に、我ら大地の民の人口が急激に減り始めたのだ」

「人口じゃと？」

「近代化した地上への憧あこがれからか人口の流出が止まらず、それに呼応するかのように地下の資源も衰おとろえ始めた。人口の減少と資源の枯こ渇かつする速度から計算すると、このままでは数世代のうちに地下の生活が破は綻たんすると分かった」

　かつてはキリハ達の一族は地上を大きく上回る科学技術を誇ほこった。そして誰もがその事に誇りを持ち、地上へ出ようとする者は殆ほとんどいなかった。

　しかし地上の近代化と大規模化によって、人を地下に留とどめる魅力が大きく減少した。芸術や音楽を始めとする文化的な面が地上で大きく発達した事が一番大きな要因だった。人は次々と地上を目指し、そして帰って来なかった。それを資源の枯渇が後あと押おしするようになると、あとは雪ゆき達磨だるま式だった。

「だが我らも座して滅ほろびを待つ訳にはいかない。そこで我らは地上へ出る事を決めた。地上へ出て、生活拠きよ点てんを作り、そこで再び繁はん栄えいする。他に手は無かった」

「そして、それを地上の政府は認めない、か………」

「そうだ。地上の人間に地下へ追いやられた我らにしてみれば勝手極きわまりない言い草に聞こえるのだがな」

『良く分かんないけど、あんたが侵略しないと、みんなが路頭に迷うんだ？』

「ふふふ、身も蓋ふたも無いが、その通りだ」

　話の内容の深刻さに反し、キリハは微笑んでいた。そしてその事が逆に一同の疑問を誘さそう。

「でもでもぉ、その割にキリハさんは楽しそうですねぇ？」

「このままでは一族が滅びると言っても、我の世代でどうにかなる話ではない。それに決して引き下がれないという反面、安易に強引な手を使って取り返しのつかない状況に陥おちいる事だけは避けねばならない。数で劣おとる我らには二度目のチャンスは無いのだ」

「なるほどのう。慎しん重ちようが上にも慎重に、中長期的視点に立った確実な侵略が必要という訳か。察するに、今は地じ盤ばん固めの時期と言ったところなのじゃろう？」

「御ご明めい察さつだ、ティア殿どの」

　キリハ達は少数民族なので、一番恐おそれているのは地上の人間にテロリストだと思われてしまう事だった。そうなると世界各地で頻ひん発ぱつしている民族問題と同じ結末を辿たどる。すると数世代のうちに地上に拠点を作る事は出来ず、彼かれらはそのまま緩ゆるやかに滅びてしまうだろう。だから地上侵略の指揮を執とるキリハにとって一番大切なのは地道で安全、確実な侵略だ。下手に力を誇こ示じしても滅びは免まぬがれないのだ。

　ある意味ティアと良く似た状況であるだろう。民衆の支持が得られるような侵略でなければ、勝利はあり得ない。

「とはいえ地上に出て、我われが楽しいと感じている事も事実だ」

「何かあるんですか？」

　静香が問うと、キリハは大きく頷いた。

「かねてよりジェットコースターに乗りたいと思っていてな」

「ジェットコースター!?」

　静香だけでなく、話を聞いていた全員が目を丸くする。

「実は子供の頃に地上へ出た事があったのだが、その時に乗り損そこねたのだ。あの頃は背が小さくて乗せて貰もらえなかった」

　そしてキリハ一人が懐なつかしそうに目を細める。

『それで乗りたいんだ？　地底人って割に、意外に良い趣しゆ味みしてるじゃない』

「父上にはこんな事を言えば怒ど鳴なられるのだがな」

　キリハはそう言って軽く肩かたを竦すくめる。地上への憧れがキリハ達の衰すい退たいの原因の一つだ。だからジェットコースターに乗りたいというのは、族長の娘の考えとしては危険なものだった。

「こうしてみると一〇六号室関係者は、全て家庭環かん境きように問題があるようですね」

　これまでずっと黙って聞いていたルースがそう結論する。するとすぐに静香がそれに同意した。

「言われてみるとそうだね。私は両親の形見のころな荘そうを大事にして欲ほしいし、里さと見み君だってお父さんに負担をかけないように一〇六号室にいる。他のみんなもそうなら、そういう事よね」

　不思議な一いつ致ちだが、誰もがそういう環境に生まれ付いていた。そしてだからこそ理解できる。自分も、他の人間も、決して引き下がらないと。彼かの女じよらの一〇六号室を賭かけた戦いはまだまだ続くのだ。

「困った事になったものじゃ」

『困らないわよ。あたしが勝つもん』

「わ、わたしだって！」

「我にはゆりかが未いまだに負けていない理由が分からない。どう考えても実力的には惨ざん敗ぱいしている筈なのだが………」

「そういう言い方は酷ひどいですぅ～～！」

「ほ、ほら、虹にじ野のさんっ、運も実力の内って言うし！」

「運だけみたいな言い方しないで下さいぃぃぃぃっ！」

　女湯がぱっと明るい笑い声に包まれる。

　お互たがいに敵同士で、戦いはまだまだ続くが、彼女達は不思議と笑顔だった。それは心のどこかで、お互いが敵であるのと同時に仲間でもあると理解したからなのだろう。

「………行くぞ、ハチ！」

「がってん、アニキ！」

　ゴーストハンター達の二度目の挑ちよう戦せんは、まさにそんな時の事だった。





「ん………？　あ、あれ？　なんだ？」

　居眠りをしていた孝太郎が目を覚ましたのは、女湯から聞こえて来た大おお騒さわぎのせいだった。

「嫌ぁぁぁぁぁぁっ、ちっ、痴ち漢かんですぅぅぅぅっ!!　覗のぞき魔まですぅぅぅぅぅっ!!」

「おのれ貴様らぁぁっ、性しよう懲こりもなくこの高貴な身を汚けがしに来たかっ!!」

「さっ、触さわろうとしましたっ!!　あの人達っ、わたくしの胸に触ろうとしましたぁぁぁっ!!」

「カラマッ、コラマッ、ルースを守れっ!!　ルースっ、こっちへ来いっ!!」

『あんた達っ、いい加減にしなさいよねっ!?　ストーカーって奴やつぅっ!?』

「あ～～～～もうっ、あったまに来たぁっ!!　折せつ角かくみんなで楽しくお喋しやべりしてたのにぃぃぃぃっ!!」

　それはおなじみの六人の声。彼女達の声は何故か怒いかりに燃えていた。

「あいつら、何を騒いどるんだ？」

　起きたばかりの孝太郎には、何が何だか分からなかった。

「ごっ、誤解だっ!!　俺おれ達たちに覗きの趣味は無いっ!!　お前ら普ふ通つうの女の身体になんぞ興味は無い!!」

「そうッス!!　おいら達はそこのちっちゃい子を捕つかまえて閉じ込めて、散々甘あまい汁しるを啜すすろうとしているだけッス!!」

　そこにどことなく聞き覚えのある男達の声が混じる。しかし頭がはっきりしない孝太郎にはすぐにはその声の主が思い出だせない。

「ぬああぁぁぁぁぁっ!!　しっ、静香ぁっ、こっ、こやつら消し飛ばしても良いかっ!?　許してはおけぬっ!!　良くもわらわに向かってそのような事をっ!!」

「良いわよっ!!　今回だけは特別よっ!!　こんなロクでもない犯罪者っ、一いつ般ぱん社会へ返す事さえ罪悪よっ!!」

「『青騎士』ぃぃぃっ!!　高収束対人ビームカノォォォォォォンッ!!」

「カラマッ、コラマッ、エネルギー増ぞう幅ふくフィールドッ!!」

『分かったホー！　行くぞコラマッ！』

『今、必殺のフォーメーションだホー！』

「わああぁぁぁぁっ、もう駄目だあぁぁぁぁぁっ!!」

「アニキー、アニキィィィィィィィィッ!!」

『しんぢゃえ～～～～っ、ヘンタ～～～～～～～イッ!!』

　ドギュウゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥンンンンンッ

　壁かべの向こう、女湯で閃せん光こうが走る。

　バッシャアァァァァァァァァン

「どわぁっ!?」

　その直後、女湯から黒くろ焦こげになった二人の人間飛んできて孝太郎の目の前に落ちた。

「あんたら、昼間の………」

　顔に飛び散ったしぶきをタオルで拭ぬぐいながら、孝太郎はようやく男達の正体に思い当たった。温泉に海草のようにプカプカ浮ういている男達の顔には見覚えがあった。ビーチでティアを捕まえようとしていた変質者だった。

「………あんたら、昼間あれだけやられたのに、根性あるなぁ………」

　その目的はともかく、根性には感心しないではいられない孝太郎だった。

「しょ、少年、君の連れの女の子達は、い、一体どうなってるんだ………？」

「それに俺も手を焼いているんだ」

「そ、そうッスか………」

　だが二人の根性もそこまでだった。少女達に滅めつ多た打うちにされた二人はそこで完全に力尽きた。

「ふが、ぶががっ、ぶがぶがっ」

「ごぼぼぼぼぼぼぼぼっ」

「成じよう仏ぶつせいよ………」

　そうして二人は孝太郎が見守る中、ゆっくりと温泉の底に沈しずんでいった。





「やれやれ、すっかり遅おそくなった」

　孝こう太た郎ろうが男湯を出たのは、少女達が女湯を出たしばらく後の事だった。男湯には孝太郎一人きりだったので、ゴーストハンター二人を温泉の中から引っ張り出すのに時間がかかってしまったのだ。

「ただいまー」

　そんな訳で、孝太郎が部屋に戻もどった時には部屋には少女達が全員戻って来ている筈はずだった。だが部屋の戸を開けても、中からはいつものような元気な声は聞こえてこない。部屋は奇き妙みようなくらい静まり返っていた。

「………おかしいな、みんなまだ帰って来ていないのか？」

　孝太郎は軽く首を傾げると、スリッパを脱ぬいで部屋に入っていった。

「おかえり、孝太郎」

　部屋に居たのはキリハ一人きりだった。キリハは点つけなかったのか、照明が消えたままの部屋は暗い。だから窓から差し込む月と星の光を浴びて、キリハの姿だけが暗い部屋の中に浮かび上あがっていた。

　キリハは窓まど枠わくに腰こし掛かけるようにして窓の外を眺ながめていた。身に纏まとった浴衣ゆかたと黒く美しい髪が、窓から吹ふき込んでくる風に揺れている。彼女の視線の先には夜の海。だが夜の海とはいえ漆しつ黒こくの闇やみではない。彼女を輝かせている月と星とが、暗い海をも照らしていた。

　───そっか。それで部屋の電気が消したままなのか………。

　部屋の照明が点いたままでは、優やさしく輝く水面みなもの光が見えないのだろう。孝太郎は照明が消えている理由をそんな風に考えた。

　海を見るキリハの横顔は不思議と優しげだった。だが彼女が一番優しい瞳ひとみをするのは、視線を手元に落とした時だった。彼女の手には小さなカードが握にぎられていた。それは古ぼけたカードゲームのカードだった。元はメタリックの輝きを宿していたそのカードは、時の流れに僅わずかにその輝きを曇くもらせている。そのカードの表面には油性インクで書かれたミミズがのたくったかのような落書きがあった。そしてキリハがその落書きを指先でなぞるたびに、孝太郎には薄うすれた輝きの分だけ彼女の笑え顔がおが輝いて見えた。

　───よっぽどあのカードに大切な想おもい出でがあるんだな………。

　キリハの表情と、指先の優しい動き。そしてひたむきな視線。孝太郎にはそれらはカードの向こう側にある想い出に向けられているように思えた。孝太郎にも大切にしている想い出の品があるから、キリハの気持ちが良く分かる。

　───なんだろう、これ………。見ていると安心する、というか………。

　キリハの笑顔なら孝太郎は毎日のように見ている。彼女は意図的にそれを孝太郎に見せる。しかしこの時の彼女の笑顔はこれまでに見て来たどれとも違っていた。それは不思議なくらいあっさりと、孝太郎の胸の奥おくに染しみ込んでくる。そしてこの時は何故か、孝太郎にはキリハへの警けい戒かい心しんが湧わかなかった。

「どうした孝太郎、そんな所に突っ立たって」

　沈ちん黙もくを破ったのはキリハの方だった。彼女は孝太郎に顔を向けてにっこりと微笑ほほえむ。この時の笑顔は、カードに向けていたものと良く似ていた。

「あ、え、えぇと………」

　孝太郎はキリハに見み惚とれていたとも言えず、慌あわてて言い訳を探した。だが幸いな事に、すぐに言い訳にぴったりのものを彼女が握っている事に気が付いた。

「そのカード、随ずい分ぶん大切そうにしているから、何なのかなって思ってさ」

「似合わないだろう？　我も似合わないのは分かっている。だが、どうしても手放せなくてな」

　キリハはそう言って再びカードに視線を落とし、自じ嘲ちよう気味に苦笑する。だが孝太郎は首を横に振ふった。

「手放さなくていいんじゃないか。大切な物なんだろ？」

「………孝太郎？」

　するとキリハは怪訝けげんそうに孝太郎を見る。その表情には孝太郎の言葉への戸と惑まどいが滲にじんでいた。

「どうかしたかい、キリハさん？」

「汝なんじは我がこういうものを持っていると、笑うと思っていた。だから少し意外でな」

「キリハさんが何者でも、俺には他人の想い出を笑う趣味は無いよ。かく言う俺も、そういう品物を隠かくし持もってるクチでさ」

　孝太郎が軽口を叩きながら肩を竦めると、キリハは元の笑顔に戻った。それは孝太郎の胸に染み込んでくる、あの不思議な笑顔だった。

「………ありがとう、孝太郎」

「礼なんか言っても、何も出ないぞ」

　照てれ隠しにそう言った孝太郎に、キリハは首を横に振った。

「それで良い。汝からは、もう思おもい遣やりを貰っているのでな」

「お、おい………」

　孝太郎は戸惑いを隠せなかった。やはりいつものキリハとは何かが根本的に違っている。まっすぐで透とう明めいな意志とでも言えば良いだろうか、ともかく普段の彼女から感じる雰ふん囲い気きとはまるで違うのだ。しかも孝太郎はそれを好ましいと感じている。相手は一番油断のならない曲くせ者もののキリハだと分かっているのに。

「このカードは、ずっと昔に、大好きだった人から貰ったものなのだ。それっきりずっと逢あえずにいるのだが………」

「会いたいのか？」

「ああ。逢いたいな………逢ってどうしたいのかまでは、分からないのだが………」

　いつもは嘘うそや策略だらけのキリハも、流石に自分の想い出を利用しようという発想は無かった。つまりこれこそが、彼女が初めて孝太郎に見せた本音の部分。カードの事を笑わないでくれた孝太郎への、感謝の気持ちの表れだった。

　───また俺を惑まどわそうとしている？　いや、それにしては様子が………。いやいや、相手はキリハさんだ。油断したらいけない。しかしこの目が嘘をつく人間の目か？

　だが孝太郎にはそういう彼女の事情は分からないから、急に目の前に表れたキリハの本音に、混乱するしかなかった。

『あぁん、いたいたっ!!　孝太郎にキリハッ、あんた達たちも来なさいよっ!!』

「わあぁっ!?」

　そこへ突とつ然ぜん早さ苗なえが飛び出して来たものだから、孝太郎は心臓が口から飛び出しそうなくらい驚おどろいた。良くも悪くも孝太郎の頭の中はキリハでいっぱいだったのだ。

「さ、早苗か………」

『どうしたの孝太郎、そんな変な顔して。気持ち悪いわね』

「ほ、ほっとけよっ」

　───気の迷いだ、気の迷い。海へ遊びに来て、ちょっと気が大きくなってるんだ。

　早苗の登場には物もの凄すごく驚かされたものの、彼女のおかげで孝太郎は普段の調子を取とり戻していた。

『それはそうと、あっちに卓たつ球きゆう台だいがあるからさ、あんた達も来なさいよっ!!　今みんなで対決中だからっ!!』

「ホホウ、それは良い事を聞いた」

　早苗達たちが部屋に戻っていなかったのは、途と中ちゆうで卓球台を見付けた為だった。そのせいで考え事をしていたキリハだけが先に部屋へ戻って来ていたのだ。

「行くぞ、早苗っ！」

『あいあいさーっ！』

　卓球台の話を聞くと、スポーツ好きの孝太郎は早苗を連れて嬉き々きとして部屋を飛び出していった。おかげで部屋はまたキリハ一人きりになった。

「………不思議だ。我は何故、孝太郎にあんな話をしたのだろう………？」

　一人になったキリハは、自分が孝太郎に本音を明かした事に驚いていた。大切なカードを笑わないでくれた事が嬉しかったのは確かだが、一〇六号室の奪い合あいの事を思えば本音を明かす事はキリハにとってマイナスでしかない。なのに言わずにはいられなかった。言いたいと思ってしまったのだ。

「無様だな。これでは立場が反対だ………」

　孝太郎の心の隙すきに入り込み、一〇六号室を手に入れようとしていたキリハ。隙に入り込むつもりが、入り込まれていたというのでは笑い話にもならない。

「策士、策に溺おぼれるとは良く言ったものだ。ふふ、ふふふふっ」

　だがキリハは、口で言うほどには後こう悔かいしていなかった。





　孝こう太た郎ろう達が就しゆう寝しんしたのは夜中の十二時を回ろうかという頃だった。普段ならみんなもう少し起きているのだが、昼間から連続した大騒ぎのせいで誰だれもが疲れていた。そのうえ海水浴は二泊三日でまだ二日残っているので、無理をせずに早々に眠ねむりについたのだった。

　だが六畳じように七人の人間が眠るとなると簡単な事ではない。寝ね場ば所しよだけでなく、その狭さや暑苦しさが大きな問題となった。パズルにも似た議論の結果、早さ苗なえが天てん井じよう、じゃんけんに負けたゆりかが寝ね袋ぶくろで寝ねるという事で寝場所問題は一応の決着を見た。それだけでは部屋の暑さは解消しなかったが、夜中の一時を回る頃には海の近くである立地条件が幸いして眠れるくらいには気温が下がった。おかげで二時を回る前に誰もが深い眠りの底に落ちていた。

　しかし就寝時の問題はまさにここから始まるのだった。

「………ん………あ、あれぇ………？」

　一番最初に異変に気付いたのはルースだった。寝ね返がえりを打とうとしたにも関わらず、身体がぴくりとも動かない。そのうえ身体全体が何かあたたかいものに包まれているような感覚があった。

「ふぅ………ふぅ………」

　そしてルース自身のものとは違う呼吸が何度となく頬ほおを掠かすめていく。そして鼻先に感じる知らない銘めい柄がらのボディソープの匂におい。

　───なんでしょうか、これぇ………。

　自分を包つつんでいるものが何なのかは分からない。しかしこうしてそのぬくもりに頬を寄せていると、ルースは日ひ頃ごろ気を張っている自分がどろどろと溶けていくような不思議な解放感が感じられた。だからルースは力強いそのぬくもりに、そのまま身を任せていたいと思っていた。

「これはおれのものだ………」

　囁ささやくような男性の声。それと同時に身体を包んでいる力が強まる。密着感が増し、より深い安心感がルースを包む。

　───おとこのひとのこえ………。

　しかしその認識が、まどろみの中に漂ただようルースを急激に覚かく醒せいさせていった。

「なっ、何がっ!?」

　目を覚ましたルースが最初に見たのは、自分に覆いかぶさっている男性の姿だった。その瞬しゆん間かん、ルースはビーチと温泉で出会った変質者の事が脳のう裏りを過よぎり身体が強こわ張ばった。

　───わ、わたくし、また、お、襲おそわれて………!?

　あまりの驚きと恐きよう怖ふに声が出ない。ルースは悲鳴をあげる事も出来ず、じっと目の前の男の顔を見ている事しか出来なかった。

　だがその直後、窓から差し込んで来た月明かりが男の顔を照らし始めた。おかげでルースにその男の顔が判別できるようになった。

「………あれっ!?　サ、サトミさまぁ!?」

　その顔は見慣れた孝太郎のものだった。それを認にん識しきした瞬間、ルースの身体から一気に強張りが抜ぬけ落おちていく。

「なぁんだぁ、サトミ様だったのですね………。驚かさないで下さい、もぉ………」

　安あん堵どしたルースは小さく苦笑しながら、再び孝太郎に頬寄せる。するとしばらく前までの解放感と安心感が戻ってくる。そのままルースは甘えるように何度も孝太郎に頬を擦すり付つけ続けた。

　ルースはしばらくそうしていたのだが、やがて寝ね惚ぼけ気ぎ味みの頭の中にこの状じよう況きようの意味が染み込んでくる。

「………あれっ？　これがサトミ様って事はっ!?」

　それを理解した瞬間、ルースの身体が再び強張った。同時に頭の中が真っ白になり、正常な思考がどこかへ吹き飛んでいった。

「サッ、サトミ様がっ、わたくしを求めてっ、求めてぇっ、う、うわぁっ、うわああぁぁぁっ!!」

　この時のルースが感じていたのは、孝太郎を変質者だと思った時のような恐怖ではなかった。ルースの胸を満たしていたのは強い驚きと恥はずかしさ、そしてほんの一ひと握にぎりの嬉しさだった。

「どっ、どっ、どっ、どうしましょうっ!!　こっ、心の準備がまだぁっ!!　サトミ様ぁっ、こんなのっ、突然過ぎますぅぅぅぅっ!!」

「だれにもわたさないぞ………」

　孝太郎はそう囁き、慌てるルースを更さらに強く抱だきしめる。

「ふ、ふあぁぁぁぁぁっ!!」

　その瞬間、ルースの身体からへなへなと力が抜ける。

「そっ、そんなことっ、言われたらわたくしっ、どうにかなってしまいますっ!!」

　貴族の出身という事もあり、子供の頃ころから女性ばかりの環境で育ったルースには、この状況は刺し激げき的てき過ぎた。相手が嫌きらいな人間であれば逆に平気だったのかもしれないが、相手は孝太郎でむしろ好きな部類の人間だった。ルースには色んな意味で条件が整い過ぎていたのだ。

　そんな時、不意に孝太郎の顔がルースの顔に近付いてきた。それをルースは孝太郎が自分にキスをしようとしていると直感した。すると途と端たんに福引き所でルース自身が孝太郎にキスをしようかと妄もう想そうした事が思い出され始める。

「こっ、これっ、このままわたくしはっ、わたくしはぁっ………」

　───い、良いんですよねっ!?　求められているんだし、抱き締められて逃げ出せないんだしっ、わたくしの妄想やわがままじゃ無いんですよねっ!?

　目も眩くらむような胸の高鳴りに押おされ、ルースは遂ついに観念した。彼女は孝太郎に応こたえるべく、そっと顎あごを上げて目を閉じる。

　───良かった………勘かん違ちがいだった………ビーチでは水着姿に興味を持って貰えて無いのかと思ったけど………ちゃんとわたくしを女性として見てくださっていたんだ………。

「この木はおれがみつけたんだ。まっけんじー、カブトムシがほしいなら木ぐらいじぶんでみつけろ………」



















　だが大変残念な事に、孝太郎はルースの事を女性ではなく、カブトムシが沢たく山さん棲みついている木だと考えていた。

「へっ………？」

　その瞬間、もう一度ルースの頭の中が真っ白になる。

「ふぇっ、ふぇっ、ふぇっ、おまえにわいっぴきもわたさんぞ………」

「ゆ、夢を見ている、だけ………？」

　そこでルースは全すべてを理解した。

　孝太郎は信じられないぐらい寝ね相ぞうが悪い。いつもルースが踏ふんでしまうほど、寝ている間に色んなところへ転がっていく。今回はその先にルースが居ただけ。夢の中で木にしがみついているから、手近なルースにしがみついただけ。

「ことしはおれのかちだ、まっけんじー………ぐふぉふぉふぉふぉ………」

「求めているのはわたくしではなくて、カブトムシ………？」

　ルースの胸の高鳴りも、求められているという実感も、キスを受け入れようと思った事も。全ては勘違い。それはあまりと言えばあまりの現実だった。

「いっ、いやああぁぁぁぁぁっ!!　嘘よぉぉぉぉっ、そんなの嘘おぉぉぉぉっっ!!」

　辛つらい現実と激しい羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれ、ルースは孝太郎から逃のがれようともがき始める。孝太郎の胸むな板いたを必死で押し返かえし、大声で叫さけび始めた。

「じ、地じ震しんか………あぶらい………」

「い～～～～～や～～～～～っ!!」

　孝太郎はそれを地震だと勘違いし、ルースの事を更に強く抱き締める。だがルースはそれでも動くのを止めなかったので、寝ね苦ぐるしくなった孝太郎は彼女を抱いたまま大きく寝返りを打った。

「きゃあああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「ぐえっ」

「きゃあぁぁぁっ、だっ、誰ぇっ、胸に触ったのぉっ!?」

「なっ、なんじゃっ何事じゃっ!?」

　孝太郎はルースを抱かかえたままゴロゴロと元気に寝返りをうった。ゆりかを押し潰つぶし、静しず香かの胸に触り、ティアの顔を踏んだ。無事だったのは騒ぎに気付いていたキリハと、天井で寝ていた早苗の二人だけだった。

「よし、行くぞ、ハチ！」

「がってん、アニキ!!」

　間の悪い人間というものは常にいるもので、この時は彼らがそうだった。

「里さと見み君のエッチ～～～～～～～～!!」

「死ねぇぇぇぇぇぇっ!!　死んで詫わびろぉぉぉぉぉぉっ!!」

「サトミ様のバカァァァァァァァァッ!!」

　チュドォォォォンッ

　ゴーストハンター達は寝ね静しずまった部屋に忍しのび込むべくやって来たのだが、窓から入ろうとしたまさにその時、流ながれ弾だまによって吹き飛ばされた。

「………ハ、ハチよ………い、一体、何が起こったんだ？」

「さ、さぁ？　でもアニキ、おいら一つだけ分かったッス」

「なんだ？」

「あの幽ゆう霊れいが一人になるのを待った方が良いッス………」

「お、俺おれもそう思う………このままでは俺達が死ぬ………」

　宿の庭に叩たたき付けられた二人は、そこで失神した。こうして彼らの三度目の挑戦も、失敗に終わったのだった。





「何やってんのよ里見くぅん、しっかりしてよぉ。何時だと思ってるのよ、もぉ～～～」

「本当に申し訳無い。お詫びのしようもありません。自分の寝相が悪いのをすっかり忘れていました」

　深夜の二時半。再び明かりが灯ともった部屋の中で、孝太郎は少女達に平ひら謝あやまりを繰くり返していた。

「大体がじゃな、どんな夢を見ていたら、部屋中転がりまわるのじゃ？」

「いやー、それがだなぁ、マッケンジーと一緒にカブトムシを取ってたんだけど、突とつ然ぜん地じ震しんが起きてさ。必死に木にしがみついてたんだけど、どうやら現実ではその時にごろごろ転がってたらしいんだ」

『あんたが転がるから揺れるのよ。ホントの馬ば鹿かね………。それにその歳としでカブトムシも無いでしょうが』

「そうは言ってもだなぁ、八センチを超こえる大物が居たんだ。日本男児としては採とらん訳には───」

「サトミ様っ、もうカブトムシの話は結構ですっ!!　甚はなはだ不ふ愉ゆ快かいですっ!!」

「す、済みません」

　少女達はすっかり怒ってしまっていた。特に一緒に寝返りを打たされたルースの怒りは格別で、日頃の控ひかえ目めな態度が嘘のように、激しい怒りを露あらわにしていた。怒っていなかったのは被ひ害がいの無かったキリハと、孝太郎の寝返りで押し潰されて気絶したままのゆりかだけだった。

「愚ぐ民みん、愚民」

　そんな中、ティアが孝太郎の服の袖そでを引き、小声で囁く。

「なんだ？」

「そなたルースに何をしたのじゃ？　あの怒り方は尋じん常じようではないぞ？　本当に抱き抱えて寝返りを打っただけなのか？」

「ああ、その筈なんだが………」

　当然、孝太郎には心当たりは無い。孝太郎としては、カブトムシを取っていただけなのだ。

「ふぅむ。珍しい事もあるものじゃ………。ルースがわらわ以外の人間にあれほどの怒りを向ける事など初めてじゃぞ」

「まずいなぁ………」

「ああなったら、しばらく放っておくしかないぞ。クールタイムはおよそ一週間だ」

「殿でん下かっ!!　サトミ様っ!!　何をこそこそしているんですかっ!!」

　ルースの瞳がギラリと輝かがやく。

「いえ、べ、別に」

「な、何でもない、何でもないぞ」

　その迫はく力りよくに負けた二人はあっさりと話を打ち切った。

「………わらわを巻き込むな」

「勝手な事を言うな。お前が話しかけて来たんだろう」

「ちゃんと聞いておられますかっ、お二人とも！」

　そんな孝太郎達たちの気持ちを誰よりも正確に把は握あくしていたのが早苗だった。

『………』

　これまで誰よりも間近で孝太郎を眺めて来た事、そして幽霊という剥むき出しの精神そのものである事がそうさせた。彼女は本人達以上に、孝太郎達のお互いへの気持ちを正確に理解していた。

　───ティアもルースも、孝太郎の事が気になってる………。早く何とかしないと、孝太郎はあたしよりもあの二人と仲良く───

「どうした早苗、変な顔して」

『こっ、孝太郎っ!?』

　早苗の考え事は、他ならぬ孝太郎自身によって打ち切られた。

「悪かったな、お前も怒ってるんだろ？」

『べ、別に怒ってないわよっ。あたしが被害に遭あった訳で無し』

「そうか？　だったらどうしてそんな顔をしてるんだ？」

『あたしの事なんてどうだって良いでしょっ!!　あんたとは所しよ詮せん敵同士なんだからっ!!』

　───所詮、敵同士………。

　早苗は自分の吐はき出した言葉にショックを受けていた。孝太郎と早苗は敵同士。最終的にはどちらかが出ていく事になる。その当たり前の現実が早苗の気持ちを重くした。

　それに比べ、孝太郎とティアは厳密には敵ではない。ティアは一〇六号室を狙ねらっているが、最終的には孝太郎を仲間にしようとしている。彼女には孝太郎を追い出す必要など無いのだ。

　どちらも最初から分かっていた事。ごく当たり前の事。それなのに、今の早苗にはその現実が受け入れられなかった。

「まぁな、確かに俺達は敵同士。お前の言う通りだよ」

　孝太郎はそう言って肩を竦めると、話を打ち切った。

　───『確かに俺達は敵同士』………。

　早苗の胸に、孝太郎のその言葉が鋭するどく突つき刺ささる。孝太郎がそう答えるという事も重々分かっていたというのに。分かっていてなお、早苗のショックは大きかった。

　───あたし………もうだめだ………。頭が………おかしくなっちゃった………。

　分かり切った現実。日に日に大きくなる不安。そういったものに苛まれ、早苗は遂に天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を失ったのだった。











　　　早苗の危機　八月十二日（火）





　翌日、海水浴二日目。この日も快晴に恵めぐまれ、孝こう太た郎ろう達は再びビーチへ繰り出していた。

「ゆりか、お前何やってんだ？」

「しー、しー、しー！」

　孝太郎がおやつの焼きそばを買って自分達のパラソルの所に戻ってくると、ゆりかが周囲をきょろきょろと見回しながら物もの陰かげから物陰へと移動を繰り返していた。元々挙きよ動どう不ふ審しんの気のあるゆりかだが、今回は輪をかけて酷かった。

「………敵の魔ま法ほう少女が攻せめて来たゴッコか？」

「ちがいますよぅっ!!　コス研の人達に見付かりたくないんですぅっ!!」

　孝太郎はてっきりこれもコスプレの一いつ環かんだと思っていたのだが、ゆりかはコス研の人間から逃にげている最中だった。ゆりかの挙動不審は、遠くで遊んでいるコス研の少女達の視線から身を隠す為ためだったのだ。

「どうしたんだ？」

「コス研の人達は、私の事を捕まえて明後日のコミハに連れて行こうとしているんですっ!!」

「良いじゃないか、行ってくれば」

　その方が一〇六号室は平和だった。

「嫌いやですよぅっ」

「それにコミハには仲間もいるんだろう？」

「居ませんっ!!　どうして里さと見みさんはそうやって意地悪ばかり言うんですかぁっ!!」

「馬鹿、大声を出すと見つかるぞ」

「そ、そうでしたっ」

　そしてゆりかは物陰伝いに岩場の方へ移動していく。人の居ない方へ身を隠し、コス研の少女達が諦あきらめるのを待つ魂こん胆たんだった。

「………素す直なおじゃないんだから」

　去っていくゆりかを見送ると、孝太郎は買って来たばかりの焼きそばの箱を開けた。

　ガサ

　薄いプラスチック製の箱が口を開けると、中から海の家の焼きそば特有の香こうばしい匂においが漂ってきた。

「これこれ。海に来たからにはこれを喰くって帰らないと！」

　孝太郎は早さつ速そく焼きそばを頬ほお張ばった。すると口の中に濃こいソースの味が広がる。海の家の食べ物は、どれも海で泳いだ人達が塩味に麻ま痺ひしている事を見み越こして濃い味付けになっている。おかげで散々海で遊んで口の中が塩っぽくなった孝太郎でもきちんと焼きそばの味が感じられていた。

「早さ苗なえ、お前も味見するか？」

　味を確かめた孝太郎は一いつ端たん箸はしを止め、少し離はなれた所に座すわっている早苗に自分の肩を叩いて見せた。

『………いらない』

　早苗はじっとビーチの砂を見つめたままポツリとそう答えた。孝太郎の方を見ようともしない。

　───駄だ目めか………。

　孝太郎は彼女のそんな答えに軽く落らく胆たんする。実は孝太郎は早苗と話がしたくて焼きそばを買って来たのだった。

　早苗は今朝からずっとおかしかった。何かをするでなく、沈んだ様子でずっと一人で何かを考え込んでいた。かと思えば、孝太郎の事をじっと見つめていたりもする。だがその事に孝太郎が気付くと慌てて目を逸らしてしまう。

　日頃元気な笑顔を絶やさない早苗がそうして落ち込んでいるおかげで、どことなく孝太郎達一行の雰囲気もぎくしゃくしてしまっていた。早苗を知らないコス研の少女達が居るおかげで、完全におかしな雰囲気にはならずに済んでいる状況だった。

「一体どうしたんだ？　朝からおかしいぞ、お前」

『ほっといてよ………。別にあたしの事なんてどうだっていいじゃない。敵同士なんだから！』

　早苗はそう言ってそっぽを向く。

「敵同士と言ってもだなぁ、近くでずっとそういう顔をされると───」

『ほっといてって言ってるでしょうっ!?　どうだっていいじゃない、あたしの事なんてっ!!　敵同士なのに慣れ合ってたこれまでがおかしかったんだからっ!!』

　早苗は孝太郎を怒鳴りつける。その両目には涙なみだがいっぱい溜たまっていた。

　───早苗………お前………？

　孝太郎は早苗の言葉よりも、その時の彼女の瞳にショックを受けていた。深い悲しみと怒り。しかしその瞳は何かを必死で訴うつたえている。だが孝太郎にはそれが何なのかを読み取る事が出来ない。その小さな胸の内を想像する事は出来なかった。

　孝太郎が何も言えずにいる間に、早苗は立ちあがって孝太郎に背を向けた。そうなって初めて、孝太郎は言葉を絞しぼり出した。

「ま、まて早苗、話はまだ終わって───」

「終わりよ!!　あんたが放っておいてくれないなら、あたしがどこかへ行くだけよっ!!」

　だが結局早苗は孝太郎の言葉を聞かず、そのまま歩いて行ってしまった。人ごみに邪じや魔まされる事なく移動できる彼女は、いくらもしないうちに孝太郎の視界から消えていった。

「一体どうしたってんだ、早苗の奴………」

　焼きそばを手にしたまま、孝太郎は大きく溜め息いきをつく。

　孝太郎には訳が分からなかった。早苗が妙みように落ち込んでいる理由が分からないのだ。心当たりは昨日の夜に今と似たようなやりとりがあった事ぐらい。しかしそこで交かわされた言葉は敵同士であるという純然たる事実でしかない。孝太郎と早苗は休戦こそしていたものの、敵同士である事には変わりない。最終的に相手を追い出そうとしているのはお互い承知の上なので、その事が早苗を傷付けるとも思えない。

「里見君、仲直り出来なかったの？」

「はい。失敗です、大家さん」

　近付いてきた来た静しず香かに孝太郎は頷く。静香の後ろにはティア達の姿もあった。彼かの女じよ達たちも早苗の事は気になっていたのだ。

「サナエは何に怒っておるのじゃろうかのう………」

　ティアは早苗の去っていった方向を眺めながら、小さく溜め息をつく。

「わたくしにはサナエ様は怒っているというよりも、泣いているように見えましたが」

「我もそう思う。早く何とかしてやる事だな、孝太郎」

「そうじゃ。早苗があの調子では、一〇六号室の問題を解決する事もままならぬ」

「何とかって言ったって、どうしたらいいか………」

　孝太郎も少女達のように早苗の去っていった方を眺める。

　早苗から笑顔が消えてから、孝太郎も何だか落ち着かない気分だった。だから孝太郎としても出来るなら何とかしたい所なのだが、その方法が思い付かず、もどかしい気持ちにさせられていた。

「ええい、考えるのは止めだ!!　考えていても始まらん!!」

　元々考え事が苦手な孝太郎は、そこで考えるのを止めた。

「大家さん、ちょっと早苗を捜さがしに行ってきます。後はお願いします」

　考えるより先に行動する。それが孝太郎のモットーなのだ。

「分かったわ。行ってらっしゃい、里見君」

　こうして孝太郎は自分の荷物と少女達を後に残し、早苗を捜しに出かけるのだった。





　一人になった孝太郎は、とりあえず早苗の去っていった方へ向かう事にした。早苗は海岸線に沿って歩いて行ったので、孝太郎は人で溢あふれ返ったビーチを縫ぬうようにして進んでいった。しばらくそうして進んでいくと、次し第だいに周囲の人々の姿が減っていく。その先にある岩場のあたりは遊泳禁止になっているのだ。

「やれやれ」

　大分周りの人間が減った所で孝太郎はひと息ついた。岩場に入って足場は多少悪くなっていたのだが、人が減った分歩きやすくなっていた。

「さとみくーん！」

　そんな時、孝太郎を呼ぶ声があった。声の方に目をやると、陸側の防ぼう波は堤ていの上で孝太郎に見覚えがある日ひ傘がさが揺ゆれていた。呼んでいたのは晴はる海みだった。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱい！」

　孝太郎は晴海に向かって手を振ふり返すと、防波堤の階段を駆かけ上がって行った。

「こんにちは、里見君」

　息を切らせてやってきた孝太郎を、晴海は穏おだやかな笑顔で迎むかえた。晴海が着ているのは昨日のものとは違ちがう薄いブルーの涼すずしげなサマードレスで、手にしている日傘だけが昨日と同じものだった。

「こ、こんにちは、桜庭先輩。唐とう突とつで申し訳無いんですが、さな───」

　唐突で申し訳無いんですが、早苗を見かけませんでしたか。

　そう訊たずねようとして、孝太郎は途中で口を噤つぐんだ。晴海には早苗は見えていないので、訊きいても混乱させるだけだった。早苗が見えているのは何故か一〇六号室の関係者だけなのだ。

「里見君？」

「あー、いえ、桜庭先輩はどうしてこんな寂さびしい場所にいらっしゃるのかな、と思いまして」

「実はこの先にうちの別べつ荘そうがあるんです」

　晴海は話を変えた孝太郎に特に何も感じなかったようで、笑顔で背後に続く山道を指さした。その先には海外の高級住宅街を思わせるような大きな家が幾いくつも建ち並んでいる。そのうちの一つが、晴海の家の別荘なのだった。

「そうだったんですか」

「それで里見君は？　それこそどうしてこんな寂しい場所に？」

「それはですね………」

　晴海に問われ、孝太郎はほんの一いつ瞬しゆん話しても良いものかと迷った。しかしすぐに話してしまう事に決めた。早苗が幽霊である部分を除けば、特に不都合のある内容では無かったのだ。

「実は一いつ緒しよに海に来た友達と喧けん嘩かをしまして」

「まぁ………」

　すると晴海は驚きに目を見開きながら、心配そうに軽く首を傾かしげた。

「それで、そいつがどこかへ行ってしまったので、捜しに来たんです」

「そうでしたか………」

　すると晴海は残念そうに目を伏ふせた。晴海は孝太郎の心情を感じ取り、誰かも分からない相手を心配していたのだった。



















「里見君、差さし支つかえなければ、喧嘩の原因を聞かせて頂けませんか？　言って頂ければ、私にも何かお手伝い出来るかも知れません」

「桜庭先輩………」

　孝太郎はそのありがたい申し出に素直に甘える事にした。晴海ならこの困った状況に答えをくれるような、そんな気がしたのだ。

「それが、実は俺にも良く分からないんです」

「分からない？」

「心当たりはあるんですが、それが本当に原因なのかどうかも分からなくて………」

「それは？」

「仲が悪いっていう事実をありのままに口にしたら、そいつを傷付けてしまったようなんです」

　孝太郎は本来『敵同士』と言うべき所を『仲が悪い』と言いい換かえた。そこだけは晴海に理解しやすいようにしてやる必要があった。

「事実を………」

「でもこれまでずっと俺達はそういう関係だったし、これまでもその事についての言い合いを繰り返してきました。だからそれが原因とは思えないんです」

　孝太郎と早苗は最初から敵同士で仲が悪かった。途中から休戦したものの、それは今も変わらない。そしていつも敵同士だ、邪じや魔ま者ものだ、追い出してやると罵ののしり合って来た。それが今になって突然早苗を傷付けるとは孝太郎には思えなかった。

「そうですか………。それでは、その方は傷付くのかもしれませんね」

　だが晴海はそうではなかった。彼女は孝太郎の話から、一つの答えを導き出していた。

「分かるんですか?!」

「ええ。多分ですけれど………」

　そして晴海は薄く微笑むと、子供を諭さとす母親のような調子で話し始めた。

「私と里見君は、部活動の先輩と後こう輩はいですよね？」

「はい。いつもお世話になっている大事な先輩です」

「でも、こういう言い方も出来るんです」

　そこで晴海は一度言葉を切り、孝太郎の瞳を真まっ直すぐ見た。

「………同じ部活に所属しているだけの、何の関係も無い赤の他人だって」

　そう言った時だけ、孝太郎には彼女の声が酷ひどく冷たく聞こえた。それは孝太郎にとって、とても嫌な言葉だった。

「それは………」

「事実ですよね、それも」

　晴海は軽く首を傾げ、再び微笑んだ。その声にも笑顔と同じくあたたかみが戻ってきていた。

「出会ってすぐなら、そう言われてもそんなものかと思ったのかもしれません」

　彼女は笑顔のまま、そっと自分の胸に手を当てた。胸の上で両手を重ね、まるで胸の鼓こ動どうを確かめようとするかのようだった。

「でも今の私は、そういう言い方をされたら悲しくなります。里見君に何の関係も無い赤の他人だって言われたら、たとえそれが事実でも、悲しくなります」

「………」

　───たとえそれが事実でも………。

　その言葉が孝太郎の胸にゆっくりと染しみ込んでくる。

「里見君はどうですか？」

「………俺もそう思います。今、桜庭先輩に何の関係も無い人だって言われたら、ショックです」

　晴海の言葉に、孝太郎は大きく頷うなずいた。晴海の言葉は孝太郎には正しいと感じられた。

「きっと、その方にとってもそうだったんじゃないでしょうか」

　晴海はそう言って海の方に目をやった。その瞳は優しく、そして悲しい。まるで傷付いたままでいる誰かの心を労わろうとするかのようだった。

「事実なのは重々分かっている。最初は本気でそう思っていた。でも、時の流れが少しずつ気持ちを変えた。それだけでは嫌だと思うようになった。もっと他に、何かあるんじゃないか。あって欲ほしい。その方は、そう思っているのではないでしょうか」

「あいつが………」

　それは孝太郎が思ってもみなかった事だった。孝太郎は早苗の胸の内で変化が起こっているなど、考えてもいなかったのだ。

「なのに里見君、あなたはその方に向かって純然たる事実を言ってしまった。それは私に向かって、赤の他人だと言うのと同じ事だと思います」

「あっ………」

　その瞬間、孝太郎の耳の奥で早苗の声が蘇よみがえった。

『ほっといてって言ってるでしょうっ!?　どうだっていいじゃない、あたしの事なんてっ!!　敵同士なのに慣れ合ってたこれまでがおかしかったんだからっ!!』

　───早苗はただの敵同士じゃ嫌だと思っていた？　でもそんなあいつに向かって、俺はあくまで敵同士だと言った？　だからあいつは傷付いて、姿を消した？

「きっとその方は、とても残念に思ったことでしょう。私だって里見君に、友達だって思って欲しいんですから。赤の他人だなどとは、言われたく無いのですから………」

「そういう、事だったのか………！」

　晴海の言葉は早苗の行動に符ふ合ごうしている。孝太郎は晴海の言葉が真実を言い当てていると、はっきりと感じていた。

「だったら先輩、俺はどうしたら!?　何を伝えればあいつに許して貰えるんですかっ!?」

　もはや疑う余地は無い。孝太郎は早苗が傷付いたのはそれゆえだと確信していた。そしてだからこそ、孝太郎はその答えを晴海に求めた。晴海ならば、その答えを与あたえてくれると信じていたから。

「………答えはもう分かっている筈ですよ、里見君」

　晴海はそこで再び微笑んだ。それは孝太郎を優しい気持ちにしてくれる、あたたかな笑顔だった。

「里見君の気持ちだって、以前のままではないのでしょう？」

「俺の───」

　出会った頃、確かに孝太郎は早苗を純じゆん粋すいに敵だと思っていた。部屋に棲すみ付いた厄やつ介かいな悪あく霊りようだと思っていた。だけどこの数すうヶか月げつ過ごす間に、少しずつその気持ちは変わっていた。

　───事実は変わらない。今もあいつは敵のままだ。でも、それだけじゃない。そうでなければ、休戦なんかしない。取り憑つかせたりもしない。それが分からなかったから、あいつは───

「分かりましたっ！　ありがとうございます、桜庭先輩！　俺っ、行ってきますっ！」

「はい。上う手まく仲直りできるように、祈いのっています」

　答えを得た孝太郎はすぐに走り出した。頷き返す晴海を見ようともしない。目的が決まれば、それに向かって突っ走ぱしる。それが孝太郎の良い所だった。

「里見君………」

　だが見送る晴海の瞳は何な故ぜか悲しげだった。それは友達と仲直りしようという後輩を見守る瞳には似つかわしくないものだ。そして孝太郎の姿が見えなくなると、晴海は大きく溜め息をついた。

「………友達だって思って欲しい、か………」

　晴海は孝太郎に友達だと思って欲しいと思っている。それは疑いようのない事実だ。晴海はしばらく前からそう思っていた。

「でも………」

　でも今はそれだけではない。もっと他に、何かあるんじゃないか。あって欲しい。いつしか晴海はそう思うようになっていたのだ。

「私………臆おく病びようで………嘘つきだ………」

　孝太郎にやるように言った事を自分自身は出来ないでいる。その事が晴海には切なくて、悲しかった。





　孝こう太た郎ろうが晴はる海みと別れた頃、早さ苗なえは一人で崖がけの突とつ端たんに座っていた。そこは孝太郎の現在位置から海岸沿いに岩場を回り込んだ所にある小さな崖だった。その崖は小さいながらも見晴らしが良く、先せん端たん部分に立つと視界いっぱいに海が広がる絶景を眺める事が出来た。

『孝太郎のばか………あたしの気持ちも知らないで………』

　だが一人で膝ひざを抱える早苗の瞳には、その美しい風景は映っていなかった。そして沖おきへ向かうかもめの声も、寄せては返す波の音も、その耳には届いていなかった。

『でも、どうしてあたしはこんなに寂しくて、悲しいんだろ………』

　早苗の心を占しめていたのは、自分と孝太郎の事だった。自分と孝太郎は敵同士。孝太郎とのやりとりでそれを再さい認にん識しきさせられた早苗は、何故か深い悲しみと孤こ独どく感に囚とらわれていた。

『最初はすぐに追い出す気でいたっていうのにな………』

　早苗と孝太郎は敵同士であった筈はずなのに、いつの間にか彼女はその事を苦痛に感じるようになっていた。早苗は自分がそんな風に思うようになった事が信じられなかった。

　敵同士であるという当たり前の事が、当たり前に感じられない。早苗は自分の心の中で起こったそんな変化に混乱した。そして混乱した感情を持て余した彼女は孝太郎に当たり散らし、彼かれの前から逃げ出した。早苗にも孝太郎が何も悪い事をしていないと分かっている。孝太郎が自分を敵だと、厄介な悪霊だと思うのは当たり前の事だ。これまでそういう事をやってきたのは彼女自身なのだ。しかしそれが分かっていても、早苗には自分の感情が抑おさえられなかった。

『孝太郎と出会う前のあたしに戻れば良いのよ………あいつは………敵なんだから………』

　寂しくて悲しくて、自分の気持ちに押し潰されそうで、膝を抱えた早苗の背中は酷く小さい。そんな彼女はここへ来てから何度目かになる大きく溜め息をつく。だが何度そんな溜め息を繰り返しても、彼女の気持ちは元には戻らなかった。





　そうして早苗が大きく溜め息をついた時、彼女からそう離れていない場所でもう一人の少女が溜め息をついていた。それはしばらく前から姿が見えなくなっていた、虹にじ野のゆりかだった。

「追手は………いない!?　よかったぁぁぁっ、遂に逃げ切きりましたぁぁぁ～～～～!!」

　ゆりかの溜め息は早苗のそれとは違い、安堵と希望に満ちていた。ゆりかはコスプレ研究会の追手から逃れてこの場にやって来た。捕つかまってしまえば明後日からのイベントに強制連行されてしまうので、逃げ切った安あん堵ど感かんは並なみ大たい抵ていのものではなかった。

「イベントに参加なんてもってのほかです。そんな既き成せい事実が出来てしまったら、今以上に里さと見みさんは───ってあれっ？　あれは早苗ちゃん？」

　そんな時、ゆりかは崖の突端に座っている早苗を見付けた。

「あんな所で何をしているんだろう？」

　朝から逃げ回まわるのに必死だったゆりかは、孝太郎と早苗が微び妙みような状態にある事に気付いていなかった。だからゆりかは早苗が一人きりである事に疑問を抱いた。ゆりかの頭の中では早苗は孝太郎の横にいるのが当たり前の存在だったのだ。

「よし、行ってみよう」

　ゆりかには別にやる事も無かったし、帰ってコス研に捕まるのも嫌だった。本来幽霊は苦手なゆりかだが、最近は早苗にだけは慣れて来たので、別段早苗を嫌う理由は無かった。そんな訳でゆりかは足場の悪い岩場を慎しん重ちように歩いて、早苗の方に近付いて行った。

「あれ？」

　そうしていくらか早苗との距きよ離りが縮まった時、ゆりかは自分以外にも早苗に近付いていく人ひと影かげがある事に気が付いた。

「まっ、まずいっ!!　追手かも!!」

　ゆりかが真っ先に考えたのは、自分を追って来ている筈のコス研の少女達の事だった。だからゆりかは移動を中断し、素す早ばやく手近な岩の陰かげに身体を滑すべり込ませた。

「アニキ、絶好のチャンスッス！　も、もうちょっとで大金持ちッス！」

「落ち着け、ハチ。最高のチャンスこそ、最高の慎重さでモノにするんだ」

「はいッスー！　流石さすがはアニキ、頼たのもしいッスー！」

「ちょっとカッコ良過ぎるかな、俺」

　だがゆりかの心配は杞き憂ゆうだった。早苗に近付くもう一つの人影は、ゴーストハンターの二人組だった。これまでの三度の失敗を踏まえ、早苗が一人きりになるのを待っていた二人が遂に行動を開始したのだ。

「相手は一人、準備は十分。これで失敗したら物笑いのタネだ。頼むぞ、ハチ」

「ハイッスー！」

　彼らは早苗が一人になるのを待つ間に十分な準備を整えた。装備も作戦もぬかりは無い。今度の彼らには自信があった。

「配置に付け、ハチ」

「ラジャーッス！」

　そうして二人は早苗を捕ほ獲かくすべく距離を詰つめていった。





　ボンッ

　早苗が自分の危機に気付いたのは、真っ白い何かに視界を塞ふさがれた為だった。

『なっ、なんなのこれぇっ!?』

　早苗を取り巻いていたのは真っ白い煙けむりだった。この煙はゴーストハンター達の作った煙えん幕まく弾だんによるものだ。この煙幕弾は彼らが神社から盗ぬすんだ神木の枝を材料に作られているため、霊れい気きをまとった煙を生み出して幽霊の視界を奪うばう事が出来た。

『けほっ、けほっ、い、いったいなにがっ!?』

　しかし海沿いであるおかげで、いくらもしないうちに煙は海風に吹ふき払はらわれた。だが早苗が視界を取り戻もどした時には、既すでにゴーストハンター達の次の攻こう撃げきが迫せまっていた。

『死んだ後も自由経済の束そく縛ばくからは逃れられず』

『仕方無いじゃないか。お金に染しみ付いた妄もう執しゆうって、物もの凄すごい美お味いしいんだからさ』

『んだんだ。がんばんべー。おらぁ、うまいもん食いてえだよ』

『俺、この間ドル札喰ったんだけどさ、あれはスゲェ美う味まかったぞ。ドルで給料貰もらえねえかなぁ』

　煙えん幕まくに戸と惑まどっている間に、早苗は大量の幽霊に取り囲まれていた。

『なっ、なんなのこいつらっ!?』

　幽霊の数は明らかに二十を越えており、早苗の周囲を隙すき間ま無く埋うめ尽つくしていた。彼らの性別や年ねん齢れい、服装は様々で、外見上の共通点は感じられない。どこにでもいる一いつ般ぱん人じんの集団が、丸ごと幽霊になったかのようだった。

「ゆけい！　悪霊ども！　給料分は働いて貰うぞ！」

　実は彼らはゴーストハンター達が低賃金で集めて来た悪あく霊りよう達たちで、早苗を捕獲する為の助すけっ人とだ。彼らはハンター達の最後の切り札だった。

『いや、珍ちん味みはメガインフレの国の札だぞ。ペナペナの安い紙し幣へいに、信じられないぐらいの妄執が詰まってるんだ』

『うあ、聞いてるだけで涎よだれが出て来た………』

『一度あれを喰ったら、経済の安定した国の札なんて喰えたもんじゃないぞ』

『そうかなぁ………安定していればこその独特の妄執ってあると思うんだが。株に失敗したとか、女に貢みついだとか。俺はそういうのが好みだけど』

『通好みだなぁ、お前………そうやって言われると、そっちも喰いてえなぁ………』

「喋しやべってないで行くッスー!!」

『へ～～～い！』

　そして早苗が状況に戸惑っている間に、悪霊達は四方から一いつ斉せいに襲おそい掛かかっていった。

『きゃああぁぁぁぁぁっ!!　いやあぁぁぁぁっ、エッチ、バカ、ヘンタイッ!!　どこ触さわってんのよぉぉぉぉっ!!』

『………なんか、凄すごい悪い事してるような気がするんだけど』

『相手は小さな女の子だからなぁ』

『実際悪い事なんじゃないか？』

『気にする事ないって。俺おれ達たち悪霊だし』

『んだんだ』

　完全に取り囲まれ、逃げ場ばの無い早苗はあっさりと悪霊の群れに捕まってしまった。手足を掴つかまれ、羽は交がい締じめにされ、早苗は完全に動きを封ふうじられていた。そうして動けなくなった早苗に、例の虫取り網あみを手にしたゴーストハンター達が近付いていく。

「上手くいったッスね、アニキ！」

「俺おれ達たちが本気を出せばこんなもんよ！」

　ゴーストハンター達の四度目の挑ちよう戦せんは、完全に彼らのペースだった。





　そんな早苗の絶体絶命のピンチを見ている者がいた。ゴーストハンター達の事を自分の追手と勘違いして身を隠かくしていたゆりかだった。

「さっ、早苗ちゃんが!?」

　突とつ然ぜん始まった大おお騒さわぎの音を聞き、自分の追手では無いと気付いたゆりかが岩いわ陰かげから這はい出すと、崖の突端では信じられない光景が繰り広ひろげられていた。

『はっ、放してぇっ!!　放してってばぁっ!!　嫌だったらぁっ!!』

　無数の幽霊が早苗に群がり、彼かの女じよの自由を奪っていた。早苗はそこから逃れようと必死にもがいていたが、幽霊の拘こう束そくは強く、彼女は逃げ出せずにいた。

「もう駄目ッスー！　お前はおいら達に捕まって売られるッスー」

『売るって何よぉぉぉっ!!』

「お前みたいにやたら高密度の霊れい体たいを持っている癖くせに、馬鹿みたいに安定した幽霊は見た事が無い。好こう事ず家かに売れば莫ばく大だいなカネになるんだよ、カネになぁっ!!」

『あんた達っ、ただの変質者じゃなかったのっ!?』

「何を今いま更さら！」

「おいら達はゴーストハンター！　幽霊を捕まえる、賞金稼かせぎッスー！」

　───ゴーストハンター!?　嘘うそですぅっ!!　そんなアニメみたいなものがこの現実に───

　ゆりかは最初ゴーストハンター等というものが実在している事が信じられなかった。だが、途と中ちゆうでその考えを改めた。

　───居てもおかしくないですぅ。魔法少女は実在するんだしぃ、それぐらい居てもおかしくないですぅ。それに私は里見さんとは違って、人を信じますぅ！

　ゆりかが信じたのは、概おおむね孝太郎への当て付けがメインだった。

「でっ、でっ、でもどうしようっ!?　早苗ちゃんを助けないとっ!!　けど幽霊がいっぱいでぇぇぇっ、どっどっどっ、どうしたら良いんですかぁっ!!」

　しかし信じたは良いが、ゆりかはその対応に困っていた。ゆりかは早苗を助けたかったのだが、かといって幽霊は大の苦手。その姿が見えているだけで身体が震ふるえ、足が竦すくんで動けなかった。

「で、でも放っておいたら早苗ちゃんがっ、早苗ちゃんがぁっ！」

『きゃああぁぁぁぁぁっ！』

　ゆりかが困っている間に、早苗が虫取り網に絡からめ取とられてしまった。

『嫌ぁぁぁっ、助けてぇぇぇっ、誰かぁぁぁっ!!』

「無む駄だ無む駄だ。誰も助けに来ないッスよ」

「お前の友達はずっと向こうで遊んでいる。お前の声が聞こえるような霊れい能のう者しやが都合良く近くに居る筈も無いしな。まぁ、諦める事だ」

『嫌だぁっ、売られるなんてまっぴらよぉっ!!』

　だがそんな救いを求める早苗の声に、遂ついにゆりかは決断した。

「た、助けに行こうっ!!　幽霊は怖こわいけどっ、怖くて仕方が無いけどぉっ、桜さくら庭ば先輩なら行く気がしますぅっ!!」

　ゆりかはなけなしの勇気を振ふり絞り、震える身体を動かそうとした。この時のゆりかを支えていたのは晴海との出会い、そして障害物マラソンの時に晴海が口にした言葉だった。

　───自分に負けちゃいけない！　桜庭先輩みたいに、強くならないとっ！

　ゆりかが振り絞った勇気に応こたえ、身体が動き始める。強こわ張ばっていた身体に意志の力が行きわたり始めた。

「よぉしっ、がんばれぇっ、私ぃっ!!」

　やがて震えも収まり、身体は自由に動くようになった。

　───エンジェルハイロゥを呼んで、変身して、ゆりかちゃんを助ける！

　ゆりかは頭の中でこの先の事を強く思おもい描えがくと、右手をまっすぐに前に伸のばした。愛用の魔法の杖つえを呼び出す為だった。

「来てぇっ!!　エンジェル───」

「見ぃつけたぁっ!!　ゆりかちゃんはっけ～～～ん!!」

「会長っ、居ましたよぉっ！　ゆりかちゃんはここでぇす！」

　だがそこで思わぬ邪魔が入った。ずっとゆりかを追つい跡せきしていた、コスプレ研究会の少女達だった。

「確保ー!!」

　コス研会長の命令の元、五人の少女達が一斉にゆりかに飛びかかって来る。

「し、しまったぁぁっ!?　こっ、こんな大事な時にぃぃぃっ!?」

　ゆりかは慌あわてて身構えたものの、もはや手て遅おくれだった。先さき程ほど悪あく霊りよう達たちに捕まっていた早苗と同じように、ゆりかはコス研の少女達に自由を奪われてしまった。

「よぉしっ、すぐにホテルに連れて帰って、衣装合わせに入るわよ！」

「会長、予備の衣装を持ってきておいて正解でしたね！」

「備えあれば憂うれいなしってね！」

「待って待ってぇぇっ、早苗ちゃんがぁっ、早苗ちゃんが連れていかれちゃうぅぅぅぅぅっ!!」

「早苗ちゃん？」

　ゆりかの必死の訴えにコス研の少女達の手が止まる。彼女達はゆりかの言う『早苗ちゃん』の姿を求めて当たりを見回した。しかし彼女達の目が捉とらえたのは、崖の突端に立つ虫取り網を手にした怪あやしい二人組の姿だけ。彼らを取り巻く悪霊の姿も、虫取り網の中の早苗の姿も、霊れい感かんの無い彼女達には見えていなかった。

「誰だれも居ないじゃない」

「居るんですよぉっ！　崖のてっぺんで、男の人達が女の子を捕まえているじゃないですかぁっ！」

「え？　あそこに居るのは男の人が二人だけだよ？　見み間ま違ちがいじゃない？」

「ちょっとみんな、良く見て！　あいつら昨日の変質者だわ！」

「うわっ、最低、行きましょうみんなっ、関かかわり合あいにならない方が良いわ。良いからみんなゆりかちゃんを連行して！」

『はぁ～～い！』

　研究会の少女達は会長の命令に綺き麗れいに唱和して返事をすると、手早くゆりかをロープで拘束していく。

「待ってくださいっ、早苗ちゃんを助けないと大変な事になってしまいますぅっ！」

「だからそんな子居ないじゃない」

　ゆりかの必死の訴えにもかかわらず、コス研の少女達は聞く耳を持ってくれなかった。やがてゆりかの拘束は完成し、口には猿さるぐつわが噛かまされた。

「もがっ、もふっ、ふがががぁぁっ！」

　こうなってしまっては、ゆりかにはもう成す術が無かった。ゆりかは長い棒に括くくりつけられ、コス研の少女達の手によって運ばれていく。その姿はさながら原始人に狩かられた野生の豚ぶたのようだった。

「ふがっ、ふがっ、ふがぁっ！」

「少しだけ辛しん抱ぼうしてねぇ、ゆりかちゃぁん。すぐに綺麗な衣装を着せてあげますからねぇ～」

「ふがああぁぁぁぁぁぁぁっ!!　ふががががっ、ふがぁっ!!」

　そしてゆりかが連れていかれてしまうと、早苗は完全に孤こ立りつ無む援えんの状態となった。

『出してぇっ、ここから出してぇぇっ!!』

　先さき程ほど虫取り網で捕とらえられた早苗は、謎なぞの透とう明めいな容器に移されていた。容器は直径五十センチ、高さが二メートルほどの円えん筒とう形けいで、透明なガラスのような素材で作られていた。だが容器は頑がん丈じようで、早苗が叩こうが蹴けろうがびくともしない。そのうえ得意の壁かべ抜ぬけで容器を擦すり抜ける事も出来ない。これは虫取り網とセットになっている道具で、捕獲した幽霊を運ぶ為の容器だった。

「いい加減諦めろよ。お前は捕まったんだ」

「売られて行くッスー」

『そんなのやだぁっ、あたしはどこにも行きたくないっ!!　孝太郎っ、孝太郎ぉぉぉっ!!』

　全ての望みが断たたれた時、早苗の口から飛び出したのは孝太郎の名前だった。早苗は容器を内側から叩きながら、孝太郎の名前を呼び続ける。

『助けてぇっ、孝太郎ぉっ!!』

　しかしその必死の叫さけびは、孝太郎には届かなかった。





　早さ苗なえが連れ去られた時、孝こう太た郎ろうは現場のすぐ近くまではやって来ていた。あともう少し来るのが早ければ、連れ去られる時の早苗の叫び声ごえが聞こえていたかもしれない。だがほんの僅わずかの差で、早苗の声は孝太郎には届かなかった。だが、それで全すべての望みが断たれたという訳ではなかった。

「あら、里さと見み君じゃない。変な所で会ったわねぇ」

「コス研の皆みなさん。こんな所でどうしたんですか？」

　孝太郎はコス研の少女達と出会った。早苗の誘ゆう拐かい現場の方へ向かおうとしていた孝太郎と、そちらから戻ってきたコス研の少女達が上手い具合に顔を合わせたのだ。

「見て見てコータロー君っ、あたし達、獲え物ものを捕まえたの！」

「もっ、もがぁっ、もががががんっ、もがぁっ！」

「ゆ、ゆりかぁっ!?」

　彼女達の獲物はゆりかだった。ゆりかは映画やなんかで原始人達が狩りの獲物を運ぶ時のように、木の棒に括りつけられて運ばれていた。そのまま丸焼きにでもされそうな勢いだ。そのあまりに似合い過ぎの姿に、孝太郎はしばし言葉を失った。

　───そうか、ゆりかの奴やつ、結局捕まったのか………成じよう仏ぶつせいよ………。

　孝太郎はゆりかがコス研から逃げ回っていた事を思い出し、胸の中でそっと両手を合わせた。

「もがぁぁっ、もがもがぁぁぁぁっ!!　もがががんっ、もがもがもがぁっ!!」

　するとゆりかが突然暴れ始めた。彼女は何事かを叫びながら、身体を激しく揺すった。

「きゃあっ、ゆりかちゃん、暴れちゃ危ないわよっ！」

「じっとしてっ、じっとしてゆりかちゃんっ!!」

　暴れるゆりかのおかげでコス研の少女達はよろよろとよろめいた。コス研の少女達が暴れないように言っても、ゆりかは身体を揺するのを止めようとはしない。むしろその激しさは増していった。

「ふがががんっ、ふががっ、ふがふががっ!!」

　そしてゆりかは真しん剣けんな目で孝太郎を見ながら、噛まされた猿ぐつわを噛み切ろうとするかのように必死に口を動かし続ける。

「ふがががっ、ふがっ、ふががががっ！」

「ゆりか？」

　───何か言いたい事でもあるのか？

　ゆりかの様子を不思議に思った孝太郎が彼女の目を覗のぞき込むと、瞳ひとみの色がいつもとはまるで違っていた。こういう時特有のいじけた雰ふん囲い気きも、恨うらみがましい雰囲気も感じられない。助けを求めているのとも違う。真剣な眼まな差ざしが、孝太郎に何かを訴えていた。

　───どうしたんだろう、ゆりかの奴………いつもとは様子が………？

　いつもとは違うゆりかの様子に、孝太郎は彼女と話がしたくなった。それに孝太郎の方もゆりかに訊きたい事があった。

「済みません、ゆりかと二人だけで話をさせて貰って良いですか？」

「ふがぁっ!!」

　孝太郎がそう言うと、ゆりかの瞳が強く輝いた。そしてゆりかは瞳を輝かせたまま、何度も孝太郎に向かって頷いてみせた。

　───やっぱり何かあったらしいな………。

　そんなゆりかの様子に、孝太郎は少しだけ嫌な予感がしはじめていた。

「二人だけでって、何か込み入った話？」

「えぇ、まぁ。俺とゆりかの共通の知り合いについての、極きわめて個人的な情報が含ふくまれてまして」



















　孝太郎はゆりかの話を聞くだけでなく、彼女に早苗の行方ゆくえを知らないか尋たずねるつもりでいた。だがその時にコス研の少女達が傍そばに居ては話がややこしくなる。そこで孝太郎は多少の嘘を混ぜて誤ご魔ま化かしたのだ。

「ふぐぅっ、ふぐぅっ」

　孝太郎の意図を察し、ゆりかも調子を合わせて頷く。その様子を見て、コス研の会長は大きく頷いた。

「分かったわ。でも逃がしちゃ駄目よ？　折せつ角かく捕つかまえたんだから」

「分かりました」

「みんな、ゆりかちゃんを下ろしてあげて」

『はぁ～い！』

　コス研の少女達はゆりかを下に降ろすと、素直に孝太郎達から離れていった。そしてコス研の少女達が十分に離れたのを見届けると、孝太郎はゆりかの傍にしゃがみ、猿ぐつわに手をかけた。

「外すぞ」

「ふがっ」

　孝太郎の手が結び目を解くと、ゆりかはすぐに口を開いた。それは猿ぐつわを外そうとした孝太郎の手に噛み付つきそうな勢いだった。

「さっ、さっ、里見さんっ!!　誘拐の里見さんが悪霊の早苗ちゃんがいっぱいの変質者でぇっ!!」

　しかしその言葉は滅め茶ちや苦く茶ちやで、孝太郎にはさっぱり意味が分からなかった。

「落ち着けって。頼むから日本語を喋れ」

「落ち着いている暇ひまなんてありませんよぅっ！」

「いいから一度深呼吸しろ」

「は、はいぃっ！」

　孝太郎の言葉に従い、ゆりかは一度深呼吸をする。すると彼女の興奮が一段下がり、表情と呼吸が少しだけ落ち着いた。

「それで、何があった？」

「それが里見さんっ、昨日の変質者達に早苗ちゃんが連れていかれてしまったんですっ！」

「なっ、なにぃっ!?　それは本当かっ!?」

「はいっ！　どうやらあの人達の狙ねらいは、最初から早苗ちゃんだったみたいなんですっ！」

「だが壁抜けあいつは捕まえたんだ!?　一体幽ゆう霊れいだぞしかもどうやって!?　連れ去るするんだぞ!?　早苗はどうやって!?」

　今度は孝太郎が取り乱す番だった。早苗を傷付けてしまった事を後こう悔かいして捜さがしていた矢先に、その早苗が変質者に連れ去られてしまった。おかげで孝太郎は直前までのゆりかと同じぐらいに動転してしまっていた。

「落ち着いて下さいっ、里見さんっ!!　お願いですから日本語を喋って下さいっ!!」

「す、すまん」

　孝太郎は何度か深呼吸して落ち着くと、興奮し過ぎないように自分を抑えながら直前の質問を繰り返かえした。

「だが早苗は幽霊だぞ!?　一体どうやって捕まえたんだ!?　しかもあいつは壁抜けするんだぞ!?　どうやって連れ去る!?」

「おかしな幽ゆう霊れい達たちがいっぱい集まって来て早苗ちゃんを動けなくしたかと思ったら、あの虫取り網で早苗ちゃんを捕まえたんです！　あの網、きっと普ふ通つうじゃなかったんですよ！」

「だがどうして早苗を狙う!?　あいつらは何者だ!?」

「ゴーストハンターとか言っていました！　それで早苗ちゃんを捕まえて、売り飛ばしてお金にするとかって！」

「早苗を、幽霊を金にするだって!?」

　その瞬しゆん間かん、孝太郎の脳のう裏りに過去二度に渡わたる変質者達の襲しゆう撃げきの様子が思い出された。

『そうなんだ少年!!　俺達はそっちの小さな子を捕まえてあれこれして売り飛ばしたいだけなんだっ!!』

『信じて欲しいッス!!　おいら達は普通の女の子に興味は無いッスー!!』

『ごっ、誤解だっ!!　俺達に覗きの趣しゆ味みは無いっ!!　お前ら普通の女の身体になんぞ興味は無い!!』

『そうッス!!　おいら達はそこのちっちゃい子を捕まえて閉じ込めて、散々甘あまい汁しるを啜すすろうとしているだけッス!!』

　その時、彼らは何度もそう訴えていた。その言葉を孝太郎達は全く別の意味に捉えて彼らを変質者扱あつかいしたのだが、実際はそうではなかったのだ。

「くそっ、あれはそういう意味だったのかっ!!」

　だがこれは孝太郎達の失策ではない。幽霊を捕まえてお金に換える職業の人間が居るだなどと、一体誰が信じただろう？　ゆりかが信じて貰えないのと理り屈くつは全く一緒なのだ。

「嘘じゃないだろうなっ、ゆりかっ!?」

　だからこそ孝太郎は半ば信じているのにもかかわらず、確かく認にんしないではいられなかった。ゴーストハンター等というものを、言葉だけで信じるほど孝太郎は常識外れではない。ずっと幽霊の早苗と一緒に暮らしていても、それは変わらなかった。

「当たり前ですぅっ!!　ただでさえ魔法少女だって信じて貰えないのにぃ、これ以上自分の信しん憑ぴよう性せいを損そこなうような嘘を言う訳ないでしょうっ!!」

　だが、このゆりかの答えを聞くと孝太郎はあっさりと納なつ得とくした。

『これ以上信憑性を損なうような嘘は言わない』

　その言葉の説得力は圧あつ倒とう的てきだった。

「………道理だな。スマンゆりか、疑って悪かった」

　孝太郎はゆりかに向かって深々と頭を下げた。この時の孝太郎の目は真剣で、心の底から深く謝罪していた。それはこれまでゆりかが見た中で一番真剣な謝罪だった。

「それで良いんですけどぉっ、何だか無む性しように腹が立ちますぅぅぅっ!!」

　孝太郎がゴーストハンターの存在を信じたのは、ゆりかが魔法少女だとは信じていないから。孝太郎の謝罪が本気であればある程ほど、ゆりかが魔法少女だとは考えていないという事なのだ。

「いつも早苗ちゃんが怒おこる意味が分かりますぅぅぅぅぅっ!!　あああぁあぁぁぁぁあああぁぁぁぁっ、もおぉぉぉぉっ!!」

　ゆりかは激しい怒りの声をあげる。この孝太郎の反応は、ゆりかにとって最も屈くつ辱じよく的てきな反応だった。

「それでゆりか、連中が向かった先に心当たりは？」

「はっ!?　………い、いえ、分かりません。幽霊の群れを引き連れてどこかへ行ったとしか。私はこうして連れて来られてしまいましたから」

　実は未いまだに縛しばられたまま地面に転がっているゆりかだった。

「幽霊の群れ………？　そうかっ!!　ゆりかっ、そいつらが沢たく山さんの幽霊と一緒だったってのは確かなんだな？」

「はいっ！　何か上手い手でもあるんですか？」

「多分な！　それじゃ俺おれはいくぞゆりかっ！　教えてくれて助かった！」

　そう言うと、孝太郎はすっくと立ち上がった。

「あ、ちょっと里見さんっ!?」

「また後でな！　俺は早苗を助けに行く！」

　そして孝太郎は走り出した。目的はもちろん連れ去られた早苗を取り返す事。そうしなくては、孝太郎は早苗と話す事が出来ないのだ。

　───待ってろよ早苗、今助けに行ってやるからなっ！

　早苗が連れ去られた時、彼女の言葉は孝太郎には届かなかった。しかしゆりかという存在を経由する事で、早苗の言葉はちゃんと孝太郎に届いたのだった。

「待って待ってぇっ!!　早苗ちゃんだけじゃなくてっ、私も助けて下さいぃぃっ!!　助けて下さったら、絶対お役に立ちますぅっ！」

「無理するなって！　お前幽霊苦手だったろ！　情報とその気持ちだけで十分だっ！　本当にありがとう、ゆりかっ！　このお礼はまた後でなっ!!」

　ゆりかの意図に反し、孝太郎はとても優やさしい眼差しを残して去っていく。

　孝太郎は本気で感謝していた。ただのコスプレ少女であるにもかかわらず、手を貸そうと言ってくれるゆりかの勇気に。だからこそ、孝太郎はゆりかを巻き込むべきではないと思うのだ。

「違いますぅっ!!　そういう意味じゃないんですぅっ!!　お礼なら今して下さいっ!!　置いてかないでぇぇぇっ、里見さぁ～～～～～んっ!!」

　人気の少ない波なみ打うち際ぎわの岩場に、ゆりかの切ない叫びが響ひびき渡る。

「ゆ～～～りかちゃ～～～～ん♪　里見君とのお話は終わったのかなぁ～～～～～♪」

「い～～～～～～～や～～～～～～～っ!!」

　ゆりかのおかげで早苗の声は孝太郎に届いたものの、ゆりか自身の声は、結局今回も孝太郎には届かないのだった。





　宿の部屋に駆け込んだ孝こう太た郎ろうは真っ直ぐに自分の荷物の所へ向かい、鞄かばんの中身を漁あさり始めた。既に夕方だったので部屋にはティア、キリハ、静しず香か、ルースの四人も戻って来ていた。しかし孝太郎は彼かの女じよ達たちには見向きもしなかった。

「来る時に入れた筈だ！　どこかに………」

　そんな孝太郎の姿を不思議に思い、少女達たちは何事かと互たがいの顔を見合わせた。そして代表して静香が口を開いた。

「里さと見み君、一体どうしたの？　早さ苗なえちゃんとはきちんと話が出来たの？」

「それが大家さん、早苗の奴、例の変質者達にさらわれてしまったようなんです！」

　孝太郎は鞄を漁る手を止めずにそう答えた。

「えぇっ!?」

「なんじゃとっ!?」

「あっ、あの人達に!?」

「それは本当なのか、孝太郎!?」

　孝太郎の言葉に、少女達は目を剥むいた。彼女達は慌てた様子で孝太郎の周りに集まると、口々に説明を求めた。

「ああっ、間ま違ちがいない！　早苗が連れ去られる所を、ゆりかが見たようなんだ！　ゴーストハンターがどうとか言っていた！　あの変質者達、最初から早苗を狙っていたんだ！」

「ゆりかが？　また何かの戯たわむれではないのか？」

　情報源がゆりかだと分かると、間かん髪ぱつ入いれずにキリハがそう言った。やはりここでもまるで信用の無いゆりかだった。

「そういう様子じゃなかったし、ただでさえ信用の無いあいつが、わざわざそんな事を言う意味なんて無いだろ？　俺達を担かつぐなら、もっとそれらしい事を言うさ！」

「………まったくもってその通りじゃな。いくらあやつがアホでも、これ以上立場を悪くするような事は言わんじゃろう」

「殿でん下か、それは流石さすがにあんまりでは………」

　そしてやはり信用が無い為に、至し極ごくあっさりと全員が納得した。一応ゆりかをフォローしたルースでさえ、心の奥おく底そこでは何となくそう思っていた。

「あった！　これさえあればっ！」

　その時、孝太郎は自分の荷物の中から目的の物を見付け出した。それは有名デパートの紙かみ袋ぶくろだった。孝太郎は紙袋を掴むと勢い良く立ち上がった。すると孝太郎を覗き込むようにしていた四人の少女は仰のけ反ぞるような格好になる。孝太郎は少女達が体勢を立て直す前に、部屋の出口へ向かって走って行った。

「俺っ、早苗を取り返して来るからっ！」

　孝太郎はそう言い残すと、体勢を立て直したばかりの少女達が返事をする前に部屋を飛び出していった。

「ああぁっ、ちょっと待って、里見君っ！」

「ルース、わらわ達も参るぞ」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

「カラマ、コラマ、ついてこい」

『待ってましたホー！』

『早苗ちゃんを助けるホー！』

　そしていくらか遅おくれて、少女達も部屋を飛び出していった。





　孝太郎が部屋から持ち出して来た紙袋には、入学したての頃に静香が何ど処こからか貰って来た除じよ霊れいグッズが詰まっていた。孝太郎は万が一に備えて、お守りと一緒にそれらの一部を持ち歩いていたのだ。

　───多分、こういう部分なんだろうな。早苗を傷付けたのって………。

　外に出た孝太郎は、紙袋に手を入れながらそんな事を思う。

　孝太郎は本心では早苗が除霊グッズが必要になるほどの危険な事をするとは考えていない。そうでなければ日常的に取り憑かせたり出来る訳が無いのだ。けれど早苗は敵だからというただ一点の理由で、除霊グッズを持ち歩いていた。晴はる海みの話を聞いた今なら孝太郎にも分かる。きっと早苗はこの紙袋を見るたびに、嫌いやな気分になった事だろう。

「だが、今はこれを持って来ていて良かった！」

　ガサッ

　孝太郎は袋ふくろの中から除霊グッズのうちの一つを引っ張り出した。孝太郎が取り出したのは安っぽいビニールで簡易包装された、一昔前のラジオのような道具だった。そしてそのビニールの包装には『幽霊探知キット見付ける君二〇〇六』と書かれていた。

「これで早苗を見付けられる！」

　この『見付ける君二〇〇六』は、三年前に製造された幽霊探知機だった。静香が品質保持期限ギリギリで知り合いから貰って来たので旧式ではあるのだが、オカルト業界では大きなシェアを握にぎっている製品だった。ちなみにメーカーは例の二人の使っている虫取り網と同じだ。

　孝太郎は『見付ける君二〇〇六』を使って早苗を見付けるつもりだった。しかしこの道具は個々の幽霊を区別して見付けられる訳ではない。孝太郎はゆりかが言っていた変質者達が沢山の幽霊を引き連れていたという情報を元にして、幽霊の集団を見付け出す事で間接的に早苗を捜さがし出そうとしていたのだ。

「………えっと、ここで付属の線せん香こうに火を点けて本体の上部に立てて下さい。この線香がアンテナの役割を果たします。必ず付属の線香を使用して下さい」

　孝太郎は同どう封ふうされていた説明書を読みながら『見付ける君二〇〇六』を使う準備をしていった。流石に大きなシェアを握っているだけの事はあり、初めての孝太郎でも簡単に準備は整った。あとは起動のスイッチを押おすだけだった。

「よし………」

　ゴクリ

　孝太郎の喉のどが鳴る。これで失敗すると有力な手て掛がかりが失われる。孝太郎は知らず知らずのうちに緊きん張ちようしていた。そして孝太郎の指が慎重に『見付ける君二〇〇六』のスイッチに伸びる。

「頼むぞ………」

　指先がスイッチに届くと、孝太郎は一度仕切り直し、祈いのるような気持ちでスイッチを押した。するとスイッチはカチンという軽い手て応ごたえと共に押し下さげられた。

　するとその直後。

　ボッカァァァァァァン

「だああぁぁぁぁぁっ!?」

　孝太郎の手の上で『見付ける君二〇〇六』が小さな爆ばく発はつを起こした。孝太郎の上半身は見事にその爆発に巻き込まれてしまっていた。

「ごほっ、ごほごほっ、ばっ、爆発っ!?　ごほっ、ごほほっ」

　爆発の煙を吸い込んだ孝太郎は、激しく咳せき込みながら煙の中から逃にげ出した。幸い爆発はそれほど大きな規模ではなく、孝太郎に怪け我がは無かった。だが爆発した『見付ける君二〇〇六』は黒くろ焦こげになり、半壊していた。

「だ、だが、どうして爆発したんだっ!?」

　孝太郎は何度も深呼吸を繰くり返しながら、疑問の言葉を口にした。それは答えを期待した言葉では無かったのだが、期せずして答えが与えられる事となった。

『どうやら霊れい子し力振しん動どう子が作動不良だったようだホ！』

『経年劣れつ化かに振動子のデリケートな構造が耐たえられなかったようだホ！』

「………古いものを無理に使おうとしたからだ、孝太郎」

「キリハさん………」

　答えをくれたのはキリハとその下げ僕ぼくの埴輪はにわ達たちだった。彼女は孝太郎が取り落とした『見付ける君二〇〇六』を拾い上げ、笑え顔がおで孝太郎に近付いてきた。

「ごめんなさいね、里見君。私が期限切れ寸前のものなんて貰って来たばっかりに………」

　その後ろには静香の姿もあった。彼女は黒焦げの『見付ける君二〇〇六』と孝太郎とを見比べながら、申し訳無さそうに眉まゆを寄せていた。

「大家さんも………」

　───どうしたんだ、二人とも………？

　孝太郎はキリハと静香がやってきた理由が分からず、ポカンと二人の顔を眺ながめ続ける。

「して孝太郎、これからどうするのじゃ？　それで早苗を捜すつもりであったのじゃろう？」

「わたくし達の持つ技術では、幽霊を探す事は出来ません。何か他ほかの方法を探さなくては」

「チューリップとルースさんも!?」

　静香と一緒にやってきた二人を見て、孝太郎は目を剥いた。

「案ずるな。我に任せておけ」

「倉くら野のさん、何か上手い方法でもあるんですか？」

「ちょ、ちょっと待ってくれみんな、手伝ってくれるのか!?」

　孝太郎は面食くらっていた。ティアやルースまで姿を現したのは驚おどろきだったが、その目的が早苗を捜す事であることに更さらに驚かされていた。

「そうだよ、里見君。早苗ちゃんは里見君の妹分なんだから、助けてあげなきゃ」

「ふふふ。手掛かりを失った汝なんじに恩を売るチャンスだ。利用しない手はないな」

「そなたはいずれわらわの家臣となる者。勝手に危険に飛び込んでいく自由なぞ無い。そなたが死ねば、わらわの未来は閉ざされるのじゃからな」

「わたくしは、その………サトミ様がお望みなら、いくらでも………そ、そうだっ、み、水着のお礼もまだですし！　そうですそうです！　水着のお礼です！」

　四者四様、理由は様々だが、四人とも早苗を助けに行くつもりでいた。

「助かる。みんな手を貸してくれ！」

　普ふ段だんなら色々考えて断ったのかもしれないが、今の孝太郎は彼女達の申し出を素す直なおに受け入れた。この切せつ迫ぱくしている状じよう況きようでは、孝太郎に手段を選んでいる余よ裕ゆうはなかった。

「任せといて、里見君！　幽霊専門の変質者なんて許さないんだからっ！」

　静香は腕うでまくりをして力こぶを作る仕草をする。彼女は見るからにやる気十分だった。

「約束しろ、孝太郎。帰ったら我の分の水着も買って貰うからな」

　キリハは悪戯いたずらっぽい表情で孝太郎を挑ちよう発はつする。しかしその瞳の奥おくが不思議と優しいことに、孝太郎はちゃんと気が付いていた。

「クックック、見ておれ愚民。奴らに誰を敵に回したのかを思い知らせてくれる！　そしてそなたには、わらわの偉い大だいさを思い知らせてくれるわっ！」

　ティアは肉にく食しよく獣じゆうじみた凄みのある笑えみを浮うかべて仁に王おう立ちする。だが孝太郎にはもう分かっている。ティアは口で言うほどの暴君ではない。これは少なからず、早苗を心配しての事なのだ。

「お任せ下さい、サトミ様！　わたくしの力の及およぶ限り、お手伝いさせて頂きます！」

　そしてルース。孝太郎は生き真面目まじめな彼女なら助けてくれても不思議は無いと感じていたが、実のところこの時のルースを衝つき動かしていたのは別の理由だった。その事に孝太郎が気付かないでいるのは、幸運でもあり、不幸でもあるだろう。

「それでキリハさん、何か手があるような事を言ってたけど………」

　急いでいた孝太郎はすぐにそう切り出した。四人にお礼を言っている時間も惜おしかった。

「うむ。カラマ、コラマ、頼む」

　キリハが頷くと、孝太郎の前に二体の埴輪はにわがやってきた。

『コータロー、おいら達がその壊こわれた機械をスキャンして、モノマネをするホ！』

「そんな事が出来るのか!?」

『お任せだホ！　おいら達と比べると単純な機械だから、霊子回路を真ま似ねるのは簡単だホ！』

「だったら頼む！　すぐにやってくれ！」

『ラジャーだホー！』

『スキャン開始だホ！』

　孝太郎の求めに応じ、埴輪達はキリハの手の上の『見付ける君二〇〇六』をじっと睨にらみ付ける。普段は虚うつろな空くう洞どうでしかない埴輪達の目が、チカチカと赤い光を放っている。スキャンの為ためのガイド光だった。近代科学と霊れい力りよくを組み合わせた独自の理論で活動する埴輪達。日ひ頃ごろ彼かれらを怪しいと感じていた孝太郎だが、この時ばかりは期待せずにはおれなかった。

『スキャン完かん了りようだホー！』

『準備できたホー！』

　程なく彼らは孝太郎に向き直った。目から出ていた赤い光も収まって、いつもの彼らの表情に戻っている。だが『見付ける君二〇〇六』の分ぶん析せきが終わったので、今の彼らは少しだけ成長していた。

『コータロー、機能増ぞう幅ふくはした方がいいのかホ？』

「機能増幅？」

『モノマネは簡単だホ。だから余力を使って、パワーアップが出来るホ！　おいら達は優ゆう秀しゆうだホー！』

『推定で百六十八パーセントまで機能を増幅できるホ！』

「やってくれ！　少しでも早く早苗を見付けてやりたい！」

『では始めるホ！　おいらが探知機をやるホ！』

『じゃあおいらが増幅するホ！　同期モードでシステムリンクを開始するホ！』

　同期モードの名に恥はじず、二体の埴輪の動きが一致し始める。二体の埴輪はそうやって一心同体となる事で、一つの機械として働く事が出来るのだ。

『増ぞう幅ふく率りつを百六十八パーセントにセットだホ！』

『エミュレートを開始するホ！　探知機の回路が正常に作動を開始！』

　そして二体は『見付ける君二〇〇六』の機能を再現し始める。

　ズッドォォォォォォォン

　おかげで百六十八パーセントに増幅された爆発が起こった。それは見事過ぎる再現性だった。

「お前らはアホかぁぁぁぁぁぁっ!!　そこまで再現せんで良いっ!!」

　再び爆発に巻き込まれ、孝太郎はそこかしこが焼やけ焦こげていた。しかしその爆発の炎ほのおよりも激しく、孝太郎の怒りの炎は燃え盛っていた。

『ごめんだホ！　故障部分を直すのを忘れてたホ！』

『悪気はないんだホ！　すぐにやり直すホ！』

　こうして多少手間取ったものの、孝太郎達は早苗を助け出すべく行動を開始したのだった。
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　ギィィィィィィ

　孝こう太た郎ろうが思い切り引っ張ると、鍵かぎの掛かっていなかったドアは耳みみ障ざわりな音を立てて開いていく。すると屋や敷しきの中の埃ほこりっぽい臭においが漂ただよってきた。

「埴輪の者共よ、本当にここで良いのか？」

『間違いないホー！　幽霊の反応がうじゃうじゃしてるホー！』

『それと早さ苗なえちゃんの霊波の匂においがするホ！　この近くに居るんだホ！』

　孝太郎達がやってきたのは別べつ荘そう地ちの一角に建つ古い洋館だった。周りが高級別べつ荘そうばかりであるおかげで、この洋館はかなり目立つ。崩くずれかけた塀へい、割れたままの窓ガラス、ひびの入った外がい壁へき、雑草だらけの庭。古めかしいデザインだけでも町並みから浮いているのに、まるで手入れがされず廃はい屋おくも同然の洋館は明らかに町の雰囲気を悪くしていた。実際こうして日が暮れて暗くら闇やみに包まれると、ホラー映画の舞ぶ台たいにしか見えなかった。

「幽霊はともかく、どことなく人の気配があるわね」

　開いたドアの隙すき間まから、静しず香かが中を覗き込む。人の気配を感じた彼女は、何度も首を巡めぐらせて中の様子を窺うかがっていた。

「気配？　俺には分かりませんけど」

　孝太郎も同じように中を見回すものの、静香の言う人の気配は分からなかった。

「じゃあ里さと見み君、そこを見て。新しい足あし跡あとがあるわよ」

「本当だ………」

　洋館のエントランスホールにはうず高く埃が積もっており、そこにくっきりと足跡が残っていた。孝太郎には気配うんぬんは分からなかったが、足跡が新しいものだという事は分かった。古い足跡には上から埃が積もって輪りん郭かくがぼやける筈なのだ。

「住人の居ない廃屋、幽霊が多い、早苗の気配がする、最近人の出入りがある。………どうやらここで間違いないようだな」

　これまでの情報を整理し、キリハがそう判断を下す。これには孝太郎も賛成だった。

「問題は中の変質者達がこちらに気付いているかどうか。そして罠わながあるかどうか、ですね」

「ルースは心配し過ぎじゃ。罠があるなら、罠ごと吹き飛とばせば良い」

　そう言ってニヤリと笑うと、ティアは孝太郎と静香を押し退のけて屋敷の中へと入っていく。それは罠かどうかなどはなから気にしていない、堂々たる歩きぶりだった。

「危ないぞチューリップ、相手は得体の知れない連中だぞ？」

「得体が知れぬはお互い様さまじゃ。それにびくついて後手に回るのは性に合わぬ。あくまで制圧前進がわらわの身しん上じようじゃ」

「かといってだなぁ、無計画過ぎるぞ」

「そう思うならそなたがわらわの背中を守れ。それが家臣の務めじゃ」

「分かった分かった」

　いつもなら怒ど鳴なり返す所だったが、ティアが助すけっ人とを買って出てくれている手前、孝太郎は大人しくティアに従った。

「ふふん、そなたにもようやく家臣としての自覚が出て来たようじゃな」

「今回だけはそういう事にしておいてやる」

　嬉うれしそうに目を細めるティアを尻しり目めに、孝太郎は除霊グッズの詰まった紙袋の中から自分に使えそうな武器を引っ張り出した。孝太郎が選んだのは『神木削けずり出し限定品・ひのきのぼう』と書かれた無骨な木の棒だ。孝太郎はそれをバットのように両手で構えて何度か素す振ぶりを繰り返した。

「また野や蛮ばんな武器じゃのう」

「毎度宇宙戦せん艦かんを使うお前よりはマシだ」

　既にティアの両りよう肩かたの上には例の黒い穴が開いていて、そこから大型の重火器が顔を覗かせていた。これらの武器はティアの宇宙戦艦『青騎き士し』の内蔵火器なのだ。

「戦いにならなければ良いのですが………」

　今回は状況が状況なので、ルースもティアと同じように武装していた。彼女の武器は射しや撃げき用ではなく、大型の剣けんと盾たてだ。一応騎士の家の出なので、そちらの方が得意なのだ。とはいえ剣も盾も最新科学の塊かたまりで出来ているので、その威い力りよくはティアの武器と遜そん色しよくないものとなっている。

「カラマ、コラマ、同期モードを解除。戦いに備えろ」

『分かったホ！』

『霊子兵装のチャージを開始するホ！』

　キリハは埴輪達に戦いの準備をさせた。彼女自身は武装していなかったが、埴輪の戦せん闘とう能力からするとその必要性は低い。とはいえそれでは無防備に見えるのも確かで、孝太郎は思わず例の紙袋を差し出していた。

「キリハさん、これのうちどれかを使ってくれ」

「ありがとう、孝太郎。ではこれを」

　キリハは軽く目を細めると、袋の中から玉たま串ぐしを取り出した。彼女がそれを手にすると、着ている衣装ともあいまって、巫み女このような印象になる。だが不思議とゆりかのようなコスプレじみた印象はない。これは本人の落ち着いた雰囲気のおかげだろう。

「準備が出来たら、ものどもついて参れ！　戦闘開始じゃ！」

「チューリップ、戦うとは限らないだろう」

「甘いぞ愚ぐ民みん。変質者というだけで殲せん滅めつ対象じゃ」

「………ん～～～。まぁ、いいか」

　準備を整えた孝太郎達は、ティアを先頭にして屋敷の奥へ進んでいく。日ひ頃ごろバラバラな事をしている一同だが、この時は一つの目標の下にまとまっていた。彼かれらが出会った当初ならこんな事にはならなかっただろうが、今の彼らはそれを不思議に思う事は無かった。





　ドンドンドンッ、ダラララララッ

　ティアの両肩の武器が続けざまに火を噴ふく。ティアは『青騎士』から大口径砲ほうと速そく射しや砲ほうを呼び出していたので、多数の実じつ弾だんが目標に向かって殺さつ到とうした。標的はこの屋敷にあった鎧よろいやはく製。それらは速射砲の弾たまを雨のように浴びて穴だらけになった後、大口径砲で粉々に粉ふん砕さいされた。

「ふんっ、他た愛あいない。動く鎧やはく製というから、もう少し期待したのに」

「無む茶ちやを言うなチューリップ。お前達の武器が強過ぎるんだ！」

　ティアがそれらを撃うったのは、何も退たい屈くつしのぎという訳ではない。孝こう太た郎ろう達たちが屋敷を探たん索さくしている時に、突然動き出して襲おそいかかって来たのだ。だが結果はこの通り。近付いてくる前に、ティアの無む駄だな火力に晒さらされて粉々になっていた。

「あーあーあー、もう………。中に人が入ってたらどうするつもりだったんだ………」

　粉々になったインテリア用の騎き士し鎧よろいとクマのはく製を見て、孝太郎は思わずげんなりとする。もし中に人が入っていたらと思うと、恐おそろしくて仕方が無かった。

「その場合は不幸な事故よのぅ」

　しかし当のティアはどこ吹く風かぜ。呆あきれる孝太郎を前にしても反省する様子は見られなかった。

「おまえなぁっ!!」

「そんなに興奮してどうした愚民。そんなにわらわの活かつ躍やくが嬉しいのか？」

「ちがうっつーのっ!!」

「大だい丈じよう夫ぶですサトミ様。わたくしが生命反応には目を光らせておりますので」

「えっ、そうだったんですか？」

　ルースの言葉に、孝太郎の動きが止まる。

「前衛を務めるルースの送って来たデータを元に、わらわの火器管制が行われる。生きている人間には攻撃せぬようになっておるのじゃ」

「うそぉっ!?」

「嘘うそなものかっ!!　………ったくぅ、わらわを一体何だと思っておるのじゃっ!!」

「お前、しばしば俺を殺そうとするじゃないか」

「ところでキリハ、サナエはどこじゃ？　襲ってきたという事は近いのではないか？」

　風向きが悪くなると潔いさぎよく話題を変えるティアだった。

「聞いちゃあいねぇし………」

「サトミ様」

　再びげんなりする孝太郎の耳に、ルースが苦く笑しようしながら囁ささやきかけた。

「どうか今日の殿下は信用して差し上げて下さい。分かり難にくいですが、あれでサナエ様を心配なさっているのです」

「………分かりました」

　他ならぬルースのお願いだったので、孝太郎はすぐに引き下がった。それに孝太郎にも少なからずティアの気持ちは伝わっていた。そうでなければ彼女は手伝いなど申し出ないのだ。

「カラマ、コラマ、どうだ？」

『ホー、多分地下だホー！　地下に大きな空洞を感知したホー！』

『この先に地下へ続く階段があるようだホー！』

「地下か………。確かに小悪党が潜ひそむには相応ふさわしい場所よな」

「耳が痛いな」

　ティアの言葉にキリハが苦笑する。キリハは地下からやってきたので、ティアの言葉はキリハにも当てはまるのだ。

「こっ、言葉のあやという奴じゃっ！　そなたらの祖国を侮ぶ辱じよくする意図はないっ！」

　───くくく、チューリップの奴、焦あせってる焦ってる………。

　必死に弁解するティアの姿に、孝太郎は少しだけ溜りゆう飲いんを下げた。





　そんな孝太郎達五人の姿を見ている者達がいた。それは孝太郎達の目指す地下室に潜むゴーストハンター達だった。

　実は廃屋同然なのは地上部分だけで、地下は人が住めるように手入れがされていた。彼らは地上部分をカモフラージュに使い、地下をアジトとして使っていたのだ。

　地下室は二十五メートル四方の広さを持っている。しかも天てん井じようが五メートル近い高さの為、とても広い印象があった。地下室がこれだけ広いのは、元々洋館の遊ゆう戯ぎ室しつであったからだ。その名な残ごりのビリヤード台やルーレット台などが今も部屋の隅すみに積み上げられていた。

　そして元々ビリヤード台などが置かれていた場所には、今はゴーストハンター達の荷物が置かれていた。仕事の為の幽霊を捕ほ獲かくする道具を始め、生活の為のベッドやコンロなど、色々な物が持ち込まれていた。そのうちの一つが、地上の廃屋に仕し掛かけられた監かん視しカメラの映像を映し出だすモニター群だった。

　モニターは全部で三台。それらを次々切きり替かえる事で廃屋の中を監視できるようになっている。現在モニターに映っているのは孝太郎達で、彼らは次々とインテリアを破は壊かいしながら廃屋の奥へと向かっていた。

「アニキー、まずいッスー！　侵しん入にゆう者しやに地下への入り口に気付かれたみたいッスー！」

「なにぃっ!?」

　そんな孝太郎達の様子に、モニターを見張っていたハンターの一人が悲鳴を上げた。すると少し離はなれた所でソファーに座すわってくつろいでいたもう一人のハンターが慌てて駆かけ寄よってきた。

「上を守ってた連中はどうしたんだ!?」

「それが一番小さな女の子が蜂はちの巣にしてしまったッスー！　あれは鎧やはく製では止められないッスー！」

　動く鎧やはく製には、悪あく霊りようが一人ずつ取り憑ついている。これは早さ苗なえがしばしば行うポルターガイストと似たような考え方で、早苗が百科事典を投げて攻こう撃げきするように、悪霊が鎧を動かして攻撃するというものだ。

　しかし武器となる鎧やはく製がティアによってバラバラにされてしまっては攻撃のしようがない。所しよ詮せん下級の悪霊なので、それ以上の事が出来る訳でもなかった。

「そういえば、あの連中は俺おれ達たちとは逆でやたら物理攻撃が得意だったっけ………」

「まずいッスー、このままだとすぐにここへやってくるッスー！　どうするッスかー、アニキー！」

「少し落ち着け、ハチ！」

　ぽかっ

　慌てて右往左往するハチの頭を、兄貴分のハンターが殴なぐり付ける。

「じゃ、じゃあどうするッスか？」

　するとハチは足を止め、兄貴分のハンターにすがる様な目を向けた。

「何も向こうに合わせて戦う事も無かろう。その為の準備もしてあるんだ。悪霊の中に、人間に直接ちょっかい出せる連中が居ただろう？　奴らも動員して、ここで迎え撃つんだ！」

「あっ、もしかして給料がちょっと高い連中の事ッスか？」

「何の為に連中を雇やとったと思ってるんだ」

「流石さすがアニキッスー！　おいらちっとも気付かなかったッスー！」

「それと昨日作った武器があるだろう？　あれも用意するんだ」

「分かったッスー！　すぐ準備するッスー！」

　するとすぐにハチは隣となりの部屋に向かって走っていった。隣の部屋が、ハンター達に雇われた悪あく霊りよう達たちの溜たまり場ばになっているのだ。

　そしてもう一人、モニターを見つめている者がいた。

『孝太郎が………助けに来てくれた………』

　それはゴーストハンターに捕つかまった早苗だった。

　早苗は今も透とう明めいな運うん搬ぱん用ようケースの中に閉じ込められたままになっていた。ハンターはケースごと早苗を地下へ運び込み、取り引き相手がやって来るのを待っていたのだ。早苗の入れられているケースは部屋の隅に置かれており、そこからだと上う手まい具合にモニターの映像を見る事が出来た。ケースに自由を奪うばわれ手も足も出ない早苗は、しばらく前から食い入るようにその画面を見つめていた。

『孝太郎、本当に孝太郎だ………』

　モニターに孝太郎の姿が映った時、早苗は心臓が止まりそうになった。幽霊の彼女に心臓は無いが、そう感じられるほどに驚いていたのだ。そして同時に湧わき上あがってくる深い安あん堵ど感かん。ずっと不安に苛さいなまれ続けた彼女は、その深い安堵感に腰こしが抜ぬけてしまいそうだった。

『だ、駄だ目めだよあたしっ、孝太郎とはなれ合わないって決めたじゃないっ！　なにホッとしてんのよっ！』

　早苗は慌てて首を左右に振り、胸の中にある安堵感を掻かき消けそうとする。しかし一度根付いたそれはなかなか消えてはくれない。



















　早苗は孝太郎を名実ともに敵だと思う事に決めていた。それはハンター達にさらわれた事で仕方ないという気持ちも混じり、より確固たるものとなりつつあった。だがそんな決意も孝太郎の姿を見た途と端たん崩くずれかけてしまう。もしかして……、そんな風に期待してしまう。期待しても、辛つらい目に遭あうと分かっているのに。

『どういうつもりなのよ、孝太郎っ!!　あたしの事を敵だって思うなら、放っておけばいいじゃない!!　一体ここに何をしに来たのよぉっ!!』

　早苗の悩なやみは深い。そして深いからこそ、モニターに映る孝太郎の姿から目が離せなかった。





「ここかっ、地下室っ!!」

　ドカァァン

　孝太郎の足が地下室の扉とびらを蹴けり開ける。階段を駆け下おりて来た勢いそのままに思い切り蹴り飛ばしたので、扉はそのまま半回転して壁かべに激げき突とつし大きな音を立てた。孝太郎達はぽっかりと口を開けたドアをくぐり抜け、地下室へ躍おどり込んでいった。

「いたぞっ、早苗だっ!!」

　地下室へ入った途と端たん、孝太郎の目が早苗の姿を捉とらえる。彼女は地下室の入り口から一番遠い隅にある透明な円えん筒とう形けいの容器の中に閉じ込められていた。

「早苗っ、無事かっ!?」

　孝太郎が大声で呼びかけると、早苗の声が間髪入れずに戻もどってきた。

『何で来たのよっ！　助けに来いだなんて言ってないでしょっ!?　どうせあたしの事は厄やつ介かい者ものだって思ってるくせに!!』

「そんな事を言うとる場合かぁっ!!」

　状況を無視したような早苗の言葉に、孝太郎は思わず呆れかけた。その反面、元気な声が返ってきた事に安あん堵どしてもいた。ゴーストハンター達に───孝太郎達は未だに変質者だと思っているので───酷ひどい目に遭わされていないか、ずっと心配していたのだ。

「感動の再会を邪じや魔まして悪いがな、侵入者諸君」

　だが孝太郎と早苗のやりとりはそこで遮さえぎられた。孝太郎と早苗の間に、問題のゴーストハンター達が立たち塞ふさがったのだ。

「この幽霊は俺達のものだ！　怪我をしないうちに大人しく帰りたまえ！」

「そうッス！　大人しく帰るッス！　子供は帰って寝ねる時間ッス！」

　彼らは孝太郎達を前にしても自信ありげな姿勢を崩さない。二人は腰に手を当てて胸を張り、堂々と孝太郎達と向き合っていた。

「小悪党風情ふぜいがぬけぬけと！　わらわを相手に良く言うた！　そこまで言うからには覚かく悟ごはあろうなっ!?」

「早苗ちゃんを返しなさいっ、この変質者っ!!」

　ティアと静しず香かが二人に鋭するどい視線を向ける。だが二人はニヤリと人の悪い笑顔を浮かべ、余裕の姿勢を崩さなかった。

「小悪党？　変質者？　それは誰の事だね？　それはむしろ諸君らの事ではないか？」

「そうッス、そうッスー！　おいら達は何も悪い事はしていないッスー！」

　この言葉には孝太郎はカッとなって怒鳴り返していた。

「なんだとぉっ、早苗をさらっておいて何をぬけぬけとっ！」

「わたくし達にどんな非があるというのですっ!?」

　早苗をつけ狙い、何度となく痴ち漢かん行こう為いに及び、そのうえ拉ら致ち監かん禁きん。それなのに逆に孝太郎達を悪党呼ばわり。これには孝太郎だけでなく、ルースまで腹を立てていた。だがそんな孝太郎達をなおもからかおうと、ハンター達は言葉を続けた。

「これは異な事を。俺達はあくまで法律を守って行動している。幽霊を捕まえたが、別にそんな事をしてはいけないという法律など無いだろう？」

「それにここはおいら達のアジトッスー！　ちゃんとお金を出して買ったッスー！　それなのにお前らは許しも無く勝手に入って来てるッスー！」

「加えてあの幽霊はお前達の助けを求めているかね？　いないだろう？　お前達は誰も望んでいない事を勝手にする為に、この建物に不法侵しん入にゆうしてきたのだ！」

「たすけて～～～!!　おまわりさ～～～ん!!」

「ふっふっふ、ここでは正義は俺達にある！　むしろ正義の味方なのだっ！」

「ぐぅっ」

　幽霊の捕獲を禁じる法律など無い。加えて早苗自身も助けて欲ほしいとは言っていない。そのうえ不法侵入。

　見事な理論武装だった。これには孝太郎とルースは何も言い返せなかった。ティアや静香も同様だ。そんな孝太郎達を挑発するように、ハンター達はにやにやと笑い続けていた。

「なるほど、ならば我らにちょっかいを出した事だけが問題であった訳だな」

　一同とは違ちがった反応を見せたのはキリハだった。

「なんだとっ!?　どういうつもりだ!?」

「教えておいてやろう」

　そこでキリハはいつもの笑顔を消し、眉み間けんに深いしわを寄せた。目は細められ、鋭く射い抜ぬくような厳しい視線がハンター達に突つき刺ささる。そしてその表情以上に鋭く寒々しい声が、彼らに叩たたき付けられた。

「我らは侵しん略りやく者しやだ。法律になど始めから従わない。悪党？　その名も甘んじて受け入れよう。我らは心のままに奪い、蹂じゆう躙りんする。汝らの都合など知った事か！　早苗は返して貰うぞ、正義の味方とやら！」

　キリハは怒っていた。それはまるで烈れつ火かの如く。その鋭い視線で敵を焼き尽つくさんとするかのように、激しい怒りが双そう眸ぼうを輝かがやかせている。

「………キリハさん………」

　彼女が一〇六号室へやって来てから既に四ヶ月。これが初めて彼女の見せた、本気の怒りだった。

『早苗ちゃんはおいら達の友達だホ！』

『ちょっとぐらい行いき違いがあって嫌がっても、連れて帰るホ！』

　そんなキリハを守るように、埴輪達が前に出る。普段はのっぺりしていて分かり難い埴輪達の表情も、この時は心なしか怒っているように見えた。

「そうであったな。忘れておったぞ。そもそもわらわにはこの星の都合など知った事ではないっ!!」

　ジャキン

　覇は気きを取り戻したティアは武器を構え、肉食獣を思わせる凄すごみのある笑顔を浮かべる。

「そしてわらわに大口を叩いた事を後悔させてくれるわ！　我わが名はティアミリス・グレ・フォルトーゼ！　死した後もこの名を決して忘れるなっ!!」

　それは四ヶ月前には孝太郎に向けられていた、激しい敵意だった。

「殿下、参ります！」

「おう！」

　そして四ヶ月前はティアを止めたルースも、自ら武器を取りティアを守るべく前進していく。

「うちの住人に手を出したのが運の尽きよ。大家と店たな子こは家族も同然!!　人間だろうが幽霊だろうが同じ事だわ!!」

　四ヶ月前、静香は孝太郎達にあらゆる戦いを禁じた。その彼女さえ戦おうとしている。拳こぶしを握り締しめて身構えた彼女は、地下室の床ゆかの感かん触しよくを確かめるかのように足を踏ふみ鳴ならした。

「早苗っ!!」

　最後は孝太郎だ。

『な、なによっ!!　別に助けろなんて言ってないわよっ!?』

「分かった!!　無理に連れ帰ったりはせん!!」

『ほえっ!?』

「その代わり、こいつらを張はり倒たおしたら話がある!!　それだけは聞け!!　その先はお前の好きにして良い!!」

『………』

　早苗は答えなかった。答えなかったが、早苗はほんの少しだけ首を縦に動かした。それだけで孝太郎には十分だった。

「よぉし、んじゃ、おっぱじめるかぁっ!!」

　元々喧けん嘩か早い孝太郎なので、覚悟さえ決まれば相手が何だろうと自分に非があろうと、あまり関係は無かった。そして孝太郎は普段野球の試合の時にするように、武器に使っている木の棒をバットのように振り回まわして身体のキレを確かめた。

　───なるほど、先せん輩ぱいの言う通りだったな………。

　バット代わりの棒を構え直した時、孝太郎は改めてそう思った。気合いの乗りが違うのだ。ただの敵の為に、こういう気分になる訳はない。

「良かったな、お前ら。旅行が出来るぞ」

「なんだとぅ!?　どういう意味だっ!?」

「今日の俺は絶好調なんでなっ!!　月までカッ飛ばしてやるぜぇっ!!」

　この時の孝太郎は、満塁で打順の回ってきたベーブ・ルースの気分だった。





　戦いの口火を切ったのは、やはり気の短いティアだった。

「先手必勝っ!!　『青騎士』っ、近きん距きよ離り対人ミサイルッ!!　早苗に当てるな───」

「わっはっはっは、ここが何処なのかを忘れているぞっ!!」

　だがティアが武器を発射する直前、彼女の足元の床がぽっかりと口を開けた。それは事前にハンター達が用意していた落とし穴だった。突とつ然ぜんの事にティアはそれをかわす事が出来ず、穴の中に落ちていった。

「にょわあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ドサッ

　幸い穴はそれほど深くなく、ティアに怪我は無かったが、先制攻撃の機会は奪われていた。

「馬ば鹿かめっ、何の備えもしていないと思うのかっ！」

「馬鹿ッスー、馬鹿ッスー」

「ふ、ふざけおってぇっ」

「殿下っ!!」

「チューリップッ、無事か!?」

　ティアの前に出ていたルースは慌てて振ふり返り、横にいた孝太郎は穴に駆け寄って中を覗き込む。キリハや静香は敵の方を向いたままだったが、それでも攻撃に出ようという呼吸を僅わずかに乱されていた。

「よぉしっ、者共かかれぇっ!!」

『俺、なんか腹減って来た』

『給料は出るんだろうなぁ………』

『口約束だけでタダ働きって良くあるパターンだよな』

『そういう事を考えるから腹が減るんだ。俺達の妄もう執しゆうが外へ出て行っちまってるんだからな』

「喋しやべってないで行くッスー！」

『へぇ～～～い』

　その隙すきを見み逃のがさず、ハンター達は攻撃を仕掛けて来た。攻撃は早苗を捕まえたのと同じ悪霊の群れだった。だがあの時と比べると数が倍以上多い。大小様々の数十人の悪霊が隣の部屋から湧き出して来て、孝太郎達に向かっていった。

「きたぁぁぁっ!!　早く出て来いチューリップッ!!」

「殿下、お手を!!」

「す、済まぬっ!!」

　ティアは孝太郎とルースの手を借りて落とし穴から這はい上がろうとする。だがそうしている間は三人とも完全に無防備だった。それを見逃さず、悪霊達は一いつ斉せいに孝太郎達へ襲い掛かかっていった。

『よぉしお前らっ、俺があいつらを攻撃する！　力を貸せっ！』

『あいつ、人間に直接攻撃出来るからってでかい顔しやがって』

『給料多いらしいからな、いい気になってんだ』

『シッ、聞こえるぞ』

　孝太郎とルースは悪霊達に背中を向けて穴に手を伸のばし、ティアはそんな二人にぶら下がるようにしている。まさに襲って下さいと言わんばかりの状態だった。

「殿下、急いで下さいっ！」

「そうは言われてもじゃなっ」

「わああぁぁぁぁっ、もう駄目だああぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎達も襲ってくる悪霊達に気付いていたのだが、かといって穴の中にティアを放置しておく訳にもいかなかった。放置するとティアが悪霊達の餌え食じきになってしまうのだ。おかげで三人は同時に大きなピンチに直面する事となった。

「我らの事を忘れて貰もらっては困るなっ！」

「任せてっ、里さと見み君っ！」

　そんな孝太郎達の危機を救ったのが静香とキリハだった。キリハが埴輪を使って孝太郎達を守り、静香が悪霊を一体ずつ殴り飛ばしていく。二人とも幽霊相手は相あい性しようが良いので押し負ける事は無かったのだが、いかんせん数が多く、一進一退の攻こう防ぼうとなっていた。もう少し部屋が狭せまければ静香の攻こう撃げき力りよくが効率良く悪霊を捉えたのだが、広い部屋で空を飛ぶ幽霊が相手では素す手での彼女には分が悪かった。

「チューリップ、今のうちだ！」

「おうっ！」

　キリハ達が時間を稼かせいでくれている間に、ティアは落とし穴から這い出した。

「あっ!?」

　その時、油断なくあたりを見回していたルースが近付いてくるハンター達の姿に気付いた。

「貰ったぁぁぁぁぁっ!!」

「くらえッス～～～!!」

　彼らは孝太郎達が悪霊に気を取られている隙にこっそり忍しのび寄り、手にしている小さなボール状のものを投げつけようとしていた。

「殿下っ、サトミ様ぁっ!!」

　ルースが気付いていなければ三人でその攻撃を浴びていただろう。

　ドンッ

「わあっ!?」

「なんじゃっ、なんじゃっ!?」

　だがルースが二人を突き飛ばしたおかげで、攻撃を受けたのはルース一人だけで済んだ。

　ポンッ、ポンッ、ポンッ

　投げ付けられたボールはルースの頭や肩かたに命中し、小さな音を立てて破は裂れつした。

「ルースさんっ!?」

「無事かっ!?　ルース!!」

　ルースが攻撃を受けた事に気付いた孝太郎とティアは血相を変えた。

「………あれっ？」

　しかし当のルースは不思議そうに首を傾かしげていた。ボールは何な故ぜかルースを傷付ける事は無かった。てっきり危険な攻撃だと思っていただけに、ルースはかえって戸と惑まどっていた。

「だ、大丈夫みたいです」

「それはよかったっ!!」

「本当か!?　だがどうしてじゃ!?　攻撃ではないのか!?」

「何をされたんだ!?」

　ルースの無事を確かく認にんしてホッとしたのも束つかの間ま、孝太郎達も戸惑い始める。

「残念、命中は一人だけッスー」

「だが一人で十分だ！　ワハハハハハハハッ！」

「わははははははッスー！」

　戸惑う孝太郎達を尻目にハンター達は勝かち誇ほこっていた。その姿がなおの事彼らを混乱させる。だがその答えはすぐに与あたえられた。

「えっ、えっ、何っ、何ですかっ!?　サッ、サトミ様危ないっ!!」

「えっ!?」

　ズドンッ

　ルースの声に孝太郎が咄とつ嗟さに身をかわすと、少し前まで立っていた場所に大型の剣が振り下ろされた。重じゆう厚こうな金属で出来たその刃はは床のコンクリートを易やす々やすと砕くだき、刀身の半ばまで床にめり込んでいた。孝太郎に当たっていたら、今いま頃ごろは大変な事になっていただろう。

「あっ、あぶなっ!!　当たったら死ぬぞ、あんなのっ!!」

　孝太郎はその突然の不意打ちに驚いたが、攻撃してきた人間の姿を見て更に驚いた。

「逃げて下さい殿下っ、サトミ様っ！」

「ルースさん!?　なんでっ!?」

「血迷うたか、ルース!?」

　なんと、孝太郎を攻撃したのはルースだった。彼かの女じよはなおも攻撃をしようと大剣を床から引ひき抜き、勇ましく身構えた。だがそんな勇ゆう壮そうな見た目に反し、彼女は今にも泣きだしそうだった。

「かっ、身体が勝手に動くんですっ!!　攻撃なんてしたくないのにっ!!」

「勝手にじゃとっ!?」

「ま、まさかさっきの妙みようなボールのせいかっ!?」

　孝太郎には思い当たる事は一つしかなかった。それは先さき程ほど投げつけられたボールだった。

「そのとぉ～～～りッスー！」

「良く気付いたなぁ、少年っ！　このボールには悪霊が一匹ぴきずつ詰つめ込まれている！　ぶつければ相手に取とり憑いて好き勝手な事を始めるという寸法だ！」

「くっそー、地味にひでえ事しやがってぇ!!」

　ルースが孝太郎達を襲ったのは先程ぶつけられたボールのせいだった。ボールに詰まっていた悪霊に取り憑かれた彼女は、その意思に反して孝太郎達を攻撃させられていたのだ。

「しかもルースさんにっ!!　なんでチューリップを狙ねらわんのだ、このアホどもがぁっ!!」

「怒る場所が違うじゃろうっ、愚民っ!!」

「だってルースさんじゃ殴り難いじゃないかぁ!!」

「なんじゃとぉっ!?　わらわなら殴るというのかっ!?」

「うん」

「こらあああぁぁぁぁぁぁっ!!」

「ほらほら、逃げないとその子にバッサリやられるッスよー！」

　孝太郎達が大おお騒さわぎしている間に、ルースが二人を切り裂さくべく大剣を大きく振りかぶった。

「きゃああぁぁぁぁぁっ、指が勝手に刀身のエネルギーコーティングのスイッチを入れましたぁっ!!」

　その刀身は薄うすいグリーンの光を帯び始める。彼女の剣は刀身からエネルギーを放射して破は壊かい力りよくを増す仕組みになっているのだ。

「あれはまずいぞ愚民っ、わらわの盾になれぇっ!!」

「嫌に決まってるだろっ!!　盾になったって防げる代しろ物ものかぁっ!!」

「だって民たみは国の盾と言うではないかぁっ!!」

「それはそういう意味じゃねー!!」

「逃げてぇぇぇぇぇっ!!」

　そしてルースは泣きながら剣を振り下ろした。だが間かん一いつ髪ぱつのところで孝太郎とティアはその攻撃を掻い潜くぐった。ルースが必死に攻撃を逸らそうと頑がん張ばったおかげだった。

　バギャッ

　だがその時剣のまとった光が孝太郎が持っていた木の棒を掠かすめた。たったそれだけで木の棒は上半分が綺き麗れいに消し飛んでしまっていた。

　ズゴォォォォン

　ルースの剣は孝太郎の棒を砕いた後、再び床にめり込んだ。その切っ先は先程よりも更に深い位置までめり込んでいる。グリーンの光をまとった剣の破壊力は先程までとは比べものにならない程ほどに増していた。

「凄い威力だなっ」

　孝太郎は冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら半分になった棒を投げ捨てた。

「よ、容よう赦しや無ないな、ルースの奴やつめ」

　攻撃をかわす為に身を投げ出していたティアは慌あわてて立ち上がる。

「お前、無茶してばかりで恨まれてるんじゃないのか？」

「そんな訳あるかぁっ!!」

「それより何とかならんのかチューリップ！　このままじゃやられるだけだぞっ！」

　孝太郎とティアには逃げるしか手が無かった。下手にルースを傷付ける訳にはいかなかったのだ。だから二人はルースの剣から逃げるべく落とし穴の周りを回るようにして逃げ始めた。

「ごめんなさいっ、ごめんなさいっ!!　本当にすみませぇんっ!!」

　ルースはすぐに二人を追って落とし穴の周りを回り始める。彼女は先程からずっと泣きっぱなしだった。必死に逃げる二人、泣きながら追うルース。見ている分には滑こつ稽けいな光景だが、本人達は至って真面目まじめだった。

「非殺傷兵器で気絶させる事なら出来るじゃろうが、ルースが気絶した所で鎧やはく製と同じようにルースで攻撃してくるじゃろう！　意識がある分、今のままの方がマシじゃ！」

「だったら武器の方はどうだっ!?　あれはお前の戦艦から呼んでるんだろう!?」

「『青騎士』の転送機能自体を閉へい鎖さしてしまえばルースは武器が使えなくなる！　しかしその場合、わらわも武器が使えなくなる！　事実上わらわ達が完全に無力化されるに等しい！」

「すぐにやれっ！　このまま何も出来ないよりはマシだっ！」

「分かった！」

　結局、ティアは孝太郎の判断に従った。ティアにしてもルースに追われ続けるこの状況は何とかしたかったのだ。

「『青騎士』っ、遠えん隔かく武装転送システム緊きん急きゆう閉へ鎖いさ！」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　腕うで輪わからの返事と同時に、ティアとルースの武器が掻き消すように消えてなくなった。それを予期していたティアは何とも無かったが、ルースの方は突然大きな剣と盾を失くして大きくバランスを崩した。

「敵は任せるぞ、愚民！　わらわはルースを捕まえるっ！」

　ティアはそのまま落とし穴を半周し、隙が出来たルースに突っ込んでいく。

「了りよう解かいだっ!!」

　孝太郎はティアの指示に従ってハンター達の方へ走り出した。

「アニキー、まずいッス！　こっちに来たッスー！」

「落ち着け、相手は一人だ！　二人がかりなら負けはしない！」

　こうして孝太郎はハンター達との、ティアはルースとの、激しい格かく闘とう戦が始まったのだった。





　孝こう太た郎ろうとティアがそれぞれの相手と殴り合あいを始めた頃ころ、悪霊の群れと戦っていた静しず香かとキリハの方で奇き妙みような騒そう動どうが持ち上がりつつあった。

『なんだあの小こ娘むすめ!?　素手で俺達を殴るぞ!?』

『それにあの埴輪はなんだ!?　あいつらの作る黄色い光のせいでちっとも傍そばに近寄れねえ!!』

『聞いてねえぞ、敵がこんなに強いだなんて!!』

『そうだそうだ!!　こんなやつらと戦わされるなら、もっと高い給料寄よ越こせー!!』

『文句言ってないで戦えお前ら!!』

『おめぇは良いよな、最初から高い給料貰ってるんだからよ』

『何だとぉっ!?　もういっぺん言ってみろぉっ!!』

　それは悪霊達の仲間割れだった。静香とキリハの思わぬ強さに、彼らの大半が戦いに尻しり込みし始めたのだ。日ひ雇やといの彼らには命がけ（？）で戦うほどの理由は無かった。

「あれって、何………？」

「中間管理職と、一いつ般ぱん職しよくの連中が揉もめているようだが………」

　突とつ然ぜん攻こう撃げきを止めて言い合いを始めた悪霊達に、静香もキリハも唖あ然ぜんとさせられていた。この隙に攻撃しても良いような局面なのだが、あまりに馬ば鹿か馬鹿し過ぎて二人とも攻撃する気が起きなかった。

『お前達が真面目にやらんから、不必要に敵が強く感じられるんだ！』

『アホか！　見たら分かるだろ、あいつらが馬鹿みたいに強いぐらい！　精神論をぶち上げたって、あの子らが弱いって事にはならん！』

『そうだそうだっ、ハンターの犬めっ！　高い給料で飼い慣らされやがって！』

『なんだとぉっ!?　自分達の怠たい慢まんを棚たなに上げてぇっ!!　俺おれがどれだけお前らの尻しり拭ぬぐいをしてきたか分かってるのか!?』

『引っ込め！　お前じゃ話にならん！　こうなったらハンター達と直接交こう渉しようだ！』

『そうだそうだっ！　給料ベース五十パーセントアップを勝ち取るまで、俺達の闘とう争そうは続くんだっ！』

　しかも話は妙な方向に進んでいて、いつしか悪霊達の感情の矛ほこ先さきはゴーストハンター達の方へ向き始めていた。

『その手の交渉なら任せろ。俺は元々労組の職員だった』

『オメーマジかよ!?　心強えーぜ!!』

『でもそこでの不正経理がバレてクビになったんだけどな。そこからは転落する一方の人生だった………』

『マジかよ!?　ある意味、心強えーぜ!!』

『お、おいっ、お前ら止せっ!!　雇い主ぬしに刃は向むかおうってのか!?』

『そんな前時代的な考えは俺達には通用しないの。利用できるものは利用する。それが俺達の世代』

『………考えてみれば、俺もあのハンター達に義理がある訳じゃないんだよな』

『おめーも昇しよう給きゆう目指してみればどうだ？』

『そうするか………無用な争いは何も生まん』

　そして悪霊達は給料アップの旗の元に一いつ致ち団結し、孝太郎と殴り合いの戦いを続けているハンター達に近付いていった。

『済まないな小こ僧ぞう、話が終わるまでちょっとどいててくんな』

「おわっ!?」

　悪霊達は孝太郎を押し退けハンターと向かい合った。突とつ然ぜん突つき飛ばされてバランスを崩した孝太郎は、もつれ合うティアとルースの傍まで転がっていった。

「何事じゃ？」

「さ、さぁ………」

　逆さになったまま、孝太郎は首を横に振る。

「それでお前らの方はどうなんだ？」

「見た通りじゃ」

　ティアはルースを押さえ込む事に成功していた。元々運動能力ではルースを大きく上回るティアなので、格闘戦に持ち込んでしまえば負ける要素は見当たらないのだ。

「申し訳ありません、殿下」

　ルースは拘こう束そくから抜け出そうとしながらもティアに感謝の言葉を告げた。

「よい。それにそなたのせいでもあるまい」

「って事は、問題はあっちだけか………」

　ティアとルースの問題が一応なんとかなったのを確認した孝太郎は、再び悪霊達の騒さわぎに目をやった。

『我々は、不当な労働条件に断固抗こう議ぎする！』

『給料を上げろー！』

『上げろー！』

「労働条件の改善だと!?　余計な知ち恵えを付けやがって!!　悪霊どもを沢たく山さん集め過ぎた!!」

「アニキー！　悪霊達が怖こわい顔をしてるッスー！」

　悪霊達からはハンター達への抗議の声が上がり始めていた。突然味方の筈はずの悪霊に取り囲まれたゴーストハンター達も戸惑っている様子が見て取れる。

「里さと見み君！」

「孝太郎！」

　そこへ静香とキリハが孝太郎達の所へやってきた。二人は孝太郎達と合流すると、直前に見聞きした悪霊の様子を報告した。

「大家さん、あれってどういう事なんですか？」

「あいつら仲間割れしたのよ」

「仲間割れ？」

「どうもそうらしいの。危険が危ないがどうしたこうした、分け前が多いだ少ないだって言ってたわ」

「遂ついに労働組合が労働環かん境きようの改善に立ち上がったらしい」

「労働組合!?」

　そうやって孝太郎が事情を知った頃、悪霊達の交渉は佳か境きようへ差さし掛かろうとしていた。

『おめー、不ふ況きようだからって俺おれ達たち派は遣けん幽ゆう霊れいを安く使おうって腹だろ!?　そうはいかないぞ！』

「待ってくれ、そんなつもりはない！」

『だったら何で敵が強いってのを黙だまってた!?　あんな馬鹿げた連中の相手をするのに、あれっぽっちの給料じゃ割に合わんぞ!!』

「そ、それは………た、たまたまッス！　たまたま敵が強かったッス！」

　交渉はすっかり悪霊有利に展開していた。そもそも悪霊の助っ人がなければ孝太郎達に手も足も出ないゴーストハンター達なので、最初から旗色は悪かったのだ。

『それに知ってるんだぞ！　そこの女の子は三億円で売れるらしいな！』

『少しは俺達にも還かん元げんしろー！』

『そうだそうだー！　腹が減ったぞー！』

「お前達の言い分も分かる！　だがな、今すぐ金をやるという訳にはいかんのだ！　まずはそこの連中を倒して、その子を売り飛ばさなくては、諸君の給料を増やしてやる事もままならんのだ！」

『って事は何か!?　そんな無責任に見切り発車したっていうのか!?　ふざけるんじゃないぞ!!　そんな雇こ用よう主ぬしが許されると思っているのか!?』

「待って欲しいッスー！　あの子が売れればちゃんとお金はあげるッスー！」

『そんな絵に描かいた餅もちの話なんぞ聞きたくもない！　今すぐ俺達に分け前を出すのか出さないのか、どっちなんだ!?』

「そ、それは………」

　出す出さない以前の問題で、既すでに全すべてのお金を使い切ってしまっているゴーストハンター達。悪霊達の激しい突き上げに、きちんとした返事をする事が出来なかった。

『………ねぇ、同志諸君。ワタシ、思うんだけど』

　そんな時、悪霊の一人がヒートアップした仲間達を止めた。髪かみの長い、水商売系の衣装を身に着けた女の悪霊だった。

『何だよ!?　今、大事な所なんだぞ!?』

『分かってるわよ、そんな事。だから止めたのよ。目先のカネに目が眩くらんでて良いの？』

『目先のカネだと!?』

『そうよ』

　彼女はいきり立つ仲間達をぐるりと見回すと、手にした羽う毛もうの扇せん子すで真まっ直すぐに早さ苗なえを指し示した。

『あの子が売れるのを待ってカネを貰うのと、今すぐあの子を食べてしまうのと、どっちが良いのか考えてごらんなさいな』

『………えーと』

　悪霊達の視線が、容器の中に浮かんでいる早苗に集中する。

『あ、あたし!?』

　話がいきなり自分の方に向いた早苗は、びっくりして思わず自分の顔を指さした。

『見て御ご覧らんなさいよ、あの馬鹿げた霊れい力りよく。それなのにあの安定した身体。今にも実体化しそうじゃない。ワタシはカネなんかより、あの子を食べる方が良いわ』

『た、確かに………』

『お前、頭良いなぁ！』

『そうだ、そうだよ！　俺もその意見に賛成だっ！』

『乗った、俺はそれに乗ったぞ！』

「こっ、こらお前らっ、何のつもりだ！」

「食べるなんて駄目ッスー!!」

　ゴクリ

　焦るハンター達をよそに、悪霊達の喉が鳴った。同時に悪霊達の欲望にぎらついた視線が早苗に注がれる。

『ひっ………』

　その剥むき出しの激しい欲求は早苗の身を竦すくませた。早苗は彼らが本気で自分を食べるつもりでいると理解したのだ。

「まずい、何かおかしな事になってるぞ!!」

　孝太郎もその状況に気付き、慌てて紙かみ袋ぶくろに手を突っ込んで何か使えそうな武器が無いか漁あさり始めた。

　───早苗を食べるだと!?　そんな事をさせてたまるかっ!!

　孝太郎もハンター達同様に焦り始めていた。

「ま、待てお前ら!!　そいつに手を出すなっ!!　そんな事をしたら給料は出さんぞ!?」

『そんな事はもう良いのよ！　ワタシ達はアレを食べて、大きな力を得る！』

　女の悪霊の身体が次し第だいに膨ふくれ上がっていく。仲間の悪霊達が次々と彼女の身体に合体していっている為だった。やがて全ての悪霊を取り込んで巨きよ大だい化かした彼女は、焦るハンター達を嘲あざけりの視線で見下ろした。

「止めるッスー!!　三億円のお宝ッスー!!」

『三億円っ!?　馬鹿ねっ、桁けたが違うわよっ!!　そんなはした金、あの子の抱かかえた霊力に比べたら微び々びたるものよっ!!』

「止めろっ、あの子に手を出したら、お前達を退治するぞ!!」

「そうッス!!　退治するッスー!!」

『ハハハッ、やれるものならやってみなさい、このヘッポコハンター!!　ワタシ達の力を借りないと戦えないアンタ達が、今のワタシ達に勝てると思っているの!?』

　みんなで平等に早苗を食べるべく合体した悪霊達は、この時点でかなりの力を得ていた。おかげでその大きな腕うでを一ひと振ふりすると、簡単にハンター達は薙なぎ払はらわれてしまった。

「ぐはっ………ア、アニキ………」

「ぐ、ぐぅ………ま、まさかこんな事になるとは………ゴーストハンターなのに、あ、悪霊に頼たより過ぎたか………」

　欲に目が眩み、現実が見えていなかったハンター達。ここへ来て彼らはようやく根本的な失敗の原因に気付いたが、もはや手て遅おくれだった。彼らは地下室の壁に叩きつけられ、成す術もなく意識を失った。

『さぁ、次はアナタよ、子こ猫ねこちゃん』

『い、いやぁっ、来ないでぇっ！』

　悪霊が次に狙いを定めたのは早苗だった。怯おびえた早苗は後ずさるが、すぐに背中が容器にあたり、それ以上下がる事が出来なくなった。下がれなくなった早苗は、代わりに首を左右に振り始める。

『怖がる事は無いわ。ワタシ達と一つになるのよ。どうせアナタも行き場の無い幽ゆう霊れいなんでしょう？　ワタシ達と一いつ緒しよになれば、寂さびしい事なんて無いわ』

『行き場の無い───』

　だが悪霊のその一言が、早苗の心の隙に忍び込んだ。待てど暮らせど早苗の両親は現れない。心を許しかけた孝太郎も結局は彼女の敵だった。

　───この人達と行けば、寂しくなくなるの………？

　早苗はずっと一人で寂しかったのだ。そして、また一人になるのが恐ろしかった。だからこの誘ゆう惑わくには強く心を揺ゆさぶられた。

『そうよ。心を開いて、ワタシ達を受け入れるの。そうすればもう何も怖おそれる事は無いわ』

　悪霊は早苗に優やさしい声をかけ続けた。他の幽霊を取り込むには、心の隙を突く方が無駄が少ない。早苗が抵てい抗こうした場合、彼女の力が防ぼう御ぎよに使われてしまい、大量の霊力が無駄になるのだ。

『心を───』

　悪霊の巨きよ大だいな手が早苗の閉じ込められている容器にかかる。

　メキッ

　すると簡単に容器にひびが入った。悪霊は少しずつ力を込め、容器のひびを大きくしていく。悪霊が一気に容器を砕かないのは、早苗が警けい戒かい心しんを抱いだいて心の隙を失くすのを怖れての事だった。だがこの僅かな遅おくれが早苗の運命を大きく左右する事となった。

「早苗えぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　その声が聞こえて来た瞬しゆん間かん、早苗の瞳ひとみに意思の光が戻った。そして諦あきらめに支配されつつあった彼女の心は不思議と活力を取り戻していた。

『孝太郎っ!?』

　聞こえて来た声は孝太郎のものだった。孝太郎は例の紙袋の中から引っ張り出した小こ振ぶりの短たん剣けんを手に早苗と悪霊の方へ向かって来ていた。

『チィィッ、邪魔をするか小僧っ!?』

　孝太郎の登場と共に早苗の心の隙が薄れていた。これでは効率良く早苗を吸収する事が出来ない。その事に腹を立てた悪霊は大きく牙きばを剥いて孝太郎を激しく威い嚇かくした。そしてそんな悪霊の姿がなおの事早苗を怯えさせ、悪霊への心の隙を失わせていった。

『きゃああぁぁぁぁぁっ!!　いやああぁぁぁぁぁぁぁっ!!』

　今の早苗は悪霊に取り込まれても良いとは思っていない。そしてその思いが、彼女の口から悲鳴となって迸ほとばしった。

「待ってろ早苗、今助けてやるっ!!」

　孝太郎は手にした短剣を振りかざし、まっしぐらに駆けていく。孝太郎は早苗の悲鳴を聞いて闘とう志しを湧き上がらせていた。おかげで剣けんを握る手にも自然と力が入った。

『そんな剣一本で何が出来る!?』

「どうだかなっ!?　この剣、効果は短いらしいが、お前らにとっては危険なシロモノらしいぞ!!」

　孝太郎が手にしている短剣は、銀で作られた退魔まの剣だった。『三十秒ぽっきり・インスタント聖せい剣けんなんちゃってカリバー』と名付けられたそれは、効果時間を三十秒に制限する事で大量生産品であるにも関わらず本格的な退魔の剣に遜そん色しよくの無い威い力りよくを持っている画期的な商品だった。

『くそっ、エクソシスト共の剣かぁぁぁっ!!』

　その短剣に危険を感じた悪霊は早苗の入った容器から手を放し、先に孝太郎を始末しようと襲いかかっていった。

「おおっとぉ」

『おのれぇぇっ、ちょこまかとぉっ！』

　だが悪霊が何度腕を振り回しても孝太郎を捉える事が出来ない。体力自じ慢まんの孝太郎は機き敏びんに動き回り、悪霊の大きな腕を掻い潜っていく。

「お前っ、合体してでかくなった分動きが遅おそくなってるぞ！」

『減らず口をっ！』

　孝太郎の言う通り、悪霊は大きくなった分、かなり動きが鈍にぶっていた。また合体直後で身体の扱あつかいに戸惑っているようにも見える。不意を突かれたハンター達はやられてしまったが、喧嘩慣れしている孝太郎にはかわせないような攻撃ではなかった。

「俺の勝ちだぁっ、でか女っ!!」

『やっ、止めろぉぉぉっ、その剣だけはぁぁぁぁぁぁぁっ!!』

「くぅらぁええぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　幾いく度ど目かの悪霊の攻撃を姿勢を下げてかわした孝太郎は、身体ごとぶつかっていくようにして悪霊に短剣を突き刺した。

『ぎゃあああああぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁぁっ!!』

「どうだっ!?」

　さしたる抵抗もなく、短剣は悪霊の身体に突き立った。それはまるでゼリーにスプーンを刺した時のような僅わずかな手て応ごたえだった。悪霊は醜みにくい顔を更さらに歪ゆがめ、激しい苦痛の声をあげた。

『あああぁぁぁぁぁ………って、あれ？』

　だがそれも一いつ瞬しゆんの事で、悪霊はすぐに戸惑ったような表情へ変わった。刺された部分に痛みは無く、ダメージも感じられなかったのだ。

『なにこれ。小僧、これ全然痛くないんだけど、一体どうなってるのよ？』

　少々混乱した悪霊は戦っていた事も忘れて、思わず目の前の孝太郎に確認してしまう。

「なんだとぉっ!?」

　そんな悪霊の様子に孝太郎の方も戦いを忘れて短剣に目を向けた。

「んっ？」

　すると短剣の柄がらに、針金で取り付けられたメッセージの札がぶら下がっている事に気が付いた。

“〝初期不良品につき、返品”〟

「ここで不良品かよっ!!　ふざけんなぁっ!!」

『それはこっちのセリフよぉっ!!　死ぬかと思ったじゃないのっ!!』

「もう死んでる、もう死んでる」

『黙れ小僧っ!!　って、ハッ!?』

　我に返ったのは悪霊の方が先だった。悪霊はその腕を大きく振るい、動きの止まっていた孝太郎を殴りつけようとした。

「うわぁっ!?」

　バシィッ

　咄嗟にかわそうとした孝太郎だが、流石さすがにこれはかわし切れなかった。腕の直ちよく撃げきは避さけられたものの、悪霊の手に握られていた扇子までは避けられなかった。扇子をまともに食くらった孝太郎は、そのまま床に倒れ込んだ。

『孝太郎っ!!』

「里見君っ!!」

「カラマッ、コラマッ、孝太郎を中心に霊れい子力フィールドを展開っ!!」

『分かったホー！』

『コータロー、すぐ行くホー！』

　倒れた孝太郎に、静香とキリハが駆け寄っていく。そしてその三人を守るように二体の埴輪はにわが悪霊の前に立ち塞がった。

「里見君、大丈夫!?」

「い、いててててっ」

　孝太郎は辛かろうじて意識を失ってはいなかった。心配そうにしている静香とキリハを見て、孝太郎は痛む身体をおして無む理り矢や理り起き上がろうとする。しかしすぐに二人はそれを押し留とどめた。

「無理するな孝太郎、そのまま寝ていろ！」

「でも………」

　孝太郎はなおも起き上がろうとしていたが、二人は孝太郎を床に押しつけるようにして首を横に振った。

「ここは我らに任せろ！」

「そうよ！　あんな奴、私と倉くら野のさんでやっつけてやるわ！」

「わ、分かりました」

　強い口調で言い切る二人に、孝太郎は身体から力を抜いた。二人が自分よりも強い事は、孝太郎が一番良く知っていた。二人なら悪霊相手にも対等以上に渡わたり合える。そう思うから、孝太郎は二人に従ったのだった。

『そんな事を言っていて大丈夫なのかしらね？』

　そんな孝太郎達を悪霊が嘲あざ笑わらう。

『さっきまでのワタシと、今のワタシを一緒にして貰っては困るわね』

「何だとっ!?」

　孝太郎達の視線が再び悪霊に注がれる。

『孝太郎っ、孝太郎ぉっ!!』

　その時孝太郎達が目にしたのは、悪霊の身体にずぶずぶと沈しずみ込んでいく早苗の姿だった。静香とキリハが孝太郎に気を取られている隙に、悪霊は早苗の容器を割ってしまっていたのだ。

「さっ、早苗っ!!」

「早苗ちゃん!!」

『ああぁぁっ、やぁああぁぁぁぁっ!!　たっ、たすけっ───』

　ゴポンッ

　やがて早苗は沼ぬまに沈むような音を残して、完全に悪霊の中へ沈んでしまった。

『アッハッハッハッハッハッ!!　分かる、分かるわよっ!!　この馬鹿げた力ぁっ!!　凄い力が流れ込んでくるっ!!　この子、一体どれだけ力を持っているの!?　説得なんてまどろっこしい事をしないで、最初からこうしてしまえば良かった!!』

　早苗を呑のみ込んだ悪霊は狂きよう喜きした。早苗は抵抗していたが、それでも彼女から吸い上げる霊力は莫ばく大だいで、悪霊の力を強くしていった。半はん透とう明めいだった悪霊は次第にその存在感を増し、まるで本物の肉体を得たかのようにそこにあった。身体は更に大きくなり、五メートルの天井に頭が届きそうな程だった。

『ああぁぁっ、うああああぁぁぁぁぁぁぁっ!!』

　そして悪霊が大きく、力強くなるたびに、早苗の悲鳴も大きくなっていく。その悲鳴は強い苦痛に染そまり、地下室に響ひびき渡っていった。

『止めてぇぇっ、こんなのっ、ああぁぁぁぁっ、やめてぇっ、もう止めてぇぇぇぇっ!!』

『もっとよ、もっと力を寄越しなさいっ!!　アナタはワタシの力の一部として、ワタシと共に永遠に生き続けるのよ!!』

　早苗は苦痛の声を上げ続けた。彼女は悪霊とは正反対に、少しずつ身体の輪りん郭かくが薄れていた。普ふ段だんは生きているかのようにはっきり見えていたその身体が、今は陽炎かげろうのように揺らいでいる。今の彼女の姿を見れば、誰だれもが幽霊だと信じそうなほどだった。

「まずいぞっ！　あれでは早苗がもたん！」

「行きましょう、倉野さんっ！　早苗ちゃんを助けないとっ！」

「ああ！」

　早苗の様子に危機を感じ取ったキリハと静香が悪霊へ向かっていく。その後ろ姿を見ながら、孝太郎は必死に身体を起こした。

　───ね、寝ている暇ひまは無い。俺も何か………しないと………早苗が………。

　しかしダメージを受けた身体はなかなか言う事を聞いてくれない。膝ひざ立ちになるだけで、頭がくらくらして気絶してしまいそうだった。

『嫌いやああぁぁぁぁっ、孝太郎っ、孝太郎ぉぉぉぉぉっ!!』

「さ、なえぇぇっ！」

　だが耳に入った早苗の悲鳴が孝太郎の気力を呼び起こした。

「ぬうぅぅぅあああぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ありったけの気合いを込め、孝太郎は身体を引き起こした。身体が痛もうが目が眩もうが構わなかった。そして何度も首を振って無理矢理意識をはっきりとさせる。

『良く起きた、って言ってあげたい所だけど………』

　そんな孝太郎を見て、悪霊が底意地の悪い笑え顔がおを浮うかべる。それはティアや早苗がしばしばやるような笑顔なのだが、どうしてか孝太郎にはそれが彼かの女じよ達たちの浮かべるものとは根本的に違っているように思えた。

『少し遅かったわね』

　ドサッ、ドサドサッ

　そして悪霊は何かを孝太郎の目の前に放ほうり出した。

「大家さんっ!?　キリハさんっ!?」

　それは大きなダメージを受け、意識を失った静香達たちの身体だった。孝太郎が起き上がるまでの僅かな間に、二人は悪霊に倒されていたのだ。悪霊が早苗から吸い出した力は、それほどまでに大きなものだった。

『それで小僧、一人でどうするのかしら？　武器はもうないの？　ん？』

　頼たのみの静香とキリハは気絶し、埴輪はにわ達も動かない。ティアは未いまだにルースの相手が精せい一いつ杯ぱいで身動きが取れず、武器の入った袋ふくろは先程どこかに落っことしてしまった。今の孝太郎に残されていたのは普段から身に着けている、祖母のくれたお守りだけだった。

「どうもしない。さっきまでと同じだ。お前を………張り倒すだけだ！」

　孝太郎はお守りを両手に一つずつ握にぎり締めると、ふらつく身体で身構えた。

『その身体でワタシに勝とうっていうのっ!?　フハハハハハッ、面おも白しろい事を言う小僧だわねっ!!』

「逃にげよ愚民っ!!　本当に死ぬぞっ!!」

「サトミ様っ、いけませんっサトミ様ぁっ!!」

　ティアとルースの声が響く。しかし今の孝太郎にはその声は届かなかった。

「一度始めた喧嘩は最後までやり通す主義なんでな」

　───待ってろ早苗、今、そこから出してやるからな………。

　いくら不利だろうが、身体がふらつこうが、孝太郎の瞳は輝いていた。ツーストライクまで追い込まれようとも、今日の孝太郎はベーブ・ルースなのだ。

『そうっ、だったら死になさいっ!!　その大した根こん性じように免めんじて、生まれ変わったワタシの最初の獲え物ものとなる栄えい誉よをあげるっ!!』

　悪霊はヒステリックな笑い声を上げると、掴つかみかかるようにして前に出た。彼女は両手で孝太郎を捕まえて、頭から食いちぎるつもりだった。

「は、張り倒して、やる。絶対、絶対だ………」

　孝太郎はお守りを強く握り締め、拳を大きく振り上げた。孝太郎はそんな事をしても拳が届かないであろう事は良く分かっていた。しかし孝太郎はどうしても止められなかった。

『やだぁっ、死んじゃやだぁぁぁっ、孝太郎っ、こうたろぉぉぉぉぉっ!!』

　それは早苗が今も泣いているから。喧嘩別れした後、ずっと泣いたままだったから。

　だから分かっているのに止められなかった。勝てっこないと分かっているのに、早苗に背中を向けられなかった。この時の孝太郎には、悪霊の事は二の次だった。

『アヒャヒャヒャヒャッ、ギャハハハハァッ、死ィネェェェェェェェェッ!!』

　悪霊が孝太郎に迫せまる。両りよう腕うでを突き出し、孝太郎の首根っこを捕まえようとする。動きの鈍った孝太郎はそれをかわす事も出来ない。ほんの一呼吸程の時間が過ぎれば、孝太郎は喰くい殺される事になるだろう。

『グアァッ!?　こっ、これは一体………!?』

　だが、悪霊の腕はいつまで経たっても孝太郎には届かなかった。





　ゆりかが洋館に辿たどり着ついたのは孝太郎達が地下に入っていった数分後の事だった。必死の思いでコス研の少女達の魔の手から逃のがれた彼女は、追つい跡せきの魔ま法ほうを使って孝太郎達を追ってこの場所へ辿り着いたのだ。

「ど、どうしよう………」

　しかしそこで彼女の足は止まっていた。夜の洋館の醸かもし出す雰ふん囲い気きに、彼女はすっかり怯えてしまっていたのだ。

　見るからに廃はい墟きよの洋館、しかも幽霊が沢山いる事が分かっている。そして地下からは人間の叫さけび声ごえが断続的に聞こえて来ている。

　こんな状況では、臆おく病びようなゆりかには洋館の中へ入っていく勇気が湧わかなかった。

「か、帰っちゃおうかなぁ………里見さんも、無理はしなくて良いって言ってたしぃ………」

　しばらく洋館の前で考えていたゆりかは、やがて入り口の扉とびらにくるりと背を向けた。

「そうしようっ！　無理は禁物っ！　何事も頑張り過ぎは駄目だって何かで見た覚えがあるものっ！」

　そして自分にそう言い聞かせながら、ゆりかは敷しき地ちの外へ続く門へ向かって歩き出した。帰って布団ふとんにくるまって寝よう。ゆりかはそんな事ばかりを考えていた。

「………でも………」

　しかしゆりかの足は門の所で止まった。どうしてもその先の一歩が踏み出せなかった。

「………」

　無言のまま、首だけを動かして背後を見る。夜の闇やみの中にたたずむ洋館は恐ろしい。ゆりかは逃げ出したくて仕方が無かった。しかし本当にそれで良いのかと、ゆりかの心のどこかが叫んでいた。

「一人で帰ってぇ、それで本当に、ゆっくり休めるのかなぁ………？」

　この時、ゆりかは体育祭の時の晴はる海みの言葉を思い出していた。

　───誰も見ていなくても、自分が見ている。自分に負けてしまえば、次も同じように負けるようになる。そして自分が負ける事を、先輩は残念に思う。

「や、やっぱり、このまま帰っちゃ、駄目な気がする………」

　覚かく悟ごを決めたゆりかは身体ごと振り返かえった。そして手にしていた大きな杖つえを握り締め、落ち着こうと何度も深呼吸を繰くり返した。

「それに、誰かが、助けを求めてるような、気がする………」

　その時、確かに早苗が助けを求めていた。しかし屋外のゆりかにそれが聞こえている訳ではない。聞こえている訳ではないが、ゆりかには不思議とそれが幻げん聴ちようなどではないと感じていた。

「そうだっ!!」

　ゆりかが覚悟を決めた直後、彼女の脳のう裏りに名案が閃ひらめいた。

「幽霊と会うのは怖いから、ここから広域魔法で援えん護ごしちゃうのはどうだろうっ!?」

　中に乗り込むのは怖い。でも見捨てるのはまずい。だったらここから魔法をかければ良い。

　それは『ゆりか』の臆病さと『魔法少女』の使命の折せつ衷ちゆう案あんだった。

「行くよっ!!　エンジェルハイロゥ!!」

　方針が決まると、ゆりかは手にしていた杖を大きく振りかざした。

「バインドアンデッド・モディファー・ヒュージエリアエフェクト・エンド・キャスティングタイムフォータイムス！」

　ゆりかが唱えた魔法は幽霊を拘束するもの。早苗が一緒に居る筈なので、それ以上の害のある魔法は使えなかった。そしてそれを広こう範はん囲いに影えい響きようするように修正し、その分発動にかかる時間を長くして自分の扱える範はん囲いまで魔ま力りよくの消しよう耗もうを抑おさえ込む。おかげで魔法の効果がすぐに現れる事は無く、ゆりかの詠えい唱しようから十数秒の時間が過ぎてから効果が現れ始めた。

　彼女の杖からは紫むらさき色いろの光が溢あふれ出し、夜の闇を不思議な色合いに染め上げていった。その光は洋館の敷地を這うようにして広がっていく。発動に時間がかかった分、紫の光が覆おおっている範囲は信じられないぐらい広い。光は洋館の敷地全体を完全に包つつみ込んでいた。そしてそれは見えていない地下方向にも広がっている。洋館を中心とした直径数十メートルの球状のエリアが、すっぽりとゆりかの魔法の影響を受けていた。

「よぉしっ、作戦大成功っ！　ゆりかふぁいっ、おーっ！」

　ゆりかは敷地全体を包み込んだ光を見ながら喜びの声を上げる。いつになく大だい活かつ躍やくのゆりかなのだが、残念ながらその活かつ躍やくを評価する人間は誰も居なかった。

「あっ、いたいた！　会長、いましたよっ！　ゆりかちゃんこんな所でこっそりコスプレしてます！」

「………なぁんだぁ、ゆりかちゃん、嫌がってた癖くせに、結局コミハに行く気満々なんじゃないのぉ………」

「へっ………？」

　居たのは、彼女の天敵・コスプレ研究会の少女達だった。





　初め地下室に満ちたのは紫色の光だった。しかしその光が強くなっていくにつれて、光は紫から純白へと変わっていく。もしこの場にゆりかが居れば、これは体育祭の時に晴海を救ったのと同じ光だと看破した事だろう。しかしここに彼女の姿は無く、この光の意味を理解するものは誰も居なかった。

『グアアアアアアァァァァァァァッ、アアアアァァァァァァッ、なんなのっ、この光はぁぁぁぁっ!!』

　地下室にいる者は等しくその光を浴びていたのだが、その中で唯ゆい一いつ悪あく霊りようだけが苦しみ始めた。ゆりかが放ったのは死者を束そく縛ばくする効果を持つ魔法でしかない。しかし光の色が紫から白へ変わった時から、悪霊の身体を拘束するだけでなく、その身を激しく焼き始めていた。

「どうなってるんだ、これは………」

　孝太郎は突とつ如じよ苦しみ始めた悪霊に目を奪うばわれ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

『抜けるぅっ、ワタシの力が抜けるぅっ!!　アアアァァァァァァッ、どうしてぇっ、強い力を得て、生まれ変わった筈なのにぃぃっ!!』

　白い光に焼かれ、悪霊は大きくなった時に倍する勢いで小さくなっていった。それと同時に、あれだけはっきりと見えていた身体が次第に半透明へと変わっていく。何がどうなっているのかは分からないが、悪霊が弱っていく事だけは孝太郎にも良く分かった。

「愚民っ、その手はどうしたっ!?」

「手？」

　孝太郎はティアに指し摘てきされて初めて気が付いた。実はこの時、孝太郎の両の拳が光ひかり輝いていたのだ。それは部屋を満たした光と同じ輝きだった。

「お守りが光ってるのか………？」

　孝太郎が手を開くと、輝きが一層強くなる。光っていたのは左右の手の中にある『家内安全』と『悪霊退散』のお守りだった。その様子を見ていたティアが、その光の使い方に気付く。

「愚民っ、分からんのかっ!!　それは武器じゃっ!!」

　こと戦いに関しては勘かんが働くティアだった。

「握って殴なぐるのでも、投げ付けるのでも構わぬ！　いつも早苗にしているように使えっ!!」

「そっ、そうかっ!!」

　部屋を満たした光が悪霊を苦しめるなら、このお守りの輝きもまたそうである可能性が高い。例えそうでなくても弱っていく今の悪霊なら、普段のお守りでもダメージを与えられるかもしれない。その事を理解した孝太郎は再び両手でお守りを握り締めた。

「行くぞぉっ、これまでの借りをきっちり返してやるっ!!」

『ぐあぁぁぁぁっ、くっ、来るなぁっ、ワタシに触ふれるなぁぁぁっ!!』

　悪霊は既に先程の半分の大きさまで縮んでしまっていた。そのうえ光のせいで身動きが取れず、口を動かす事しか出来ない。形勢は完全に逆転していた。そして薄れた悪霊の身体の中に、再び早苗の姿が見えるようになった。

「早苗っ！　聞こえるか早苗っ！」

『………こ、こうた、ろう………？』

　孝太郎は悪霊に向かって走りながら、早苗に呼よび掛ける。すると弱いながらも彼女の声が返って来た。

「待ってろ早苗っ！　今そこから出してやるっ！」

『孝太郎っ!!』

　不思議な事に、早苗はこの白い光によって悪あく影えい響きようを受けた様子は無かった。むしろ悪霊が弱った分、幾いくらか元気になったようにも見える。しかしそれでも彼女が弱っている事は変わらず、悪霊の中から孝太郎に呼び掛けるのが精一杯だった。

『来ないでぇっ!!　もう止めてぇっ!!　ワタシが悪かったからぁっ!!』

　その輝く拳を見て孝太郎の意図を察し、悪霊は命いのち乞ごいを始める。これまでの傲ごう慢まんさは微み塵じんも感じられない、無様な命乞いだった。

『痛いのは嫌ぁっ!!　苦しむのは嫌ぁっ!!　許してぇっ、ねっねっねっ、逃がしてくれても良いでしょうっ!?』

「お前はそう言った早苗を許したかっ!?　逃がしてやったのかぁっ!?」

　だが孝太郎はその命乞いには応じなかった。早苗を散々苦しめた癖に自分だけは助かろうとしている。そんな悪霊の身勝手さに、かえって孝太郎の怒いかりは激しく燃え盛っていた。

『返すっ!!　この子は返すからぁっ!!　だから許してぇぇぇっ!!』

「いいやっ、お前だけは許さんっ!!　早苗をっ、みんなを傷付けた事っ、あの世で後こう悔かいさせてやるっ!!」

　そして孝太郎の怒りに応こたえるかのように、その両手に宿る輝きが増していく。今ではもう直接見るのが辛つらいくらいに、光は強く輝いていた。

「これはみんなの分っ!!」

　咆ほう哮こう一いつ閃せん、孝太郎の拳が悪霊の顔面に直撃する。

　ゴシャアアッ

　孝太郎の左拳に伝わる、ゴミのいっぱいに詰まった袋を殴りつけたかのような何とも言えない手応え。それと同時に孝太郎の左拳の輝きが消失する。そこに込められていた力を使い切ったのだ。

　情け容よう赦しやの無い渾こん身しんの一いち撃げきを受け、悪霊はたまらず後ろに吹ふき飛とんだ。顔のど真ん中を殴りつけられたせいで、悪霊は悲鳴をあげる事すら出来ない。この一撃で悪霊の身体は一気に小さくなり、孝太郎と大差の無い大きさにまで縮んでしまった。

「そしてこれが───」



















　続けて孝太郎は右手を大きく振りかぶった。それは野球の投球フォーム。孝太郎は右手のお守りを投げて、悪霊にとどめを刺すつもりだった。

『ヒィィィィィィィッ、やめてぇっ、ゆるしてぇぇぇっ!!　恨うらみも晴らさないうちに成じよう仏ぶつなんてイヤァァァァァァッ!!』

「───早苗を泣かした分だぁああぁぁぁぁぁっ!!」

　ゴォッ

　鍛きたえ上あげられた孝太郎の右みぎ腕うでが唸うなりをあげる。何度も繰り返し練習した綺麗なフォームから繰り出された一投は矢のような勢いで悪霊に迫る。それはまるで孝太郎が小さな流星を投げたかのようだった。

『ギィヤァァァァァァアァァァァァァァァッ!!』

　お守りが悪霊に接せつ触しよくすると、触れた所から順に悪霊の身体が消失していく。お守りを防ごうとした扇子が、扇子を持った手が、腕が。そしてお守りが身体に触れた所で、悪霊の身体全体が割れた風船のように弾はじけ飛んだ。光に耐たえかねて身体を失い、遂に悪霊は成仏させられてしまったのだ。

『きゃんっ！』

　悪霊が四散した事で、早苗は外に弾はじき出されて床ゆかに転がった。無事に悪霊から開放された早苗だが、力を吸われて弱っていたために、仰あお向むけに倒れたまま身動きが取れなかった。

『あいたたたたたぁ………って、あれはっ!!』

　そんな早苗に更なる危機が迫る。悪霊を掻かき消けしたお守りが、そのまま早苗に向かって降ふって来たのだ。悪霊を掻き消してなお、お守りは輝きを失っていない。そしてその輝きの向こう側に見える刺し繍しゆうで縁ふち取どられた紺こん色いろのお守まもり袋ぶくろ。いつもいつも、何度となく孝太郎に投げ付けられたおなじみのお守りだった。

『もっ、もうだめぇっ!!』

　いつもならお守りが当たっても軽い火傷やけどくらいで済む。だがこの時の早苗は酷ひどく弱っていたうえ、悪霊を掻き消した光が依然としてそこにあった。早苗は自分も成仏させられると悟さとり、両目をぎゅっと閉じた。自分の身体が消えていくところなど、怖くて見ていられなかったのだ。

　ぽとん、とん

　しかし早苗が想像したようにはならなかった。飛んできたお守りは早苗の胸で一度バウンドし、彼女の顔に乗っかった。

『あ、あれ………？』

　いつまで経っても自分が成仏する気配が無い事に気付き、早苗はそっと右目だけを開けた。すると目の前に白く輝くお守りがあった。

『ヒッ!?』

　咄嗟に両目を開けて息を飲む早苗。だがいつまで経っても白い光は早苗を傷付けず、そして普段のようにお守りが爆ばく発はつするような事も無かった。

『な、なんで………？　この光、幽霊を成仏させるんじゃないの？』

　それどころか逆にお守りの触れている所から何かあたたかいものが早苗の中に流れ込んできていて、弱っていた彼女の身体を少しずつ癒いやしていった。

『それに、どうして爆発しないの………？』

　いくらか回復した早苗は身体を起こした。すると顔の上に乗っていたお守りがコロコロと転がって落ちてくる。早苗はそれを両手で包み込むようにして受け止めた。

『消えてく………』

　そして早苗が回復したのを見計らうかのように、白い光は消えていった。やがて早苗の手の中には、いつものお守りだけが残された。

　───どうして………。

　悪霊を成仏させた光が自分を癒し、触れれば爆発する筈のお守りが静かにそこにある。早苗はこの状況に混乱した。そして早苗はその答えを求めるように、裏になっていたお守りを手に取り、表側に施ほどこされた刺繍に目をやった。

　───家内………安全………？

　そこに施されている刺繍は『家内安全』の四文字だった。

「早苗、無事か？」

　そしてその四文字の意味が早苗の胸に届く前に、誰かが彼女の名を呼んだ。その声を聞くと、早苗は弾かれたように声の方を見た。

『孝太郎！』

「何だ、意外と元気そうじゃないか」

　声は孝太郎のものだった。怪け我がをしている孝太郎は身体を引き摺ずるようにして早苗に近付いてくる。だが早苗の無事を確認すると、孝太郎はそこで足を止めて笑顔を見せた。

『孝太郎、あんた………』

　───あんなになるまで、必死になってくれたんだ………。

　そんな孝太郎の姿と、直前に読んだお守りに刻まれた文字が、早苗の胸の中に染しみ込んでいく。

『あたしの………ために………敵の筈の………あたしの、ため………に………』

　すると途と端たんに早苗の両目から涙なみだが溢れ出だしてきた。だがこの時、早苗には自分が泣いているという自覚は無かった。早苗はお守りを両手で胸に抱き、ただただ孝太郎の姿を見つめていた。

　───分かった、ちゃんと分かったよ孝太郎………あんたがあたしをどう思ってるか………。

　早苗を傷付けないお守り。傷付いた孝太郎の姿。

　それらは言葉などという不確かなものよりも遥はるかに雄ゆう弁べんに、孝太郎の意思を語っていた。それは早苗にとって、幾百万の言葉を費やすよりも、価値のある答えだった。

「おっ、おいっ、どうした早苗っ!!　どこか痛いのかっ!?　そ、それともさっきの悪あく霊りように何かされたのかっ!?」

　突とつ然ぜん泣き始めた早苗に驚おどろき、孝太郎は大おお慌あわてで早苗に近付いていった。孝太郎の方も、自分の身体の痛みをすっかり忘れてしまっていた。

『な、何とも………ないわよ………。それに、あたしに何かしたのは、あんたでしょうがっ………』

　早苗はそこでようやく、自分が泣いている事に気付いた。だが早苗は涙を止めようとは思わず、流れる涙を拭おうともしない。ただ内側から溢れる思いのままに、涙を流し続けた。

「そうだったな………」

『それで？』

「あん？」

『あんたさっき、あたしに話があるって、言ってたじゃない………』

「ああ、そうだったっけ」

　早苗の目の前まで移動した孝太郎は、再び足を止めて考え込む。

　───ええと、何を話すつもりだったんだっけ？

　だが、孝太郎がどれだけ考えても、言う筈だった言葉が思い出せなかった。色んな事があり過ぎて、孝太郎の頭はオーバーヒートしていたのだ。

「スマン、今の騒ぎですっかり忘れちまった。落ち着いたら後でちゃんと思い出すからさ、とりあえず家に帰ろう、早苗」

『ホントに馬鹿ね、あんたは………』

　───無理には連れ帰らないって言った癖に………。とりあえず家に帰ろうって何よ………。

　早苗は胸の中で愚ぐ痴ちをこぼす。

「面めん目ぼくない」

『でも許してあげる』

　しかし早苗は口で言うほどには不ふ機き嫌げんではなかった。

『ちゃんと助けに来てくれたもの』

「悪いな」

『それとね、孝太郎………』

　早苗の両手に力が籠こもる。彼女の手の中には、未だにお守りが握られていた。

『ちゃんと………迎むかえに来てくれて………ありが………とう………』

　早苗は笑っていた。目は赤く腫はれ、涙が溢れたままだったが、それはしばらくぶりに早苗が取り戻もどした、彼女らしい元気な笑顔だった。





　孝こう太た郎ろうと早さ苗なえが仲直りした頃、地下室を逃げ出そうとする二つの影かげがあった。

「おっ、何か上う手まくまとまったみたいッスー」

「あのまま終わってたら後味が悪いからな。これで心置きなく逃げ出せる」

　それはもちろんこの騒動を引き起こした張本人、ゴーストハンターの二人組だった。彼かれらは孝太郎達の注意が自分達たちに向かないうちに逃げ出そうとしていた。幸いその努力は上手くいき、孝太郎達に気付かれずに地下室を出る事に成功していた。

「やったぞっ、成功だ!!」

「急いで逃げるッスー!!」

　だが無事に地上へ出た事を喜ぶ彼らの前に立たち塞ふさがる者があった。

「………汝なんじらはどこへ行こうというのかな？」

　それは埴輪を引き連れたキリハだった。確かに地下室の人間の注意は孝太郎と早苗に向いていた。だがキリハだけはハンター達の動きを見み逃のがさなかったのだ。

「しまったぁっ!?」

「も、もう見つかったッスー!!」

「たっ、頼むっ、見逃してくれっ!!」

「見逃して欲ほしいッスー!!」

　キリハに見付かったハンター達は、見み栄えも外聞もかなぐり捨て、彼女に土下座した。

「落ち着け。別に我は汝らに危害を加えたい訳ではない」

「へっ？」

「そうなんスか!?」

「もっとも心情的には危害を加えたいから、逃げるようなら容赦はしない」

「逃げません、お姉さん！」

「逃げないッスー！」

　キリハの鋭するどい視線に晒さらされると、二人は慌ててその場に正座した。埃ほこりまみれの床で足が汚よごれたが、彼らはそんな事は気にしていなかった。

「して、ご用は何でしょう、お姉さん？」

「ふむ。汝らは、早苗を売るつもりで捕つかまえたと言っていたな？」

「はい、綺麗なお姉さん。あの娘むすめは極きわめて稀まれなタイプの幽霊なので、高く売れる筈なのです」

「そうッスー！　三億で売るつもりだったッスー！　ブルジョアの仲間入りをする筈だったッスー！」

　完全に負けを認めたハンター達は、キリハの言葉に従ってペラペラと事情を喋しやべり始めた。彼らにとってプライドは命と天てん秤びんにかけられる程の価値は無いのだ。

「では早苗は我われが三億で買い取ろう」

「えええぇぇぇぇぇっ!?」

「うそぉっ!?」

　その有り得ない申し出に、ハンター達は目を剥いた。

「三億って、三億ッスか!?」

「三円置くのと違いますよ、お姉さんっ!!」

　ハンター達には信じられなかった。殺されてもおかしくないような状じよう況きようにもかかわらず、なおも金を出そうというキリハの言葉が正気とは思えなかったのだ。

「無論だ」

　だがキリハは落ち着いた様子で、当たり前のように頷うなずいた。そのキリハの様子を見て、兄貴分のハンターの方が表情を変えた。

「………どうやらワケ有りのようですね、お姉さん」

「そうだ。お前達にこれ以上手を出させたくないのはもちろんだが、それ以上に欲しいものがある」

「それは？」

　ハンターに問われ、キリハはスッと目を細めた。

「情報だ。お前達の握っている、早苗に関する全情報を我に引ひき渡せ。それがこの取り引きの条件だ」

「………恐おそろしい方ですね、お姉さん………」

　目的の為ためなら手段を選ばない。その為なら敵とも手を組む。平気で金も払う。

　───侵略者と言っていたが、まさかな………。

　ハンターは冷ひや汗が止まらなかった。自分が相手にしている人物がどれほど危険な人間であるのかを、今いま更さらながらに理解したのだ。危険なのは彼女の使っている武器だけではなかった。

「………分かりました。全てお姉さんのお望み通りにします」

「するッスー」

　この少女を敵にするのはまずい。

　ハンター達がそう考えるようになるまで、いくらも時間はかからなかった。











　　　ダンジョンと宝物　八月二十二日（土）





　温泉旅行の騒動から十日が過ぎ、カレンダーは八月の後半に差し掛かっていた。

　まだ夏休み中だったが、この日は夏休み中に何日か設定されていた編み物研究会の活動日にあたり、孝こう太た郎ろうは晴はる海みと一緒に編み物をしていた。とはいえ夏休み中なので活動場所は高校の部室ではなく、孝太郎と晴海の家の中間地点にある図書館の自習室だった。この図書館では申しん請せいすれば自習室が一室丸ごと借りられる。その分それほど広くは無いのだが、編み物研究会の活動をする分には申し分の無い広さだった。

「………という訳で、無事に仲直りが出来たんです」

「そうでしたか。それは良かったです」

「これも桜さくら庭ば先せん輩ぱいのおかげです。ありがとうございました」

　早さ苗なえとの事件の説明を終えた孝太郎は、晴海に向かって深々と頭を下げた。孝太郎は旅行から帰ってすぐ、晴海に電話で事件の顛てん末まつを伝えてはいたのだが、会った時に改めてお礼を言おうと思っていた。それがこの日、ようやく叶かなった格好だった。

　とはいえ孝太郎は以前と同じように、早苗が幽霊であるとか、ゴーストハンターにさらわれたとか、そういう理解しにくい部分は省いて話していた。そんな話をしても晴海を戸惑わせるだけだったし、大事なのはその部分ではないのだ。

『ありがとうございましたっ』

　孝太郎の横では、早苗が一緒になって頭を下げていた。早苗は晴海が自分の存在を感じられないのを承知の上で、一緒にお礼が言いたいと孝太郎にくっついてきたのだ。

「あ、あの、お友達は大切になさってくださいね？」

　孝太郎に真正面からお礼を言われて照れた晴海は、下を向いて忙いそがしく編み棒を動かし始める。この日、晴海は新しい編み方に挑ちよう戦せんしていたのだが、照れたせいでいつの間にか慣れた編み方に戻ってしまっていた。

「はい、そうします」

　目的を達して満足した孝太郎も自分の編み棒を動かし始めた。この頃になると孝太郎の編み物の実力もそれなりのものとなっており、来きたるべき冬に向けてマフラーを編んでいた。

『お友達だってさ』

　しかしその進行を微び妙みように邪じや魔まするのが早苗だった。自分はとりたててする事が無い早苗は、孝太郎の首に腕を回して背中にしがみついていた。この状態だと孝太郎は編み棒を動かしにくくて仕方が無かった。

『別にそんなんじゃないのにねぇ？』

「………だったら離はなれろよ。編み難にくいんだ」

　孝太郎は晴海に聞こえないように小声で抗こう議ぎする。幸い晴海は自分の編み物に忙しいようで、孝太郎達のやりとりに気付く事は無かった。

『やだも～ん♪』

「………聞き分けろって」

『敵同士だから、孝太郎の邪魔をしてやるんだも～ん♪』

「………おいおい」

　だが笑顔の早苗は頑がんとして抗議を受け入れない。最近の早苗はずっとこの調子で、しばしば孝太郎を困らせていた。





　温泉旅行での騒動のおかげで、早苗は自分が孝太郎にとってただの敵ではない事を理解した。一〇六号室の利害という点では敵同士なのだが、それ以外の点では別に悪い感情は無いと分かったのだ。おかげで早苗はすっかり元の元気を取り戻していた。それどころかこれまでのような孝太郎への遠えん慮りよが無くなり、余計に元気になっているような節があった。

　早苗は以前から孝太郎と行動を共にする事が多かったが、温泉旅行以後はその傾けい向こうが強まり、特別な事情が無い限り孝太郎と一緒に行動するようになっていた。そしてちょくちょく孝太郎にちょっかいを出しては困らせている。編み物の邪魔もその一例だった。かといって早苗は本格的に孝太郎を困らせようとする訳ではなく、退くべき時には退いて孝太郎の邪魔をしないようにしていた。以前は感情的になると退くべき時にも退かなかったので、その点も大きな変化だった。

　だが孝太郎にとっては困る部分が変わったというだけなので、大した変化は感じられなかった。





　部活動を終えた孝太郎と早苗が一〇六号室へ帰ると、ティアが血相を変えて玄げん関かんまで飛び出して来た。

「良い所へ帰って来たっ、愚民っ！」

「どうした、何かあったのか？」

　深刻そうにしているティアの姿に軽く不安になった孝太郎だったが、

「そなたからゆりかに言ってやってくれ!!　あやつときたら、いつまでもゲームのコントローラーを放そうとせんのじゃっ!!」

　続くティアの言葉を聞くと、脱だつ力りよく感のあまり腰こしが抜けそうになった。

「そ、そんな事か………」

「そんな事とは何じゃ、そんな事とはっ!!　遂ついにわらわの『あおきし』が最終決戦に臨のぞもうというのじゃぞ!?　なのにゆりかの奴、いつまで経ってもわらわに代わってくれんのじゃあっ!!」

『っていうかさ、何でゆりかがゲームなんかやってるの？』

「さぁ？」

「良いから早う来い!!　最終決戦が控ひかえておるのじゃっ!!」

「はいはい、分かりましたよ………ったくぅ、どいつもこいつも好き勝手やりやがって………」

『いいなー、あたしもやりたい。孝太郎、対戦しようよ』

「駄だ目めじゃっ!!　わらわが先じゃっ!!」

　孝太郎が靴くつを脱ぬぐのを待つのももどかしげに、ティアが地団太を踏ふむ。

「何としても今日中に決着を付ける!!　ボスの癖に優ゆう雅がに部下とお茶なんぞしおって、わらわと『あおきし』を馬ば鹿かにした事を後悔させてくれるっ!!」

「分かったから少し落ち着け、チューリップ」

「決戦を前に落ち着く馬鹿が何ど処こにおるっ!!」

『重症だわ、これは』

　そしてティアは靴を抜いだ孝太郎を引きずるようにして六畳じよう間へ連れていった。

「ふぇ～～～ん、どこなんですかぁ～～～」

　六畳間に入ると嫌でもゆりかの姿が目に付く。ゆりかは号ごう泣きゆうしながらテレビの前に座すわっていた。そして彼女は食い入る様な眼まな差ざしで画面を睨にらみ、必死にコントローラーをいじくりまわしていた。

「ホレ愚民、何か言うてやれ！」

「お、おう」

　泣きながらゲームをしているゆりかの姿に多少面食らった孝太郎だったが、ティアに促うながされてゆりかの隣となりに腰を下ろした。

「なぁ、ゆりか、泣くほど嫌なら止めれば良いだろ」

「違うんですぅ、嫌で泣いてるんじゃないんですぅ～～～！」

　するとゆりかはゲームを一時中断し、孝太郎の方を見た。だが中断したのはゲームだけで、ゆりかは滝たきのように涙を流し続けていた。

「じゃ、じゃあどうしたってんだよ？」

「見付からないんですぅ～～～」

　ゆりかは泣きながらテレビを指差した。そこには日ひ頃ごろティアが遊んでいるゲームの画面が表示されていた。

『見付からないって、何がよ？』

「『ゆりか』と『ゆりかＡ』と『ゆりかＢ』ですぅ～～～！　いつまで経ってもティアちゃんがダンジョンから死体を回収してくれないんですぅ～～～！」

「～～～、そういう事かぁ………」

　孝太郎はようやく状況を把は握あくし、深い溜ため息いきをついた。

　ティアはゲームのキャラクターにこの部屋の住人の名前をそのまま付けてプレイしている。名前を考えるのが面めん倒どうだったからだ。それだけなら良かったのだが、ティアは冒ぼう険けんに失敗したキャラクターの一部を救助する事なく放置していた。これも面倒だったからだ。この騒さわぎはそんな状況に気付いたゆりかが自分の名前の付いたキャラクターの救助に乗り出した、という事なのだった。

『まぁ、自分の名前の付いたキャラが死んだまま洞どう窟くつの中に置き去りってのは、ゾッとしないわよね』

「お前のせいじゃないか、チューリップ」

「ル、ルース、茶のおかわりを淹いれてくれ。愚ぐ民みん達たちも帰ってきたから、その分も頼む」

　話題の矛ほこ先さきが自分の方へ向くと、ティアはあからさまに孝太郎から目を逸らした。

「はい、ただいまご用意致いたします」

「おーい、チューリップ～～～」

「キ、キリハ、この菓か子しはうまいのう。何と言うのじゃ？」

「かぶきあげという」

「そ、そうか。なんとも不思議な食感じゃ」

　ぼりぼり

　そしてティアは孝太郎の声が聞こえないふりをしながら、キリハの用意した茶ちや菓が子しを食べ始めた。

「ったく、子供か、お前は………」

「し、仕方なかろう？　大事の前の小事というかじゃな、事を為す上で必要な犠ぎ牲せいというかじゃな」

　孝太郎が呆あきれたのを見て、ティアは両手で持った揚あげせんべいをカリカリとリスのようにかじりながら、必死に弁解する。

『単にゆりかを捜さがすのが面倒だったんでしょ？』

「そうそう………って、いやいや、違うぞ！　決してそういう事を考えていた訳ではないのじゃ！」

「ふぇ～～～～～ん、酷いですぅ～～～～～!!」

「話をややこしくするなよ、早苗………」

『良いじゃない、別に』

　困り顔の孝太郎に、早苗はしてやったりとばかりに微笑ほほえむ。

『それよりもホラ、孝太郎も早くお菓子食べてよ！　あんたが食べてくれないと、あたしは全然食べられないじゃない！』

　そして早苗は孝太郎の背中に乗ったままちゃぶ台に手を伸のばしてお菓子を手に取ると、強ごう引いんに孝太郎の口元に押おし当あてた。

「………はいはい、分かりましたよ」

　孝太郎が渋しぶ々しぶ口を開けると、早苗はそこへ次々とお菓子を放り込んでいく。

「サトミ様とサナエ様は仲が宜よろしいのですね？」

　そこへお茶を淹れ直なおしに行っていたルースが戻ってくる。彼女は孝太郎にくっついたままの早苗の姿を見ながら軽く目を細め、にっこりと微笑んだ。

「仲は良くないです」

　孝太郎は心外だとばかりに憮ぶ然ぜんとした表情を作る。最近早苗に振ふり回まわされ気味なので、自然とそういう答え方になる孝太郎だった。

「そうなのですか？」

『またまたぁ～～～、本当は嬉うれしいくせにぃ～～～』

　早苗はそんな孝太郎の背中にぎゅっと抱き付つくと、後ろから手を回してふにふにと孝太郎の頬ほおをつつく。

『んもぉ～～～、素す直なおじゃないんだからぁ～～～、孝太郎ちゃんはぁ～～～。ネタはあがっとんのやぞ～～～？』

　孝太郎が嫌そうな顔をしても、早苗の強気な笑顔は崩くずれない。早苗はそれが孝太郎の照てれ隠かくしであると確信していたのだ。

『ん～～～、ふふふふ～～～』

　早苗は上じよう機き嫌げんで孝太郎の首にしがみつく。そして時折その視線が自分の右手に注がれる。そこには『家内安全』と刺繍されたお守りが握られていた。

　───これが今も爆発しないんだもの、孝太郎の本音なんて分かってるもんっ！　口だけで嫌がっても、駄目なんだからっ！

　それが早苗の強気の根こん拠きよだった。

「いい加減にしないと、俺も怒るぞ？」

『ふふ～～～んだ、そんな脅おどし、効きませんよ～～～だっ♪』

　あくまで強気の早苗は、調子に乗って身体を孝太郎にぐいぐいと押し付ける。そうされた方が孝太郎も嬉しいのだと信じているのだ。

「………一度痛い目を見る必要があるようだな、早苗」

　流石に少し腹を立てた孝太郎は、ポケットからお守りを一つ取り出して早苗に見せた。

『やれるもんならやってみなさいよ。そんなもの、もう効かないんだからっ』

　新たなお守りを見ても早苗は動じなかった。手の中にあるお守りが爆発しないのだから、新しいのが出て来ても同じ。早苗にはもうお守りを怖こわがる理由などどこにもなかった。

「………えいやっ」

　だから孝太郎にお守りを顔に押し付けられても、早苗は笑顔を崩さなかった。

　ボムッ

『ぎゃふっ!?』

　崩さなかったので、早苗は笑顔のまま後ろに吹き飛んだ。

「ふっふっふ、思い知ったか、早苗」

『な、なんでぇっ!?　お守りはもう効かないんじゃないのぉっ!?』

　早苗は顔から煙けむりをあげながら跳はね起おきた。そして自分の手の中のお守りと、孝太郎が持っているお守りを見比べる。

「正義は必ず勝つのだっ！　これに懲こりたら、ちょっとは生活を改めるんだな！」

　自分の手の中には『家内安全』のお守りが、そして孝太郎の手の中には『悪霊退散』のお守りが握られている。

『ま、まさか………!?』

　それを見た瞬間、早苗の脳裏にある一つの推理が組み上がった。

　───孝太郎はあたしが家の中に居る事は許したけど、相変わらず悪霊だって思ってるって事ぉっ!?　だから『家内安全』は爆発しないで『悪霊退散』は爆発する!?

　そしてその推理は、とても正しいように思われた。

『ぬああぁぁぁぁぁああぁぁぁぁもぉぉぉぉぉっ!!　あんたって男はどうしてそういう風かなぁっ!!』

「おわぁっ!?」

　早苗は孝太郎に飛び掛かかっていった。

「あらあら」

「仲が良くて結構な事だ」

　そしてルースとキリハがあたたかく見守る中、早苗はおよそ十日ぶりに孝太郎の首を締しめ始める。

『もう怒ったぁっ!!　今日という今日は思い知らせてやるぅぅぅぅぅぅっ!!』

「お、おのれぇ、さ、早苗ぇぇぇぇぇぇっ!!」

　こうして孝太郎と早苗の関係は完全に元の調子を取とり戻した。時に笑い合い、時に怒りをぶつけ合い、そして時には取っ組み合いの喧けん嘩かをする、元通りの関係に。

「い、いつも思い通りに、なると、思うなよぉぉっ!!」

『どうしてもっと素直にぃっ、早苗ちゃん可愛かわいいって思えんのだあぁぁぁぁぁぁっ!!　このひねくれ者ぉぉぉぉぉぉっ!!』

　変わった事は一つだけ。

　それは早苗の首からぶら下がっている小さなお守りだ。真ん中に大きく『家内安全』と刺繍されたそのお守りは、早苗の新たな宝物となったのだった。





　孝こう太た郎ろう達が一〇六号室でいつもの騒ぎを繰り返していた頃、無人の『青騎き士し』のブリッジで異変が始まっていた。

　ファオンファオンファオン

　突然ブリッジでアラームが鳴り始める。そのアラームは広いブリッジの壁かべに幾いく重えにも反はん響きようし、静かだったそこを耳みみ障ざわりな騒そう音おんで満たしていった。それはこの数すうヶか月げつのあいだ、一度として鳴る事の無かった緊きん急きゆう事態を告げるアラームだった。

『中規模の時空振を感知。信しん頼らい度ど九十五パーセントでワープアウト反応と推定』

　すぐにモニターの電源が入り、次々と関連する情報が表示されていく。地球と月、太陽の位置関係、そして『青騎士』の現在位置。計算結果を表したグラフや表。モニターにはそういった幾つもの図や表が表示されては消えていった。



















『空間歪わい曲きよく率から質量を算定。警告。信頼度九十パーセントで皇族級の宇宙戦せん艦かんと推定。緊急事態です、マイプリンセス』

　それらの情報から『青騎士』が導き出した結論は、この宙域に新たな宇宙戦艦が出現する、というものだった。





















　　　あとがき





　皆さんお久しぶりです。著者の健速です。

　この度、無事に第三巻をお届けする事が出来ました。聞くところによると三巻が出るかどうかが最初の試練だというので、喜びもひとしおです。これも日頃からの皆様のご支援の賜たま物ものです。この場を借りて篤あつく御おん礼れい申し上げます。

　そうそう御支援と言えば、二巻の発売後にファンレターを頂きました。それも電子メールではなくて、物理的なやつです。メールでは毎回何通か頂くのですが、お手紙で頂いたのは初めてだったので、ちょっと感かん慨がい深ぶかいものがあります。ちなみに南の方からのお便りでした。全国的に発売されてるんだなぁと今いま更さら感じたりもして、色々面白かったです。改めまして、お便りありがとうございました。



　今回のあとがきは三ページあるそうなので、例によってこの本の内容を少しだけ紹介しておこうと思います。

　夏休みにさしかかり、孝太郎達は海へ出かける事になります。するとトラブルメーカーばかりの一行は、当たり前のように騒そう動どうを巻き起こします。しかし今回はそれだけでは終わりません。騒動は思わぬ方向へ転がり始め、孝太郎達の関係に波は紋もんを投げかけます。

　見所は早苗、それ遂ついに正体が明かされる『青騎士』でしょうか。『青騎士』のイラストに関しては次巻以降へ持ち越しですが、ポコさんが相当頑張って下さっているので、期待して頂いて大丈夫です。でもその分ポコさんは苦労されるのかもしれませんね（笑）



　それと私信を二つほど。

　一つ目は、前の巻のあとがきで書いた子供が生まれそうだという友達の件ですが、無事に生まれたそうです。おめでとうございます。でも彼の幸せがねたましいので、直接は言わずにここに書いただけで終わりにします。私にも幸せを分けやがれ、このやろう。息子と奥さんは元気かこのやろう。キー、なんだか負けた気がするー（笑）

　二つ目ですが、年末に引っ越しをしようと思っています。今住んでいる場所は不便なので、もう少し仕事に便利な場所へ移るつもりです。そんな訳でいずれ連絡先が変わる事になりますので、関係者の皆さんは何となく覚えておいて下さると助かります。仕事には影響が出ないように手早く済ませるつもりでいます。



　最後になりましたが、この本を書くにあたって協力してくれた友人ならびに編集部の皆様、そしてこの本をお買い上げ下さった皆様に心より御礼申し上げます。今後も皆様の期待に応えられるよう、精しよう進じんして参ります。



　それでは今回はこの辺で。今年はこの本が最後となりますが、来年も引き続きよろしくお願い致します。



二〇〇九年　十月　

健速　
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